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は じ め に 
イス ラー ム と は 


『 本 当 に アッ ラー の 御 許 の 教え は イス ラー ム ( 主 の 意思 に 服従 し 、 帰 依 す る こ 
と ) で ある 。・・』 イム ラー ン 家 音 (第 3 斉 ) 19 節 


イス ラー ム と は アラ ビア 語 で 平和 、 従 順 、 服 従 な どの 意味 を 持ち ます が 、 一 
般 的 に は 「 ア ッ ラ ー の み へ の 帰依 」 を 表し 、 全 人 類 の た め に アッ ラー か ら も た 
ら さ れ た 教え を 指し ます 。 そ れ は 最初 の 預言 者 アー ダム ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 
あれ ) か ら 最 後 の 預 言 者 へ ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) まで の 、 全 て 
の 預言 者 を 通し て も た ら さ れ た 教え で す 。 か れ ら の 呼び か け は どれ も 唯一 神 ア 
ッ ラ ー へ の 帰 依 と 服従 で し た 。 そ し て アッ ラー は 、 預 言 者 た ちの 封印 と し て ム 
ハン マ ド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) を 選ば れ 、 彼 に 啓示 を 下 し 、 終 末 の 日 ま 
で 有効 な 全 人 類 の た め の 教え イス ラー ム を 完成 され た の で す 。 

『…・ 今 日 われ は あな た が た の た め に 、 あな た が た の 宗教 を 完成 し 、 また あな た 
が た に 対す る われ の 恩恵 を 全う し 、 あ な た が た の た め の 教 えと し て 、 イ スラ ー 
ム を 選ん だ の で ある 。・……-』 食卓 章 (第 5 章 ) 3 貧 


一 方 、 ム スリ ム と は 自分 を 全 宇 宙 の 創造 者 アッラー の 法 に ゆだね 、 ア ッ ラ ー 
だ け に 帰依 し 、 服 従 する 人 と いう 意味 で す 。 

イス ラー ム は 信仰 と 日 常 生 活 を 切り 離し て 考え る こと は し ませ ん 。 イ スラ ー 
ム は 、 支 配 者 で あり 立法 者 で も る アッ ラー に 帰依 服従 する 人 間 の 、 個 人 と し て 、 
また 社会 の 一 員 と し て の 行動 規範 で も ありま す 。 そ れ は 国家 や 民族 、 人 種 や 肌 
の 色 、 職業 や 貧富 の 差 、 性 差 な ど に 関係 な く 、 終末 の 日 まで 通用 する 指針 で す 。 
イス ラー ム は 生き 方 で ある と 言え ます 。 
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『 宗 教 に は 強制 が あっ て は な ら な い 。 ま さ に 正しい 道 は 迷 曲 か ら 明らか に (分 
_ 別 ) され て いる 。 そ れ で 邪神 を 退け て アッ ラー を 信仰 する 者 は 、 決 し て 壊れ る 
こと の な い 、 堅固 な 取っ 手 を 握っ た 者 で ある 。 ア ッ ラ ー は 全 聴 に し て 全 知 で あ 
られ る 。』 雌 邊 章 (第 2 章 ) 256 節 | 


この よう に 、 ア ッ ラ ー は 信仰 の 強制 を 禁じ し て お られ ます 。 で すか ら 誰 で も 信 
仰 を 強制 され る こと は あり ませ ん し 、 強 制す る こと も 出来 ませ ん 。 目 ら の 意志 
で これ を 真理 で ある と 認め る 人 は 誰 で も ムスリム に な れ ま す 。 | 

ムスリム に な る た め に は 、 次 の カリ マ ・ シ ャ ハー ダ 、 つ まり 信仰 告白 文 に よ 
っ て シャ ハー ダ (証言 ) を し ます 。 


アシ ュ ハ ドゥ アン ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー 

私 は アッ ラー 以外 に 箇 拝 の 対象 が な いこ と を 証言 し ます 。 

ワ アシ ュ ハ ドゥ アン ナ ム ハ ン マ ダ ン ラス ー ル ッ ラ ー 
そし て 私 は ムハンマド が アッ ラー の 使徒 で も る こと を 証言 し ます 。 


シャ ハー ダ は イス ラー ム の 五 つ の 柱 の う ちの 一 つ 目 で す 。 五 つの 柱 と は 、 ム 
スリ ム が アッ ラー に よっ て 定め られ た 条件 と 方 法 で 行なう こと が 義務 と され て 
いる も の で 、 以 下 の 通り で す 。 


シャ ハー ダ (証言 ) 
サラ ー ト (礼拝) 
ザ カ ー ト ( 喜 捨 ) 
ハッ ジ 《 和 礼 ) 
サウ ム ( 斎 戒 / 断 食 ) 


また 、 五 つの 柱 と 並ん を で イー マー ン の 柱 と され る も の が あり ます 。 イ ー マ ー 
ン の 柱 と は 、 ア ッ ラ ー に よっ て 与え られ た 知識 に 基づき 、 ム スリ ム が 確信 を も 
っ て 信じ る こと が 義務 と され て いる も の で 、 以 下 の 通 り で す 。 


アッ フー (唯一 神 ) 

マラ ー イ カ ( 諸 天 使 ) 

クト ッ プ ( 諸 啓 典 ) 

ルス ル (使徒 た ち ) 

アル ヤ ウ ム ・ ル ・ ア ー ヒ ル (終末 の 日 ) 
カ ダ ル ( 定 命 ) 


第 1 部 アキ ー ダ (信仰 箇条 ) 
イー マー ン と は 


アプ ー・ フ ライ ラ ! に よる と 、 ア ッ ラ ー の 使徒 は こう 言わ れ ま し た 。 

「 イ ー マ ー ン は 70 以上 も し く は 60 以上 の 種類 が あり ます 。 そ の 最善 な る も の 
は アッ ラー の 他 に イラ ー (崇拝 の 対象 ) は な いと 証言 する こと で あり 、 最 も 小 
き な イ ー マ ー ン と は 道路 か ら 了 邪 魔 に な る も の を 片付け る 行為 で す 。 謙 評 も イー 
マー ン の 1 つ で す 。」( プ ハー リー、 ム スリ ム の 伝え る ハデ ィ ー ス ) 

また ある 日 、 天 使 ジ ど プ リー ル が 男性 の 格好 を し て 預言 者 ( 彼 の 上 に 祝福 と 平 
安 あ れ ) の 前 に 現れ 、 イ スラ ー ム や イー マー ン な ど に つい て 尋ね まし た 。 ウマ 
ル 2 に よる と 、 イ ー マ ー ン に つい て 尋ね られ た 預言 者 ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) 
は 次 の よう に 答え まし た 。 

「 ア ッ ラ ー、 そ の 天使 た ち 、 諸 啓典 、 使 徒 た ち 、 終 末 の 日 に つい て 信じ 、 醤 事 
に 対す る カ ダ ル を 信じ る こと で す 。」( ム スリ ム の 伝え る ハデ ィ ー ス ) 


これ ら 二 つの ハデ ィ ー ス は 、 次 の クル アー ン の アー ヤ ( 節 ) に よっ て 裏付け 
られ ます 。. 

『 正 し く 仕 える る と いう こと は 、 あ な た が た の 上 顔 を 東 ま た は 西 に 向け る こと で は 
な い 。 つ まり 正しく 仕え る と は 、 ア ッ ラ ー と 最後 の (審判 の ) 日 、 天 使 た ち 、 
諸 啓典 と 預言 者 た ち を 信じ ・・・』 雌牛 章 (第 2 章 ) 177 節 


『 使 徒 は 主 か ら 下 され た も の を 信じ る 、 信 者 た ち も ま た 同じ で ある 。( か れ ら は ) 
皆 、 ア ッ ラ ー と 天使 た ち 、 諸 啓典 と 使徒 た ち を 信じ る 。 私 た ち は 、 使 徒 た ちの 


| 預言 者 ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) の 教 友 の 名 
2 預言 者 ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) の 教 友 で 2 代目 カリ フ 
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誰 に も 差別 を つけ な い (と 言う )。』 雌牛 章 (第 2 章 ) 285 節 


一 方 、 カ ダル に 関し て は 次 の よう に 言わ れ て いま す 。 
『 本 当 に われ は 凡 て の 事物 を 、 き ちん と 計っ て ( カ ダ ル に 合わ せ て ) 創造 し た 。』 
月 章 (第 54 章 ) 49 節 


1 、 ア ッ フ テー (唯一 神 ) 


『・・・ そ れ で 邪神 を 退け て アッ ラー を 信仰 する 者 は 、 決 し て 壊れ る こと の な 
い 、 緊 園 な 取っ 手 を 握っ た 者 で ある 。・・・』 雌牛 章 (第 2 章 ) 256 人 節 


呆 ア ッ ラ ー 以 外 に 崇拝 の 対象 は な い 』 と の 真理 を 十分 知っ て 死 を 迎え る 者 は 、 
天国 に 入る 。」( ム スリ ム の 伝え る ろ る ハディース) 


アッ ラー と は アラ ビア 語 で 「 唯 一 神 」 を 意味 し ます 。 で すか ら 「 ア ッ ラ ー の 
神 」 と いう 言い 方 は 間違い で す 。 ア ッ ラ ー と は 人 間 を 含む この 世 の あ ら ゆ る も 
の の 創造 者 で あり 、 あ ら ゆ る 力 の 源泉 で あり 、 世 界 の 生き と し 生け る も の 全て 
を 養っ て いる 養護 者 で す 。 人間 が 生ま れ て きた こと も 、 考 えた り 話 し た り 食 べ 
た り し て 生き て いる こと も 、 す べ て 慈悲 深い 支配 者 アッ ラー の カカ に よる も の で 
す 。 大 自然 が 美しい こと も 、 こ の 世界 が 一 定 の 法則 に よっ て 動い て いる こと も 、 
すべ て アッ ラー が この 世界 を デザ イン し 秩序 付け て いる か ら な の で す 。 

アッ ラー は 唯一 の 御方 で す 。 この 世界 が 一 貫 し た 秩 褒 に 基づい て 動い て いる 
の は 、 こ の 世界 を デザ イン し 創造 し た 存在 が 唯一 ど だ か ら で す 。 た だ ひと つ で あ 
る 、 と いう こと は 、 単 に 一 で ある と いう こと だ け で は な く 、 全 能 で あり 、 至 高 
の 存在 で ある と いう こと で す 。 ア ッ ラ ー に 並び 立つ も の や 、 同 じ 程 度 の 力 を 持 
つも の は あり ませ ん 。 


また 秩序 正しく 動い て いる 世界 を 司る アッ ラー に は 、 和 欠点 や 弱点 は あり ませ 
ん 。 休養 、 食 事 、 睡 眠 な ども 一 切 必要 と し ませ ん 。 

そし て アッ ラー に は 生み の 親 や 妻 や 子供 は いま せん 。 ア ッ ラ ー は 決し て 死な 
な い の で 、 子孫 を 残す 必要 は あり ませ ん 。 ア ッ ラ ー は 時 間 も 空 間 も 超越 し て お 
り 、 ア ッ ラ ー に 似 た も の は あり ませ ん 。 
_ アッ ラー は 目 に 見 えな いこ と も 、 人 間 の 心 に 隠し て いる こと も 全て ご 存じ で 
す 。 そ こ で 人 間 は 祈る と き 、 直 接 ア ッ ラ ー に 呼び か けれ ば よい の で あっ て 、 聖 
職 者 や 聖者 や 偶像 を 仲介 する 必要 は あり ませ ん 。 


『 ア ッ ラ ー、 か れ の 外 に 神 は な く 、 永 生 に 自 存 さ れる 御方 。 仮眠 も 熟 騒 も 、 か 
れ を と ら え る こと は 出来 な い 。 天 に あり 地 に ある 凡 て の も の は 、 か れ の 所 有 で 
ある 。 か れ の 許し な くし て 、 誰 が か れ の 御 許 で 執り 成す こと が 出来 よう か 。 か 
れ は (人 びと の ) 以前 の こと も 以後 の こと を も 知っ て お られ る 。 か れ の 御 意 に 
適っ た こと の 外 、 か れ ら は か れ の 御 知識 に 就 いて 、 何 も 会 得する と ころ は な い 
の で ある 。 か れ の 玉座 は 、 凡 て の 天 と 地 を 履 っ て 広がり 、 こ の 2 つ を 守っ て 訟 
れ も 覚え られ な い 。 か れ は 至高 に し て 至 大 で あら れる 。』 雌 生音 (第 2 章 ) 255 
節 


アッ ラー の 被 造物 で ある 私 た ちら 人間 が 、 私 た ちの 創造 主 で あり 養護 者 で ある 
アッ ラー に 感謝 し な か っ た り 、 ア ッ ラ ー を さ し お いて 他 の 何 の カ も な いも の に 
祈っ た りす る こと は 、 アッラー に 対し て 非常 に 恩 知 ら ず な こと で す 。! ア ッ ラ ー 
の ほか に 崇拝 の 対象 は な い 」 と は 、 人 架空 の 偽 の 神 や 偶像 を すべ て 否定 し て 、 た 
だ 真実 の 神 ア ッ ラ ー の み を 信じ 、 ア ッ ラ ー の み に 従 うと いう 意味 な の で す 。 


・ ア ッ ラ フー の 存在 を 信じ る 
ムスリム は 全 宇 宙 を 創造 し た アッ ラー の 存在 を 信じ し ます 。 天 と 地 と そこ に あ 
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る 全て の も の は アッ ラー の 創造 物 で あり 、 ア ッ ラ ー の 支配 下 に あり ます 。 森 羅 
万 象 は アッ ラー が 存在 する こと の 証 で す 。 

『 本 当 に 天 と 地 の 創 造 、 昼 夜 の 交替 、 人 を 益 す る も の を 運ん で 海原 を ゆく 船 の 
中 に 、 ま た アッ ラー が 天 か ら 降 ら せ て 死ん だ 大 地 を 吾 ら せ 、 生 き と し 生け る も 
の を 地上 に 広く 散ら ば せる 雨 の 中 に 、 ま た 風向 き の 変換 、 果 て は 天地 の 間 に あ 
っ て 奉仕 する 雲 の 中 に 、 理 解 あ る 者 へ の (アッ ラー の ) 印 が ある 。』 睦 牛 章 (第 
2 章 ) 164 節 


また 、 私 た ちの ドゥ アー (祈り ) が 聞き 届け られ る の も 、 ア ッ ラ ー が 存在 す 
る こと の 証 の 1 つ で す 。 

『 わ れ の し も べた ち が 、 わ れ に 就 い て あな た に 問う 時 、( 言 え ) われ は 本 当 に (し 
も べた ちの ) 近く に いる 。 か れ が われ に 祈る 時 は その 嘆願 の 祈り に 答え る 。』 雌 
和牛 章 (第 2 章 ) 186 節 


・ ア ッ フ ー が 唯一 の ラッ プ ( 主 ) で ある こと を 信じ る 

ラッ プ と は 創造 者 で あり 、 所 有 者 で あり 、 支 配 者 で ある こと を 意味 し ます 。 
つま り ア デッラ ー 以 外 に 創造 者 も 所 有 者 も お ら ず 、 ア ッ ラ ー 以 外 か ら の 命令 は な 
いと 言う こと で す 。 | 

『( か れ は ) 天 と 地 、 ま た その 間 に あ る 凡 て の 有 の 主 で あら れる 。 だ か ら か れ に 
仕え ん 、 か れ へ の 奉仕 の た め に 耐え 忍び な さい 。 あな た は か れ と 肩 を 並べ 呼ぶ も 
の を ( 外 に ) 知っ て いる の か 。」』 マ ル ヤ ム 章 (第 19 章 ) 65 節 


『 本 当 に あな た が た の ラッ プ ブ ( 主 ) は アッ ラー で あら れる 。 か れ は 6 日 で 天 と 
地 を 創り 、 そ れ か ら 玉 座 に 座 し て お られ る 。 か れ は 昼 の 上 に 夜 を 算 わ せ 、 夜 に 
昼 を 慌ただしく 相 継 が し め な され 、 ま た 太陽 、 月 、 群 星 を 命 に 服 さ せら れる 。 
ああ 、 か れこ そ は 創造 し 統御 され る 御方 で は な いか 。 万 有 の 主 アッ ラー に 撤 福 
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あれ 。』 高 壁 章 (第 7 章 ) 54 節 


『 か れ は 夜 を 昼 に 没入 させ 、 ま た 昼 を 夜 に 没入 させ 、( 腹 夜 の 交替 ) 、 太 陽 と 月 
を 従え られ 、 そ れ ぞ れ 周 期 を も っ て 定め られ た 期間 (復活 の 日 ) まで (その 軌 
道 を ) 運行 さ し め る 。 こ の よう な こと が (出来 る の は ) あな た が た の 主 、 ア ッ 
ラー で あら れ 、 大 権 は か れ に 属す る 。』 創造 者 章 (第 85 硬 ) 13 節 


・ ア ッ ラ ー が 唯一 の イラ ー ( 畠 拝 対象 ) で ある こと を 信じ る 

アッ ラー 以外 に 崇拝 の 対象 は な く 、 ア ッ ラ ー に は 協力 者 も 同位 に 並ぶ も の も 
な いこ と を 信じ ます 。 そ し て 、 イ バー ダ (信仰 行為 ) は た だ アッ ラー だ け に 同 
けら れる も の で あり 、 い か な る 形 で あっ て も 被 造物 に 向け られ る べき で は あり 
ませ ん 。 預言 者 た ちや 信仰 深い 人 、 マ ラー イカ (天使 ) や ジン 、 自 然 な ども 、 
これ ら は 全て アッ ラー の 被 造物 で あり 、 ア ッ ラ ー の 許し な く し て は 何 の 力 も 持 
っ て いな い の で す 。 で すか ら 、 橋 や 健康 、 助 け な ど を 求め る 対象 は アッ ラー だ 
け で あり 、 恐 れ や 期待 を 抱く 対象 も 、 依 存する 対象 も 、 犠 牲 を 払う 対象 も アッ 
ラー だ け な の で す 。 

『 あ な た 方 の 神 は 唯一 の 神 (アッ ラー) で ある 。 か れ の 他 に 神 は な く 、 慈 悲 あ 
まね く 慈 愛 深き 御方 で ある 。』 雌牛 章 (第 2 章 ) 163 節 


『( 祈 っ て ) 言っ て や る が いい 。「 わ た し の 礼拝 と 奉仕 、 わ た し の 生 と 死 は 、 万 
有 の 主 、 ア ッ ラ ー の た めで ある 。」 家 畜 章 (第 6 章 ) 162 節 


・ ア ッ ラ ー の 美 名 と 属性 を 信じ る 

クル アー ン と 真正 な ハデ ィ ー ス の 中 で 、 ア ッ ラ ー 御 自身 と アッ ラー の 使徒 ( 彼 
の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) に よっ て 語ら れ た アッ ラー の 美 名 と 属性 を 信じ ます 。 
『 ア ッ ラ ー、 か れ の 外 に 神 は な い の で ある 。 最 も 美しい 御名 は か れ に 属す る 。』 
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ター・ ハ ー 章 (第 20 章 ) 8 節 


『 か れこ そ は 、 ア ッ ラ ー で あら れる 。 か れ の 外 に 神 は な い の で ある 。 か れ は ガ 
イブ (幽玄 界 ) と シャ ハー ダ (現象 界 ) を 知っ て お られ 、 慈 悲 あ まね く 慈愛 深 
き 御方 で あら れる 。 か れこ そ は 、 ア ッ ラ ー で あら れる 。 か れ の 外 に 神 は な い の 
で ある 。 人 至高 の 王者 、 神 聖 に し て 平安 の 源 で あり 、 信 爺 を 管理 し 、 安 全 を 守護 
な され 、 偉 力 な ら び な く 全 能 で 、 限 りな く 尊 い 方 で あら れる 。 ア ッ ラ ー に 讃え 
あれ 。( か れ は ) 人 が 配 する も の の 上 に (高く お られ る )。 か れこ そ は 、 ア ッ ラ 
ー で あら れる 。 造物 の 主 、 造 化 の 主 、 形態 を 授け る ( 主 で あり )、 最も 美しい 御 
名 は か れ の 有 で ある 。 天 地 の 凡 て の も の は 、 か れ を 讃え る 。 本 当 に か れ は 偉 力 
な ら び な く 甘 明 で あら れる 。』 集合 章 (第 59 章 ) 22 一 24 節 


2 、 マ フー イカ ( 諸 天 使 ) 


『 主 を 虹 れ る 者 た ちと は 、 ガ イブ ( 細 玄 界 ) を 信じ ・・・』 雌牛 章 (第 2 章 ) 3 
即 


アッ ラー の 様々 な 創造 物 に は 、 ガ イプ (幽玄 界 ) の も の と シャ ハー ダ (現象 
界 ) の も の が あり ます 。 シャ ハー ダ の 世界 は 私 た ちの 五感 に よっ て 知る こと が 
で きま す が 、 ガ イプ の 世界 に つい て は アッ ラー が 使徒 を 通し て 下さ れ た 情報 し 
か 人 間 は 知る こと は で きま せん 。 これら に つい て 、 人 間 は 多く の こと を 知ら さ 
れ て は いま せん 。 

ガイ プ の 被 造物 の ひと つが 天使 で も や り 、 ム スリ ム は その 存在 を 信じ ます 。 天 
使 は 常に アッ ラー を 讃 美 し 、 ア ッ ラ ー の 命令 に よっ て 様々 な 任務 に つい て いま 
す 。 天使 は アッ ラー の 命令 に 忠実 で あり 、 間 違え た り 怠 けた りす る こと は な く 、 
アッ ラー に 背く こと も あり ませ ん 。 


193 


『・‥…・ い や 、( か れ ら 天使 は ) 栄 准 ある し も べ で ある 。 か れ ら は 、 か れ (アッ ラ 
ー) より 先 に 告げ る ちこ と も な く 、 ま た か れ の 命令 に 基づい て 行動 する だ け で あ 
る 。』 預言 者 章 (第 21 章 ) 26 一 27 節 


『 天 と 地 の 凡 て の も の は 、 か れ の 有 で ある 。 また その 側近 に いる 者 (天使 ) は 、 
か れ に 仕え て 高慢 で も な く 、 疲 れ も 知ら な い 。 か れ ら は 毎日 毎晩 に か れ を 讃え 、 
休む こと を 知ら な い 。』 預言 者 章 (第 21 章 ) 19 一 20 節 


天使 の 任務 に は さま ざま な も の が あり ます 。 ジ ブリ ー ル (ガブ プリ エル) は ア 
ッ ラ ー か ら の 啓示 を 運ぶ 任務 に つい て お り 、 ム ハン マ ド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 
あれ ) に 啓示 を 伝え た た の も ジブ リー ル で し た 。 ミ ー カ ー イ ー ル (ミカ エル ) は 
自然 と 人 間 の 糧 を 司る 任務 に 、 イ ズラ ー イ ー ル (アズ ラ エ ル ) は すべ て の 被 造 
物 の 魂 を 抜く 任務 に つい て いま す 。 イ スラ ー フ ィ ー ル (イス ラフ ィ ル ) は 審判 
の 日 の 到来 を 知ら せる ラッ パ を 吹く 任務 に つい て いま す 。 

また 、 全 て の 人 間 に は 2 人 の 天使 が つい て お り 、 人 間 の 所 業 を 全て 記録 し て 
いま す 。 
『 見 よ 、 右側 に また 左側 に 衝 っ て 、 2 人 の (守護 の 天使 の ) 監視 者 が 監視 する 。 
か れ が まだ 一 言 も 言わ な い の に 、 か れ の 傍 の 看守 は (記録 の ) 準備 を 整え て い 
る 。』 カ ー フ 章 (第 50 章 ) 17 一 18 節 


その 他 に も 多く の 天使 が 、 ア ッ ラ ー に 命じ られ た それ ぞ れ の 任務 に つい て い 
ます 。 


3、 ク トッ プ ( 諸 麻 典 ) 


アッ ラー は 人 間 を 正 し い 道 に 導く た め に 、 そ れ ぞ れ の 時 代 と 人 々 の 必要 に 応 
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じ て 多 く の 使徒 を 遣わ し 、 啓 典 を 下さ れ ま し た 。 し か し 時 の 経過 と と も に それ 
ら は 人 々 に よっ て 改ざん され 、 失 われ て いき まし た 。 そ こ で これ ら の 完成 版 と 
し て 、 終 末 の 日 まで 全て の 人 間 に 有 効 な み レ アー ン を 、 ア ッ ラ ー は ムハンマド 
( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) を 通し て 人 類 に 授け まし た 。 ム スリ ム は クル アー 
ン と それ 以前 の 諸 啓 典 を 信じ ます 。 し か し 現在 ある 旧約 ・ 新 約 聖書 は 人 間 の 手 が 
加え られ て お り 、 そ の オリ ジ ナ ル 性 が 保 た れ て いる と は 認め ませ ん 。 ク ルアー 
ン 以 前 の 麻 典 の うち 、 私 た ち に 知ら され て いる も の に は 次 の よう な も の が あり 
ます 。 


・ タ ウラ ー ト | 
タウ ラー ト は へ プラ イ 語 で 律 法 と 言う 意味 で す 。 ア ッ ラ ー は 預言 者 ヘー サー 
( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) を 通し て タウ ラー ト を 下さ れ ま し た 。 タ ウラ ー ト 

の 主 な 内 容 は イス ラ エ ル の 民 に 対す る 十戒 で し た 。 


・ ザ ブー ル 
ザ プ ー ル は アッ ラー か ら ダ ー ウ ー ド を 通し て 授け られ た 詩 篤 で す 。 ダ ー ウ ー 
ド は ムー サー の 授かっ た 律 法 を 引き 継ぐ よう に 命じ られ て いた の で 、 ザ ブール 
に は 法 に 関す る こと は 含ま れ て いま せん 。 


・ イ ンジ ー ル 

イン ジー ル は イー サー を 通し て 授け られ た アッ ラー の 啓示 で あり 、 当 時 す で 
に 改ざん され て いた ムー サー の 教え を 正す た め に イス ラ エ ル の 民 に 下さ れ ま し 
た 。 イ ンジ ー ル と は 福音 書 と いう 意味 で す 。 イ ンジ ー ル の 主題 は 汚れ た 心身 を 
清め る こと で し た 。 

その 他 、 イ プラ ー ヒ ー ム や ムー サー に 授け られ た も の も あり ます 。 
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これ ら 諸 啓典 の 完成 版 と し て 下さ れ た クル アー ン に は 、 諸 啓典 の 教え の 中 で 
現在 も 有効 な 部 分 は すべ て 含ま れ て いま す 。 で すか ら ム スリ ム は 現在 ある 聖書 
を 学ぶ 必要 は あり ませ ん 。 


・ ク ルアー ン 

西暦 610 年 の ラマ ダー ン 月 、 ア ッ ラ ー は 天使 ピ プ リー ル を 通し て ムハンマド 
( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) に 最初 の 啓示 を 下さ れ ま し た 。 そ れ は 次 の よう な 
御 言葉 で し た 。 

読め 、「 創 造 な され る 御方 、 あな た の 主 の 御名 に お いて 。 一 凝 血 か ら 、 人 間 を 
創 られ た 。」 読 め 、「 あ な た の 主 は 、 最 高 の 尊 貢 で あら れ 、 筆 に よっ て (書く こ 
と を ) 教え られ た 御方 。 人 間 に 未 知 な る こと を 教え られ た 御方 で ある 。」』 疾 邊 
章 (第 96 章 ) 1-5 節 


以降 、 預 言 者 ハハ ンマ ド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) が 亡くな る 西暦 632 年 
まで 、23 年 の 歳 月 を か け て クル アー ン は 少し ずつ 下さ れ ま し た 。 ク ルアー ン は 
人 類 に 対す る 導き と 正 邪 の 議 別 の 明 証 で あり 、 ま た 以前 の 啓典 を 確証 する も の 
で す 。 そ れ は アラ ビア 語 で 啓示 され た アッ ラー の 御 言葉 で あり 、 人 間 の 作っ つた 
書物 で は あり ませ ん 。 文盲 で や っ た ムハンマド ( 彼 の 上 に 提 握 と 平安 や れ ) に 
も た ら さ れ た クル アー ン は 、 当 時 の アラ ブ の 文学 者 た わ を 轄 か せる 年 べき で 美 
し い 文 章 で し た 。 

『 ラ マダ ー ン の 月 こそ は 、 人 類 の 導き と し て 、 ま た 導き と ( 正 邪 の ) 識別 の 明 
証 と し て クル アー ン が 下さ れ た 月 で ある 。…』 骨 二 党 ( 沿 3 器 ) 185 即 


『 わ れ は 真理 に よっ て 、 あ な た が た に 盛 典 を 下 し た 。 そ れ は 以前 に ある 啓典 を 
確証 し 、 守 る た めで ある 。…』 食 県 章 ( 第 5 芝 ) 48 節 
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そし て 最後 の 啓典 で ある クル アー ン は 、 終 末 の 日 まで 、 ア ッ ラ ー 御 自身 に よ 
っ て 改ざん や 紛失 か ら 守 られ て いま す 。 
『 本 当 に われ こそ は 、 そ の 訓 戒 を 下 し 、 必 ず そ れ を 守護 する の で ある 。』 ア ル ・ 
ヒジ ュ ル 草 (第 15 章 ) 9 和 貧 


4 、 ル スル (使徒 た ち ) 


アラ ビア 語 で ラス ー ル (複数 形 は ルス ル ) と は 遣わ され た 者 、 使 者 と いう 意 
味 で あり 、 一 方 ナビ ー と は 情報 を も た ら す 者 と いう 意味 が あり ます 。 こ こ で は 
前 者 を 使徒 、 後 者 を 預言 者 と 駅 し ます 。 

イス ラー ム に お いて は 、 こ の 二 つ の 語 は 「 神 の 啓示 に よっ て 与え られ た メッ 
セー ジ を 人 々 に (預言 者 ムハンマド の 場合 は 全 人 類 に ) 伝え る 人 」 と いう 意味 
を 持ち ます 。 従っ て 、 イ スラ ー ム で 使わ れ て いる 「 預 言 者 」 と いう 言葉 に は 「 了 予 
言 ず る 」「 未 来 の 出来 事 を 予知 する 」 と いっ た 意味 は 含ま れ て いま せん 。 ま た 、 
彼ら は アッ ラー に よっ て 選ば れ た 者 た ち で あり 、 自 ら 望 ん で 預言 者 に な っ た わ 
け で も 、 修 業 に よっ て 預言 者 に な れ た わけ で も あり ませ ん 。 

アッ ラー は この 世界 と 人 間 を 創造 し た まま 、 放 っ て お く よ う な こと は し ませ 
ん で し た 。 アッラー は 人 間 を 導く た め に 、 そ れ ぞ れ の 時 代 の それ ぞ れ の 民族 と 
地域 で 和 人々 の 間 か ら 預 言 者 を 選び 、 唯 一 の 創造 主 に 帰依 する 正しい 生き 方 を 教 
えま し た 。 ムスリム は 、 ア ッ ラ ー に よっ で 多く の 預言 者 と 使徒 が 遣わ され た こ 
と を 信じ ます 。 | 
『 本 当 に われ は 、 各 々 の 民 に 一 人 の 使徒 を 遣わ し て 「 ア ッ ラ ー に 仕え 、 邪 神 を 
避け な さい 。」 と (命じ た )。・・』 蜜蜂 章 (第 16 章 ) 36 飾 
『 言 え 、「 私 た ち は ア ッ ラ ー を 倍 じ 、 私 た ち に 下さ れ た も の を 信じ 、 ま た イブ ラ 
ー ヒ ー ム 、 イ スマ ー イ ー ル 、 イ スハ ー ク 、 ヤ アコ ー ブ お よび 諸 支 族 に 下さ れ た 
も の を 信じ 、 ま た ムー サー と イー サー と (その 他 の ) 預言 者 た ち に 主 か ら 授 か 
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っ た も の を 信じ ます 。 私 た ち は か れ ら (預言 者 た ち ) の 間 に 、 ど ん な 差別 も し 
ませ ん 。 私 た ち は た だ 、 か れ (アッ ラー) に 服従 、 帰 依 し ます 。」』 雌牛 章 (第 
2 章 ) 136 節 


そし て 、 こ れ ら 預言 者 た ちの 封 と し て 遣わ され た の が ムハンマド ( 彼 の 上 
に 祝福 と 平安 あれ ) で す 。 で すか ら 、 預 言 者 ム バ ンマ ド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 
あれ ) 以降 は 預言 者 も 使徒 も 現れ ませ ん 。 

『 ム ハン マ ド は 、 あ な た が た 男 た ちの 誰 の 父親 で も な い 。 し か し 、 ア ッ ラ ー の 
使 傘 で あり 、 ま た 預言 者 た ちの 封 鐵 で ある 。 …』 部 族 連合 章 (第 38 章 ) 40 分 


この よう に 多く の 人 間 が アッ ラー に よっ て 預言 者 また は 使徒 と し て 選ば れ て 
お り 、 そ の うち の 何人 か は アッ ラー に よっ て その 名 が 明らか に され て いま す 。 
ムスリム に と っ て 預言 者 また は 使徒 で あっ た と 信じ る 義務 の ある 人 物 は 、 ア ッ 
ラー に よっ て 明らか に され た 人 物 だ け で す 。 そ れ 以 外 の 預言 者 や 使徒 に 関し て 
は 、 そ の 名 前 や 時 代 な ど を 知る こと は 出来 ませ ん 。 


5 、 ア ル ヤ ウム ・ ル ・ ア ー ヒ ル (終末 の 日 審判 の 日 ) 


ムスリム は 終末 の 日 の 到来 と それ に 続く アッ ラー の 審判 が ある こと を 信じ ま 
す 。 人 間 は 誰 で も 必ず 死 を 迎え 、 審 判 の 日 まで 曹 の 中 に 留まり ます 。 そ し て 天 
使 に よっ て 終末 の 日 の 到来 を 告げ る 最初 の ラッ パ が 吹か れる と 、 す べ て の 人 間 
は 死に 絶え ます 。 そ し て 2 度目 の ラッ パ が 吹か れる と 、 す べ て の 人 間 は アッ ラ 
ー に よっ て 再び 魂 を その 身体 に 吹き 込ま れ 、 復 活 し ます 。 

その 後 、 ア ッ ラ ー に よっ て 人 間 は 現世 で の 行ない を 清算 され ます 。 誰 で も ア 
ッ ラ ー を 唯一 で ある と し 、 ア ッ ラ ー と その 使徒 に 従っ た 者 は 易 し い 清算 を 受け 
ます が 、 多 神 財 拓 者 や 不義 を 行なっ た 者 は 厳し い 清算 を 受け ます 。 善 行 と 悪行 
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が 程 に か けら れ 、 そ れ に 応じ て 楽園 の 民 は 楽園 へ 、 業 火 の 民 は 業火 へ と 入れ ら 
れ ま す 。 

アッ ラー は 終末 の 日 に つい て 次 の よう に 語っ て お られ ます 。 

『 か れ ら は 、 ア ッ ラ ー を 正しい 仕方 で は 尊 還 し な い 。 審 ガ 判 の 日 に お いて は 、 か 
れ は 大 地 の 凡 て を 一 握り に し 、 そ の 右手 に 諸 天 を 巻 か れ よ う 。 か れ に 讃え あれ 。 
か れ は 、 か れ ら が 配 す る も の の は る か 上 に 高く お られ る 。 ラ ッ パ が 吹か れる と 、 
天 に ある も の また 地 に ある も の も 、 ア ッ ラ ー が 御 望み に な られ る 者 の 外 は 気絶 
し よう 。 次 に ラッ パ が 吹か れる と 、 見 よ 、 か れ ら は 起き 上 っ て 見 まわ す 。 そ の 
時 大 地 は 主 の 御 光 で 交 き 、( 行 な い の ) 記録 が 置か れ 、 預言 者 た ちと 証人 た ち が 
進み 出 て 、 公正 な 判決 が か れ ら の 間 に 宜 告 さ れ 、( 少 し も ) 不当 な 扱い は され な 
い 。 人 びと は 、 そ の 行っ た こと に 対し て 、 十 分 に 報い られ よう 。 か れ は 、 か れ 
ら の 行っ た 凡 て を 最も よく 知っ て お られ る 。 
不信 者 は 集団 を な し て 地獄 に 駆 られ 、 か れ ら が そこ に 到着 する と 、 地 獄 の 諸 門 
は 開か れる 。 そし て 門番 が 言う 。「 あ な た が た の 間 か ら 出 た 使徒 は 来 な か っ た の 
で すか 。 (そし て ) 主 か ら の 印 を あな た が た の た め に 読 語 し 、 ま た あな た が た の 
この 会 見 の 日 の こと を 人 殴 告 し な か っ た の で すか 。」 か れ ら は (答え て ) 言う 。「 そ 
の 通り で す 。 そ し て 不信 者 に 対す る 匂 因 の 言葉 が 、 真 に 証明 され まし た 。」( か 
れ ら は ) 「 あ な た が た は 地獄 の 門 を 入れ 。 そ の 中 に 永遠 に 住み な さい 。」 と 言わ 
れ よ う 。 何 と 哀れ な こと よ 、 高 慢 な 者 の 住ま いと は 。 
また か れ ら の 主 を 胡 れ た 者 は 、 集 団 を な し て 楽園 に 駆 ら れる 。 か れ ら が そこ に 
到着 し た 時 、 楽園 の 諸 門 は 開か れる 。 そし て その 門番 は 、「 あ な た が た に 平安 あ 
れ 、 あ な た が た は 立派 で あっ た 。 こ こ に お 入り な さい 。 永遠 の 住ま いで す 。」 と 
言う 。 か れ ら は (感謝 し て ) 言う 。「 ア ッ ラ ー に 讃え あれ 。 か れ は 私 た ち へ の 約 
東 を 果たし 、 私 た ち に 大 地 を 継が せ 、 こ の 楽園 の 中 で は 好き な 処 に 住ま わせ て 
下さ いま す 。」 何 と 結構 な こと よ 、( 若 ) 行 に 勤しん だ 者 へ の 報奨 は 。 

あな た は 見 る で あろ う 、 天 使 た ち が 八 方 か ら 玉 座 を 囲ん で 、 主 を 讃え て 唱 金 す 
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る の を 。 人 びと の 間 は 公正 に 坊 か れ 、「 万 有 の 主 、 ア ッ ラ ー に こそ 久 て の 称 讃 あ 
れ 。」 と (言う 言葉 が ) 器 え られ る 。』 集団 章 (第 39 剤 ) 67 一 75 節 


『 あ な た が た は 、 ア ッ ラ ー に 帰 さ れる 日 の た め に (か れ を ) 虹 れ な さい 。 そ の 
時 、 各 人 が 稼い だ 分 に 対し 清算 され 、 誰 も 不当 に 扱わ れる こと は な いで あろ う 。』 
雌牛 章 (第 2 章 ) 281 人 節 


『 そ れ で 笠 が ( 薔 行 の た め ) 重い 者 た ち は 、 至 上 の 幸福 を える 。 ま た 笠 が 軽い 
者 た ち は 、 魂 を 失い 、 地 獄 に 永遠 に 住む 。』 信者 た ち 章 (第 23 章 ) 102 一 103 
節 


『 ま た あな た は 、 自 分 の 知識 の な いこ と に 従っ て は な ら な い 。 本 当 に 聴覚 、 視 
覚 、 ま た 心 の 働き の 凡 て が (審判 の 日 に お いて ) 尋問 され る で あろ う 。』 夜 の 旅 
章 (第 17 章 ) 36 節 


6 、 カ ダル ( 定 命 ) 


ムスリム は カ ダ ル を 信じ ます 。 つ まり 、 私 た ち に と っ て 状 い こと も 悪い こと 
も 、 す べ て アッ ラー に よっ て 定め られ た も の で ある と いう こと を 信じ ます 。 ア 
ッ ラ ー こ そ 望 まれ た こと を 実行 する 者 で あり 、 ア ッ ラ ー が 望ま れ た こと 以外 は 
何 ひ と つ 起 こり 得 ませ ん 。 な に も の も アッ ラー の 御 意志 か ら 逃 ん る こと は で き 
ず 、 こ の 宇宙 の 中 で 何 ひ と つと し て アッ ラー の 定 命 か ら 逃 て ん ち れる も の は あり 
ませ ん 。 ま た 、 ア ッ ラ ー の 定め られ た 法則 に よら ず に 何 ひ と つと し て 動か すこ 
と は 出来 ませ ん 。 ア ッ ラ ー こ そし も べ の 従順 な 行為 と 不義 の 行為 を 創 られ た 御 
方 で あり 、 誰 一 人 と し て アッ ラー に よっ て 定め られ た 事柄 を 避け る こと は 出来 
ず 、 ま た 誰 一 人 と し て 天 啓 の 書 に 書か れ た 事柄 か ら 逃 れん る こと は 出来 ませ ん 。 
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アッ ラー は 望ま れ た 者 に 慈悲 に よっ て 導き を 授け 、 ま た 望ま れ た 者 に 英知 に よ 
っ て 迷い を 授け ます 。 

私 た ち は 自 ら の 意志 で 日 々 あら ゆる こと を 選択 し 行動 し て いる と 自覚 し て い 
ます 。 それ ら に 関し て 何 も の か ら も 強制 され て いる と 感じ る こ と は あり ませ ん 。 
また 、 私 た ち は 自 ら の 意志 で 行なっ て いる こと と 、 居 え や 心臓 の 動き の よう に 
自ら の 意志 と は 関係 な く 動い て いる こと を 区 別して いま す 。 し か し 私 た ちの 意 
志 も 能力 も 、 実 は アッ ラー の 御 意 志 と 権限 の 許 に ある に 過ぎ ませ ん 。 なぜなら 
この 宇宙 は アッ ラー の 所 有 で あり 、 何 ひと つと し て アッ ラー の 知識 と 意志 の 外 
に ある も の は な いか ら で す 。 

『 だ が アッ ラー が 御 望み に な ら な けれ ば 、 あ な た が た は 欲し な いで あろ う 。…・』 
人 間 章 (第 76 章 ) 30 箇 


し か し 、 一 方 で アッ ラー は か れ の し ゃ も べ に 命令 事項 と 禁止 事項 を 教え 、 目 分 
の 行為 を 自分 で 選択 する よう に され まし た 。 ア ッ ラ ー は クル アー ン で こう 語っ 
て お られ ます 。 

『・‥・ だ か ら 誰 で も 望む 者 は 、 主 の 御 許 に 戻る が いい 。』 消息 章 (第 78 章 ) 39 
節 


つま り 、 主 の 御 許 に 戻る こと を 望む か 望ま な いか は 人 間 に 任 さ れ て いる の で 
す 。 ま た 、 人 間 の 能力 に 関し て は 次 の よう に 語ら れ て いま す 。 

『 ア ッ ラー は 誰 に も 、 そ の 能力 以上 の も の を 負わ せら れ な い 。 (人 びと は ) 自分 
の 稼い だ も の で (自分 を ) 益 し 、 そ の 稼い だ も の で (自分 を ) 損なう 。』 典生 章 
(第 2 章 ) 286 節 


そし て 、 審 判 の 日 に は 私 た ち は 皆 、 自 分 の 行為 に つい て 責任 を 問わ れ ま す 、 
『 も し アッ ラー が 御 好 みな ら ば 、 か れ は あな た が た を 一 つの ウン マ に な され た 
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で あろ う 。 だ が か れ は 、 御 望み の 者 を 迷う に 任せ 、 また 御 望 み の 者 を 導 か れる 。 
あな た が た は 、 行っ た こと に 就 いて 、 必 ず 問わ れる で あろ う 。』 密 妖 章 (第 16 
章 ) 93 節 


で すか ら 、 私 た ち は 努力 を 止め あたり アッ ラー に 対す る 不服 従 や 悪行 を 「 自 分 
は この よう に 定め られ て いた の だ 」 と 言っ て カ ダ ル の せい に する こと は 出来 ま 
せん 。 預言 者 ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) は 言っ て いま す 。 

「 あ な た 方 の うち 楽園 の 住人 で ある か 火 獄 の 住人 で ある か 、 そ の 住処 と な る 場 
所 が 書き 留め られ て いな い 者 は な い 。」 そこ で 民 の 中 の 一 人 の 男 が こう 尋ね まし 
た 。「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 それなら 私 た ち は カ ダル に 身 を 任せ れ ば いい の で は な 
いで すか 。」 彼 は 答え まじ た 。「 そ ん な こと は あり ませ ん 。 誰 で も 定め られ た よー 
うに する こと が 易しい よう に 創 ら れ て いる の で すか ら 。」( プ ハー リー の 伝え る 


ハデ ィ ー ス ) 


この よう に 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) は カ ダ ル を 理由 に 
努力 を 止め る こと を 禁じ て いま す 。 ま た 、 カ ダル は 私 た ち 人 間 に は 隠さ れ た も 
の で あり 、 そ れ ら は 実際 に 起こ っ て か ら で し か 私 た ち は 知る こと が 出来 ませ ん 。 
一 方 私 た ちの 意志 は それ ら が 起こ る 前 に あり ます 。 つ まり 私 た ち 人 間 に と っ て 
は 、 カ ダル の 知識 に 基づい て 行動 を 意図 する こと は 不可 能 な の で す 。 誰 で も 自 
分 の 知ら な いこ と を 理由 に する こと は で きま せん か ら 、 カ ダル を 理由 に 不義 を 
行なう こと は まっ た く 受 け 入 れ ら れ な いこ と な の で す 。 

で すか ら 私 た ち 人 間 は 、 ア ッ ラ ー の カ ダ ル を 信じ る と 同時 に 、 正 し く 生 きる 
た め の 努 力 を 怠っ て は な ら な い の で す 。 
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第 2 部 イ バ ー ダ (信仰 行為 ) 
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の の の G の らら の の の お の の も の ひる の の あらさ の らい る の の の の らら の の もら る も の る る る や も や る る もるひ や や る ひる る の ら ひ や る ひる の る もら る の もら の る も や も も らら ひら も の の の ら の る やる の の も る ひも ふ の る る みのる の や ぶら ひらふ や の の の ら ひ の の ひらの ④ の ひひ らら の ひらの の ら の の の の の の ひら る の の の の ④ ひ 06 の の の の の の の の ひひ ら の の ひる の ② の の の の ひひ の ら の の 9 の の 
の の か の の の の の の る の の ゆ の の の の の つゆ の らぶ ふらの の の や の の の の の の の の ひも の ゆら の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の の ら の ひ の ぱ ぴの の の の の の の の の の の の の の の ④ の の の の る の の の らら の の の の の の の ひひ の の の る ④② の の の の の の の の の る ぐ の ぶら の の の ゐ の の ひら の の の の の の の の ら の らら ひみ の の ひ の の の の の ひひ の の の ので の の の ら ひ の る の の る の の 


シャ ハー ダ (証言 ) と は イス ラー ム の 核 で あり 、 次 の 2 つの カリ マ に よる 信 
仰 の 証言 で す 。 
アジ シュ バド ウッ ウ チン ラー) イラ アー バー イッ ラッ フー 

ワ アシ ュ ハ ドゥ ッ アン ナ ム ハ ン マ ダ ン ラス ー ル ッ ラ テー 

(私 は アッ ラー の ほか に イラ ー (崇拝 の 対象 ) は な いこ と を 証言 し ます 。 また 、 
私 は ムハンマド が アッ ラー の 使徒 で ある こと を 証言 し ます 。) 


ムスリム は この カリ マ の 意味 する こと に 確信 を も つこ と が 大 切 で す 。 し か し 、 
これ を た だ むやみ に 信じ 込 も うと し た り 、 理 性 だ け で 理解 し よう と する の は 正 
し く あ り ま せん 。 盲信 と 理性 だ け に よる 理解 は 両極 端 に あり ます が 、 ム スリ ム 
は その 中 道 を 行き 、 正 し い 知識 に 基づい た 信仰 を 持つ こと が 求め られ ます 。 で 
すか ら 、 ク ルアー ン と ハデ ィ ー ス (預言 者 ムハンマド の 言行 の 伝承 ) を 学び 、 
正しい 方 法 で サラ ー ト や サウ ム な どの イ バ ー ダ (信仰 行為 ) を 実践 する こと に 
よっ て 、 こ の カリ マ の 真意 を 深く 理解 し て いく こと が と て も 大 切な の で す 。 
アッ ラー は 信仰 の 強制 を 禁じ し てい ます 。 で すか ら シ ャ ハー ダ は いか な る 圧力 
か ら も 自由 な 状態 で 、 自 ら の 意志 で 行なわ れ な けれ ば な り ま せん 。 

『 宗 教 に は 強制 が あっ て は な ら な い 。 正 に 正しい 道 は 迷 訓 か ら 明 ら か に (分 別 ) 
され て いる 。 そ れ で 邪神 を 退け て アッ ラー を 信仰 する 者 は 、 決 し て 壊れ る こと 
の な い 、 堅 固 な 取っ 手 を 握っ た 者 で ある 。・・・』 雌牛 章 (第 2 章 ) 256 節 
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そし て 、 次 の アー ヤ に ある よう に 、 シ ャ ハー ダ は 人 生 の 終わ る 時 まで それ を 
堅持 し つづ ける こと で 、 火 獄 の 懲罰 か ら の 教 い と な り ま す 。 

『 あ な た が た 信仰 する 者 よ 、 十 分 な 明和 散 の 念 で アッ ラー を 胃 れ な さい 。 あ な た 
が た は ムスリム に な ら ず に 死ん で は な ら な い 。 あ な た が た は アッ ラー の 絆 に 皆 
で し っ か り と すがり 、 分 裂 し て は な ら な い 。 そ し て あな た が た に 対す る アッ ラ 
ー の 思 恵 を 心 に 銘じ な さい 。 初 め あ な た が た が (互い に ) 敵 で あっ た 時 か れ は 
あな た が た の 心 を (愛情 で ) 結び 付け 、 そ の 御 恵 み に よ りあ な た が た は 兄弟 と 
な っ た の で ある 。 あ な た が た が 火 獄 の 穴 の 辺り に いた の を 、 か れ が そこ か ら 救 
い 出さ れ た の で ある 。 こ の よう に アッ ラー は 、 あ な た が た の た め に 印 を 明示 さ 
れる 。 き っ と あな た が た は 正しく 導 か れる で あろ う 。』 イ ムラ ー ン 家 草 (第 3 
章 ) 102 一 103 節 


A 『 ラ ー イラ ー ハ イッ ラッ ラー』 の 真意 


『 ラ ー イラ ー ハ イッ ラッ ラー』、 こ の カリ マ は イス ラー ム の 核 で す 。 こ の 
カリ マ を より 深く 理解 する た め に 、 こ れ を 単語 ご と に 見 て いき ます 。 

まず 、 初め の 「 ラ ー」 は 否定 で あり 、 それ に 続く 言葉 を 否定 し ます 。 次 の 「 イ 
ラー ハ 」 は 前 の 「 ラ ー」 に よっ て 否定 され て いる 言葉 で 、 こ れ は 「 祭 拝 さ れる 
も の 」 と 言う 意味 が あり 、 次 の よう な 意味 を 含ん で いま す 。 
1 、 心 か ら 愛 され る も の 
2 、 怖 れ ら れる も の 
3 、 助 け を 請 い 求め られ る も の ・: 
4 、 そ の 谷 令 と 禁止 に 服従 され る も の 


つま り 「 イ ラー ハ 」 と は 愛 と 怖 れ と 望み を 持っ て 崇拝 ・ 服 従 さ れる 対象 で あ 
り 、「 ラ ー イラ ー ハ 」 と は 、「 イ ラー は な い 」 つ まり この 地上 に ある あら ゆる 
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崇拝 を 完全 に 否定 し て いる の で す 。 

そし て 溢 の 「 イ ッ ラ ー」 と いう 言葉 で す が 、 こ れ は 「… 以 外 に 」 と いう 意味 
で あり 、 次 に 来る 「 ッ ラー (アッ ラー)」 を 除外 し ます 。 つ まり ここ で は 「 ア ッ 
フー 以外 に 」 と いう 意味 で あり 、 こ の 地上 で 崇拝 ・ 服 従 さ れる べき 対象 は 「 ア 
ッ ラ ー だ け 」 で ある こと を 強調 し て いま す 。 | 

で すか ら 「 ラ ー イラ ー ハ イッ ラッ ラー」 と は 、 ま ず あ ら ゆ る 「 イ ラー」 
を 完全 否定 し 、 そ し て 至高 偉大 な る アッ ラー だ けが 真実 の 「 イ ラー」 で ある と 
いう こと を 述べ た カリ マ な の で す 。 そ し て アッ ラー 以外 に 対す る 崇拝 や 心 の 傾 
倒 は 、 そ れ が どん な 形 で あれ シル ク ( 多 神 財 拝 ) と みな され ます 。 

多く の 人 々 が 意識 的 か 無意識 的 か を 問わ ず 、 こ の シル ク -( 多 神 崇拝 ) に 陥っ 
て いま す 。 例 えば エゴ イズ ム と いう 自分 自身 に 対す る 代 拝 は 、 自 分 の 定め た 規 
則 以 外 に 従う こと を 拒否 し ます 。 こ の よう な 人 は 「 自 我 」 を 「 イ ラー」 と し た 
人 と 言え ます 。 至 高 偉大 な る アッ ラー は 語っ て お られ ます 。 

『 あ な た は 自分 の 思惑 を 神 と し て (思い 込む ) 者 を 見 た の か 。 あ な た は か れ ら 
の 守護 者 に な る つも りな の か 。』 識別 章 (第 25 章 ) 43 節 


一 方 、 ほ か の 人 間 の 自我 も 「 イ ラー」 に な り 得 ます 。 例 えば フィ ルアウ ン は 
自分 目 身 と を 「 イ ラー」 で ある と し た 権力 者 で し た 。 彼 は 全て の 人 々 が 自分 に 服 
従 す る こと を 望み 、 人 々 に その 倫 望 を 強制 し まし た 。 ク ルアー ン に こう あり ま 
すま 
『 フ ィ ル アウ ン は 言っ た 。「 長 考 た ちよ 。 わた し 以外 に 、 あな た が た に 神 が あ る 
等 が な い 。 そ し て ハー マー ン よ 、 泥 (を 焼い た 好 瓦 ) で わた し の た め に 高 怖 を 
築け 。 そ し て ムー サー の 神 の 許 に 登っ て 行こ う 。 わ た し に は 、 ど う も か れ は 虚 
言 の 徒 で ある と 思わ れる 。」』 物語 章 (第 28 章 ) 38 節 


フィ ルアウ ン の よう な 権力 者 は いつ の 時 代 に も どこ に で も いる も の で す 。 そ 
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し て その よう な 権力 者 や 指導 者 を 、 ア ッ ラ ー 以 外 の イラ ー と し て 服従 し て いる 
人 々 も た くさ ん いま す 。 人間 が 他 の 人 間 の し も べ と な る こと は いつ の 時 代 に も 
見 られ る 問題 で す 。 で すか ら 預 言 者 た ち は み な 、 唯 一 神 ア ッ ラ ー だ け に 従う こ 
と を 説き 、 特 定 の 人 間 や 集団 を 「 イ ラー」 と する あら ゆる 形 の シル ク を 排除 す 
る こと に 力 を 注い だ の で す 。 

また 、 人 間 の 自我 や 欲望 の ほか に 、 そ れ 自 体 は 益 も 害 も 及ぼ すこ と の で き な 
い 物 質 も 人 々 に よっ て 「 イ ラー」 と され て いま す 。 彼 ら は ある 特定 の 物質 に は 
特別 な カ が 宿っ て いた り 奇 跡 を 起こ し た り で きる と 信じ て お り 、 特 定 の 日 時 に 
厳か な 儀式 を 行なっ た り し て いま す 。 彼 らち は それ で 偽り の イラ ー か ら 加 護 と 救 
い が 与 えら れる と 考え て いる の で す 。 ア ッ ラ ー は こう 語っ て お られ ます 。 

『 か れ ら は 、 ア ッ ラ ー の 外 に 政 神 を 選び 何と か 助け られ よう と する 。 それ ら ( 那 
神 た ち ) は 、 か れ ら を 助け る カカ は な く 、 む し ろか れ ら の 方 が 邪神 を 守る た め 軍 
備 を 整え て いる 始末 。』 ヤ ー・ ス イィ ー ン 章 (第 36 章 ) 74 一 75 飾 


「 ア ッ ラ ー の 他 に イラ ー は な い 」 と 証言 し た ムスリム は 、 こ れ ら 偽り の イラ 
ー か ら 完 全 に 自由 で あり 、 至 高 至 大 な る アッ ラー だ け に 帰依 服従 する の で す 。 


B 『 ム ハン マ ド ラス ー ル ッ ラ ー』 の 真意 


ムスリム が 証言 する 二 つ 目 の カリ マ は 『 ム ハン マ ド ラス ー ル ッ ラ ー』 で す 。 
これ は ムハンマド ( 彼 に 祝福 と 平安 あれ ) が アッ ラー の 使徒 で ある 事 を 信じ る 
と いう 証言 で ある と 同時 に 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) の 神 
性 を 否定 し て いま す 。 

アッ ラー の 存在 を 証 詩 す る こと は 、 当 時 の クラ イシ ュ 族 の 人 々 に と っ て も 特 
に めずらし いこ と で は あり ませ ん で し た 。 彼 ら は 先祖 の 教え ん で ある アー ダム と 
イプ ブラー ヒー ム の 教え か ら ア ッ ラ ー の 存在 を 知っ て お り 、 日 々 の 生活 の 中 で も 
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アッ ラー と いう 言葉 は 使わ れ て いま し た 。 一 方 、 私 た ちの 周り に も ゃ 創造 主 の 存 
在 を 認め る 人 は 多く いま す 。 し か し 彼ら は 預言 者 の 存在 を 信じ ませ ん 。 こ の よ 
うに 、 唯 一 神 の 存在 を 認め る こと より も その 使徒 た ちの 存在 を 認め る こと の 方 
が 、 い つの 時 代 で も 多く の 人 々 に と っ て 難し い 問題 と な っ て いる の で す .。 

た と え ア ッ ラ ー の 存在 を 認め た と し て も 、 ア ッ ラ ー に よっ て 遣わ され た 使徒 
た ちの 存在 も 同時 に 認め る の で な けれ ば 、 ア ッ ラ ー を 正しく 信仰 し た こと に は 
な り ま せん 。 ア ッ ラ ー は 私 た ち を 導く た め に 預言 者 た ち を 遣わ ちさ れ た の で すか 
ら 、 預 言 者 た ちの 指導 な くし て は 、 創 造 主 に 正しく 敬 度 さ を 示 すこ と は 出来 ま 
せん 。 ま た 、 明 瞭 な 模範 が な けれ ば 、 迷 っ た 人 生 を 正す こと は で き な い で し ょ 
2 う 。 ア ッ ラ ー は アッ ラー の 唯一 性 を 証言 する すべ て の 人 の た め に 、 ム ハン マ ド 
( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) と いう 人 間 を その 模範 と し て 遣わ ちさ れ ま し た 。 そ 
し て 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 後 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) が サハ ー バ ( 教 友 た ち ) と 
共に 繁 いた 社会 は 、 完 成 さ れ た イス ラー ム 社 会 の モデ ルレ と な っ て いま す 。 ア ッ 
ラー は 語っ て お られ ます 。 | 

『 わ れ が 使徒 を 遣わ し た の は 、 唯 アッ ラー の 御 許し の 許 に 服従 、 帰 信 さ せる た 
めで ある 。・・・』 婦人 章 (第 4 章 ) 64 節 


『 本 当 に アッ ラー の 使徒 は 、 ア ッ ラ ー と 終末 の 日 を 熱望 する 者 、 ア ッ ラ ー を 多 
く 唱 念 す る 者 に と っ て 、 立 派 な 模範 で あっ た 。』 部 族 連合 章 (第 33 章 ) 21 節 


『 使 徒 に 従う 者 は 、 ま さ に アッ ラー に 従う 者 で ある 。・・・』 婦人 章 (第 4 章 ) 
80 節 

「 ム ハン マ ド は アッ ラー の 使徒 で ある 」 と 証言 し た ムスリム は 、 彼 に よっ て 
伝え られ た 啓示 の 真実 性 を 認め 、 全 て の 命令 に 服従 し 、 禁 し られ た こと を 避け 、 
使徒 の 行なっ た 方 法 に よっ て の み イ バー ダ (信仰 行為 ) を 行ない ます 。 

使徒 ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) に 対し て ムスリム は 、 彼 を 愛し 、 尊 敬 し 、 
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擁護 し 、 彼 を 愛す る 者 を 愛し 、 彼 の スン ナ (慣行 ) を 実践 し 、 彼 の た め に 多く 
の 祝福 を 祈り 、 そ し て 彼 の メッ セー ジ を 守り 、 伝 えて いく 義務 が あり ます 。 
これ ら の 使徒 に 対す る 義務 を 行なう こと に よっ て 、 ム スリ ム は 正しい 道 を 踏 
み 外 すこ と な く 、 ア ッ ラ ー の 使徒 が 示し た 方 法 で 正しく アッ ラー を 上 岩 拝 する こ 
と が で きる の で す 。 
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まえ が き 

イス ラー ム は 全 世 界 の 創造 者 で あり 唯一 の 神 、 ア ッ ラ ー の み を 上 崇拝 する 宗教 
で す 。 そ し て 私 た ちの 預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ) が 、 ア ッ 
ラー の み 使 いで ある と 信じ 、 彼 の 伝え た 教え に 従う こと で す 。 

イス ラー ム に は 様々 な こと に 関す る 教え ん が あり ます 。 も ちろ ん 一 番 大 切な の 
は 信仰 で す が 、 信 仰 は 心 の 中 や ロ 先 だ け で は な く 、 実 践 する こと が 大 切 で す 。 
預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) は 人 類 が 幸福 に な り 天 国 へ 入る 
た め の 具 体 的 な 方 法 を 示し て くれ まし た 。 で すか ら 、 イ スラ ー ム の 教え や きま 
り の 中 に 、 大 変 ど っ た り 難 し いよ うに 思え る こと が あっ た と し て や も 、 そ れ は 長 
い 目 で みれ ば すべ て 自分 の た め に な る こと ば か りな の で す 。 

アッ ラー は 非常 に 優し い 御 方 で す 。 人 間 の で き な い こと は 命じ られ ませ ん 。 
で すか ら 、 も し 精 一 杯 努力 を し て も で き な い よう な こと で あれ ば 、 す べ て アッ 
フー は 許し て くだ さい ます 。 イ スラ ー ム に は 「 無 理 」 と か 「 強 制 」 と いう こと 
は あり ませ ん 。 無理 で は な く 、 自 分 に で きる ペー ス で 、 少 し ずつ 勉強 し て いっ 
て くだ さい 。 

サラ ー ト と いう の は イス ラー ム の 礼拝 で す 。 サ ラー ト と は 、 私 た ち が 毎日 食 
べ る も の 、 着 る も の 、 健 康 な どす べ て 恵 ん で くだ さる 偉大 な 養護 者 アン ラー に 
対す る 感謝 を 表し 、 私 た ち ム スリ ム が アッ ラー へ の 帰依 と 服従 を 確認 する 行 な 
いで す 。 で すか ら サ ラー ト は すべ て の ムスリム の 義務 で す 。 そ こ で 毎日 食物 を 
食べ る よう に 、 毎日 サラ ー ト を する の で す 。 

イス ラー ム を 信仰 し て か ら ま ず 始 め な けれ ば な ら な い の は サラ ー ト で す 。 ム 
スリ ム は 、 男 も 女 も 、 若 い 人 も ゃ 年 寄り も 、 金 持ち も 貧乏 人 も 、 忙 し い 人 も ひま 
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な 人 や も みな 、 一 日 五 回 の サラ ー ト が 義務 と され て いま す 。 も ちろ ん 、 ム スリ ム 
に な り た て の 人 は すぐ に は 完璧 に で き な い で し ょ う 。 それ は 仕方 が あり ませ ん 。 
で も 、 少 し ずつ 努力 し て 、 全 て で きる よう に 頑張 っ て くだ さい 。 

サラ ー ト の 言葉 は アラ ビア 語 で す 。 サ ラー ト に 使う 言葉 だ け は どう し て も 光 
えて も ら わ な けれ ば な り ま せん 。 最 初 は と っ つき に くい で し ょ う が 、 こ れ で サ 
ラー ト を 覚え る こと に よっ て 、 ム スリ ム は 世界 中 どこ に 行っ て も 同じ 言葉 、 同 
じ ス タイ ル で 他 の 国 の ムスリム 兄弟 た ちと 一 緒 に サラ ー ト が で きる の で す 。 
アッ ラー が みな さん を 助け て くだ さい ます よう に 。 
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まず 自宅 で 


A 各 サ ラー ト の 呼び 名 と 時 刻 

一 日 五 回 の サラ ー ト の 名 前 は 、 次 の 通り で す 。 

1 、 サ ラー トゥ ・ ル ・ フ ァ ジ ュ ル ( 暁 ) . 信 織 : 地平 線 に ぽっと 嘱 光 が さして か 
ら 、 太 陽 が 頭 を 出す 前 まで の 間 に 行 な いま す 。 
2、 サ ラー トゥ ッッ ・ ズ フル (正午 過ぎ ) J49 : 太陽 が 南 中 し 、 子 午 線 を 完全 に 
通過 し た 後 か ら 、 ア スル の 始ま り の 時 間 ま で の 間 に 行 な いま す 。 

3 、 サ ラー トゥ ・ ル ・ ア スル (午後 遅 め ) em : 垂直 に 立て た 棒 の 影 が 、 正 
午 時 の 影 の 長 さ プラ ス 棒 の 長 さ に の ぴた 時 刻 か ら 、 日 没 ま で の 間 に 行 な いま す 。 
4 、 サ ラー トゥ ・ ル ・ マ グリ プ (日 没 直 後 ) m 貞 49 : 日 没 か らち 、 イ シャ ー の 始 
まる 時 間 ま で の 間 に 行ない ます 。 

5 サラ ー ト ゥ ・ ル ・ イ シャ ー ( 夜 ) し 2】 : 夜間 が 完 全 に 空 を 衝 っ て か ら 、 
翌朝 の ファ ジュ ル の 始ま る 時 間 ま で の 間 に 行 な いま す 。 


ファ ルド 前 の ファ ルド | ファ ルド 後 の | ウィ トル 
スン ナ 


キー 
防 CWnd 
azz | o | > 















表 の 数 字 は サラ ー ト の 単位 の 回 数 で す 。 フ ァ ル ド の サラ ー ト は 、 ム スリ ム が 
や ら な けれ ば な ら な い 最 低 限 の 義務 の サラ ー ト の こと で す 。 ウ ィ ト ル の サラ ー 
ト は 、 フ ァ ル ド の つぎ に 重要 で す 。 ス ン ナ の サラ ー ト と は 、 預 言 者 ムハンマド 
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( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) が いつ も 行なわ れ た サラ ー ト の こと で す 。 (カッ コ ) 
の な か の スン ナ は 、 預 言 者 が や っ た りや ら な か っ た り し た も の で 、 ほ か の スン 
- ナ より も 重要 度 が 低い も の で す 。「-」 線 は 日 の 出 日 の 入り に か か る お それ が あ 
る の で 、 サ ラー ト を や る べき で な い 時 間 で す 。 


B サラ ー ト 全体 の 流れ 


スタ ー ト 
キ サ 

ル サ 
+ ク 起 2 | 立 
ム 「 m っ | 王 サ ち 
っ | る | |#*|1PF|115|| タ | | ぁ 
立 れ 
の 5 SN に (N る 

起 

キ 
ヤ 4 き 座 座 
| 6 上 ろ る ろ 
ム る 





(2 ラ カ ー ト の サラ ー ト ) 右 と を に サラ ー ム 
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軍 0 十 穫 hG 


座る 


(3 ラ カ ー ト の サラ ー ト ) 


右 と 左 に サラ ー ム 








| weee 
ミ ペ ー 
| mm 


右 と 左 に サラ ー ム 


(4 ラ カ ー ト の サラ ー ト ) 
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C タ ハ ー ラ 

・ イ ステ ンジ ャ ー 

サラ ー ト は 日 常 で 体 を 清潔 に する こと か ら 始 まり ます 。 壮 尿 や 血 、 臓 は 自分 
自身 の も の も 、 ま た 他人 や 動物 の も の も 不浄 で や り 、 そ れ ら が 衣服 や 身体 に 付 
いた まま で サラ ー ト を する こと は で きま せん 。 ま た イス ラー ム で は 、 洪 類 も 不 
浄 な も の と し て みな され て お り 、 こ れ ら が 身体 や 衣服 に つい た まま で は サラ ー 
ト は で きま せん 。 生 活 の 中 で 気 を つけ な けれ ば な ら な い の は トイ レ の 中 で す 。 
トイ レ の 中 で の 清め の 作法 を イス テン ジャ ー と いい ます が 、 こ れ は 重要 な こと 
で す 。 

放尿 や 排便 の 後 、 水 の 容器 な いし は 水道 の ホー ス な ど を 右手 で 持ち 、 局 部 に 
水 を か け な が ら 左 手 を 使っ て よく 洗い ます 。 そ の 後 、 水 分 を と る た め に 再び ト 
イレ ッ ト ペ ー パ ペー で 拭い て も か まい ませ ん 。 服 を 直す 前 に も う 一 度 確認 し 、 選 
が 後 か ら 出 て き て 下着 や 身体 を 汚す こと の な いよ うに 気 を つけ ます 。 も し 汚し 
て し まっ た 場合 、 洗 い 清め な けれ ば な り ま せん 。 水 で 洗っ て か ら 絞り 、 そ れ を 
3 回 繰り 返せ ば 充分 で す 。 こ うし て トイ レ を すま せ た 後 、 手 を よく 洗い ます 。 


・ ウ ドゥー 

ウド ゥ ー と は 、“ 清 め ”" の こと で す 。 サ ラー ト を する 前 に は 、 自 分 の 身体 を 清 
め な く て は な り ま せん 。 預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ) は 「 清 
深 さ は 信仰 の 半分 で ある 」 と お っ し ゃ っ て いま す 。 し か し 、 イ スラ ー ム に は 単 
に 汚い と か 汚れ た と か いう こと の 他 に 宗教 的 な 意味 の 汚れ ん が あり ます 。 これ ら 
目 に は 見 えな い 身 体 の 汚れ に は 二 種 類 あ ちり 、 サ ラー ト の 前 に 清め な く て は いけ 
ませ ん 。 

最初 は 「 大 き な 汚 れ 」 で す 。 次 の よう な こと が あっ た 場合 「 大 き な 汚 れ 」 の 
状態 に な り ま す 。 

ー 精 液 が も れ た 場合 
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ー 性 交 し た 場合 
ー 生 理 が あっ た 場合 
ー 女 性 が 子供 を 産ん だ 後 

[大き な 汚れ 」 が ある 状態 で は 、 サ ラー ト を する こと も 、 ク ルアー ン に 触れ 
る こと も 、 マ スジ ド (礼拝 堂 ) の 中 に 入る こと も で きま せん 。 こ の 場合 に は 、 
ウド ゥ ー だ け で は 清め は 不 十分 で す 。 グ スル (全身 洒 浴 ) を 行なわ な けれ ば な 
り ま せん 。(3 9 ペー ジ 「 グ スル の や り 方 」 参 昭 ) 


も う ひ と つ は 「 小 さ な 汚 れ 」 で す 。 小 さ な 汚 れ は 次 の 場合 に お きま す 。 
ー 小 便 を し た 場合 
ー 大 便 を し た 場合 
ー お な ら を し た 場合 
ー 吐 いた 場合 
ー 箇 が 流れ る ほど の 量 、 出 血 し た 場合 
ー 臓 が 出 た 場合 
ー 眠 っ た 場合 
ー 失 神 し た 場合 

これ ら の 場合 に は 、 サ ラー ト を し た り ク ルアー ン に 触れ る こと は で きま せん 。 
また 、 一 回 ウド ゥ ッ ー を し て も 、 上 記 の こと が あっ た 場合 、 ウ ドゥ ッ ー は 無効 に な 
っ て し まう の で 、 や り 直 さ な け れ ば な り ま せん 。 こ うい っ た こと が な けれ ば 、 
一 回 の ウド ゥ ッ ー で 引き 続き サラ ー ト で きま す 。( 注 : くし ゃ みや あく び 、 し ゃ っ 
くり や げっ ぷ で は ウド ッ ー は 無効 に な り ま せん ) 
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ウド ゥ ー の や り 方 

さて 、 ウ ドゥ ッ ー の や り 方 で す 。 ま ず 、 心 の 中 で アッ ラー に 対し て 「 ウ ドッ ー 
を 行ない ます 」 と 意志 を 表し ます 。 そ れ か ら 、 口 の 中 で そっ と 「 ビ スミ ッ ラ ー 
ヒ ラフ マー ニ ラ ヒ ー ム 0 の の 人 0) た と 、 言 いま す 。 (意味 : 癌 
悲 あま ね く 、 慈 悲 深き アッ ラー の 名 に お いて ) | 


1 、 そ し て きれ いな 水 で 右手 を 手首 | 2、 そ れ か ら 右 手 で 水 を すく い 、 ロ 
まで 3 回 洗い ます 。 同 じ よ うに し て 、| を 3 回 ゆす ぎ ま す 。 ミ スワ ー ク と よ 
左手 を 手首 まで 3 回 洗い ます 。 指輪 | ば れる 木 の 歯 プ ラシン で 、 歯 を よく み 
を し て いる 場合 、 指 輪 を 着け た まま | が きま す 。 ミ スワ ー ク が な けれ ば 、 
回 し て 、 指 輪 の 下 の 皮 膚 が 濡れ る よ | 右手 の 人 差し 指 で 歯 を こす り ま す 。 

うに すれ ば 充分 で す 。 
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3 、 そ れ か ら 右 手 で 水 を すく い 、 鼻 | 4、 そ れ か ら 両 手 で 水 を すく い 、 顔 

を 3 回 ゆす ぎ ま す 。 を 3 回 洗い ます 。 額 の 生え 際 か ら 斑 
の 先 ま で と 左右 の 了 の つけ 根 ま で の 
範囲 に きち ん と 水 が か か る よう に 洗 
いま す 。 捉 の ある 人 は 弟 の 中 まで 洗 
いま す 。 


5 、 そ れ か ら 右 手 を 肘 ま で 3 回 洗い | 6、 両 手 を 水 で 濡らし 、 そ の 濡れ た 
ます 。 右 手 に 水 を すく い 、 そ の まま | 手の平 で 前 か ら 後に 向かっ て 頭 を な 
腕 を 傾け て 、 肘 に 向かっ て 水 を 流す | で ます 。 

よう に する と 洗い や すい で す 。 同様 

に し て 、 こ ん ど は 左手 を 肘 まで 3 回 

洗い ます 。 
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7 、 そ し て その まま 人 差し 指 で 耳 の | 8、 つ ぎ に 、 右 足 を くる ぶし まで 3 
中 を 、 親 指 で 耳 の う し ろ を な で ます 。 | 回 洗い ます 。 香 側 まで きち ん と 洗い 
最後 に 、 左 右 の 手の甲 で 、 首 の うし | まし ょ う 。 こ の 時 、 水 を か ける の に 
ろ を な で ます 。 右手 の 助け を 借り 、 左 手 を 使っ て 洗 ・ 
いま す 。 同様 に し て 、 左足 を くる ぶ 


し まで 3 回 洗い ます 。 





これ で ウド ッ ゥ ー は 終わ り で す 。 


・ グ スル 

ウド ッ ー に つい て 説明 し た と き 、 グ スル の こと に 少し 触れ まし た 。 次 の よう 
な こと が あっ た 場合 、 宗 教 的 に 「 見 えな い 大 き な 汚 れ 」 と な り 、 そ の まま で は 
サラ ー ト を し た り 、 ク ルアー ン に 触れ た りす る こと は で きま せん 。 
ー 精 六 が も れる 
ー 性 交 す る 
ー 生 理 が ある 
ー 出 産 する 

そこ で 、 そ れ を 清め る た め に 入浴 を する 必要 が あり ます 。 そ の 入浴 を グ ス ル 
と いい ます 。 
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・ グ スル の や り 方 | 

_1 、 心 の 中 で 「 グ スル を し ます 」 と 意志 表示 を し ます 。 

2 、 両 手 を 洗い ます 。 

3、 陰 部 な ど 、 汚 れ た 部 分 を 洗い ます 。 

4、 ウ ドゥ ー を ひと と お り 行 な いま す 。 

5 、 水 を (ある い は お 湯 を ) 頭 か ら 三 回 か け ま す 。 

6 、 水 を 右 肩 に 三 回 か け ま す 。 

7 、 水 を 左肩 に 三 回 か け ま す 。 

8 、 口 と 鼻 の 穴 を すす ぎ ま す 。 

9 、 髪 の 毛 の つけ 根 か ら 足 の 指 の 間 ま で 、 全 身 を まん べ ん な く 洗 いま す 。 


イス ラー ム で は 、 川 な どの 大 量 の 水 の 場合 を 除き 、 一 度 汚れ た 身体 に 触れ た 
水 は 汚水 と し て みな し ます 。 で すか ら 、 人 が 一 度 入っ た お 風呂 の 水 で ウド ッ ー 
を し た り 、 グ スル を する こと は で きま せん 。 そ こ で 、 グ スル の と き は シャ ワー 
か 、 人 が まだ つか っ て いな い 風 呂 お け の 水 を すく っ て か ける の が 適当 で す 。 お 
風呂 に つか る 習慣 の ある 人 は お 風呂 の 後 、 シ ャ ワー を 使っ て も う 一 度 さっ と 全 
身 を 洗い 、 グ スル を すれ ば 良い で し ょ う 。 

グ ス ル は ウド ッ ゥ ー を も 兼ね ます か ら 、 グ スル を 行なっ た 直後 は ウド ゥ ー を や 
り 直 す 必 要 は あり ませ ん 。 ち な み に グ スル で は 、 口 と 鼻 の 中 を 洗う の は 要件 の 
ひと つ で すか ら 、 必 ず 行 な う よ う に し て くだ さい 。 


D アザ ー ン 

ムスリム の 国 へ 行く と 、 遠 く か ら 歌 の よう な 音 が 響い て きま す 。 これが“ ア 
ザー ン "” で す 。 ア ザー ン は サラ ー ト の 時 刻 を 皆 に 報せ て 、 サ ラー ト に 来る よう 
に 呼び か ける た め の も の で す 。 し か し 、 家 で 自分 ひと り し か いな い 場 合 で も 行 
な っ た 方 が よい で す 。 た だ し 、 女 性 は アザ ー ン を し ませ ん 。 
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まず 、 少 し 高い 場所 に マッ カ の 方 向 を 向い て 立ち ます 。 そ れ か ら 、 両 手 の 人 
差し 指 を 耳 の 穴 へ 入れ ます 。 そ し て 、 ボ リュ ー ム を あげ て お ご そ か に 、 こ う 叶 
えま す 。 音 の 高低 や の ば し 方 に は 国 や 人 に よっ て 独特 の スタ イル が あり 、 決 ま 
っ て いま せん 。 | 


て っ 所 
アッ ラー フ ア ク バル アッ ラー フ ア ク バル 51 171 

2 うみ ん 
アッ ラー フ ア ク バル アッ ラー フ ア ク バル ST AI 7 


(意味 : アッ ラー は 偉大 な り 、 ア ッ ラ ー は 偉大 な り ) 


アシ ュ ハ ドッ アン ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー AS140 YO Ai 
アシ ュ ハ ドッ アン ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー Ai40Y oi 


(意味 : 私 は アッ ラー の 他 に 崇拝 に 値する も の が な いこ と を 証言 する ) 


アシ ュ ハ ドゥ アン ナ ム ハ ン マ ダ ン ラ スー ルッ ラー Ad め ) MAz2 0 AP) 


ぃ と レノ の ン る 
アシ ュ ハ ドゥ アン ナ ム ハ ン マ ダ ン ラ スー ルッ ラー 0 りう) JAz2 OI AA! 


(意味 : 私 は ムハンマド が アッ ラー の 使い で ある こと を 証言 する ) 


2 イヤ ーー ゲタ ラッツ ンー Ca 
と ンタ ン ン の Ca あみ 


(意味 : サラ ー ト に 来 な さい ) この 時 、 右 を 向く 


ハイ ヤー アラ ルフ ァ ラ ー ハ こう 措 ペン 
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ハイ ヤー アラ ルフ ァ ラ ー ハ | CA (> 


(意味 : 成功 に 来 な さい ) この 時 、 左 を 向く 








アッ ラー フ ア ク バル アッ ラー ファ アク バル 知 
(意味 : アッ ラー は 偉大 な り 、 ア ッ ラ ー は 偉大 な り ) 

ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー AI Y! 4! 
(意味 : アッ ラー の ほか に 江 拝 に 値する も の は な い ) 


ファ ジュ ル ( 暁 の 礼拝 ) に 限り 、「 ハ イヤ ー アラ ルフ ァ ラ ー ハ へ ハ 」 の 
後に 次 の 言葉 を 唱え ます 。 







アッ サラ ー ト ゥ ハイ ルン ミナ ン ナウ ム 9 ンチ SC 









アッ サラ ー ト ゥ ハイ ルン ミナ ン ナウ ム 9 が 






( 注 : サラ ー ト は 眠 り よ り 良 い ) 


色 イカ ー マ 

"イカ ー マ ” と は 、 マ スジ ド の 中 の 人 々 全員 に 「 こ れ か ら サ ラー ト が 始ま り 
ます 」 と いう こと を 知ら せる た め の ア ナウ ンス で 、 サ ラー ト の 直前 に 唱え ます 。 
イカ ー マ が 始ま る と ムスリム た ち は サ ラー ト の た め に 立ち 上 が っ て 整列 し ます 。 
(整列 の 仕方 。6 0 ペー ジ 「 イ マー ム と その うし ろ 」) 
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自宅 な ど で 自 分 ひと り し か いな い 場 合 で も 、 イ カー マ は し た 方 が よい で す 。 
唱え る 言葉 は アザ ー ン と ほぼ 同じ で す が 、「 ハ イヤ ー アラ ルフ ァ ラ ー ハ 」 の 後 
に 「 カ ドゥ カー マテ ィ ッ サラ ー、 カ ドゥ カー マテ ィ ッ サラ ー (意味 : サラ ー ト 
は 、 今 まさ に 始ま り ま す ) Ca CA 2 し 2 40 3) 」 と いう 言葉 が 入り 
ます 。 ア ザー ン よ り は 小さ い 声 で 、 で も は っ きり と 周り に 聞こ える 声 で 、 早 品 
で 伸ばさ ず に 唱え ます 。 | 


アッ ラー フ ア ク バル アッ ラー フ ア ク バル X 2 
アシ ュ ハ ドゥ アン ラー イラ ー ハ イッ フッ フー X メ 2 
アシ ュ ハ ドゥ アン ナ ム ハ ン マ ダ ン ラス ー ル ッ ラ ー X2. 
クジ パイ ヤー プラ ッ サ フー ※2 
ハイ ヤー アラ ルク ファラー ハ X2 

カド ゥ カー マテ ィ ッ サラ ー X2 
アッ ラー フ ア ク バル アッ ラー フ ア ク バル 


mm 


ジー イア ポパー ザッ ジッ クー 


( 注 : ファ ジュ ル の サラ ー ト で も 、 イ カー マ の 時 は 「 ア ッ サ ラー トゥ ハイ ル 
ン ミナ ン ナウ ム 」 は 唱え ませ ん ) 
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F サラ ー ト の や り 方 ] 
ウド ゥ ー を 済ま せ た 後 、 清 浄 な 服 を 着 て マッ カ の 方 角 を 向き 、 清 浄 な 場所 に 
静か に 立ち ます 。 男 性 は 最低 限 へ そ か ら ひ ざま で 、 女性 は 顔 と 手間 から 先 を 除 
いた 全身 を 衣服 で 科 い ます 。 マッ カ は 日 本 か ら は 大 体 西北 西 の 方 角 に な り ま す 。 
そし て 心 の 中 で 「 ア ッ ラ ー を た た えて 、 な に な に の サラ ー ト を な ん ラ カ ー ト さ 
さげ ます 」 と ニー ヤ (意図 ) し ます 。(3 1 ペー ジ 「 サ ラー ト の 呼び 名 」 参 照 
この ニー ヤ は 何 語 で も か まい ませ ん 。 こ の と き 両 足 は 間 を 少し 開け 、 顔 を ま 
つっ すぐ マッ カ の 方 角 に 向け 、 背 筋 を 伸ばし て 雑念 を は らい 、 集 中 し ます 。 サ ラ 
ー ト の 途中 で や め た り 、 も の を 食べ た り 、 話 し た りす れ ば 、 そ の サラ ー ト は 無 
- 効 に な り ま す 。 

そし て 、 両 手の平 を 正面 に 向け て 耳 の 高 さ まで あげ 、 目 は 正面 を 見 、 声 を は 
っ きり と 出し て 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル (意味 : アッ ラー は 偉大 な り ) 

っ 癌 人 60」 と 言い ます 。 そし て た だ ち に 両手 を 自分 の へ その 上 あたり で 組み 
ます 。 手 の 組み 方 は 、 左 手 の 指 を そろ えて の ば し 、 右 手 を その 上 に 乗せ ます 。 
この 姿勢 を キヤ ー ム と 言い ます 。 こ の と き 、 視線 は 自分 が サジ ダ し た 時 に 頭 が 


つく あたり に と め 、 き ょ ろ き ょ ろ あ ちこ ち を 見 な いよ うに し ます 。 





心 の 中 も 、 ア ッ ラ ー の 事 だ け を 
念じ る よう に 努力 し ます 。 

それ か ら 、 口 の な か で つぶ や く 
よう に 小さ い 声 で こう 喝 え ます 。 
( 注 : まだ 言葉 を お ぼ ば えて いな い 
人 は 、 サ ラー ト の 始め か ら 終 わり 
まで 「 ス プ ハ ー ナ ッ ク テー (意味 : 
アッ ラー は 完璧 だ ) 4⑳ Ca+」 と 
繰り 返し ます ) 





スプ ハー ナタ カッ テー フン マーク ど ハ スム ス デ ィ ア ジア タバ パーテ ア タ ス ズ スス ア 
ワタ アー テー ジィ ァ ッ が ゥ クラ ター プター ハハ ダブル 9 


9 2 92 3992 AI お) 9 1 CD 


、 (意味 : アッ ラー よ ! あな た は 神聖 で あり 、 私 た ち は あ な た を た た えま す 。 あ 
な た の 名 は 祝福 され て いま す 。 あ な た の 偉大 さ は 最高 で ちり 、 あ な た を さ し お 
いて 崇拝 に 値する も の は あり ませ ん ) 


それ か ら 口 の 中 で 、 こ うつ ぶ や きま す 。 
アウ ー ズ ダ ど ビッ テー と ミナ ッ シ ィ バイ グー ニー ラジ ー ス 
と oe て > AU ぅ 


(意味 : いま わし い 悪 魔 に 対し 、 ア ッ ラ ー の 守護 を ね が いま す ) 





3 - の 本 で は 口 の 中 で つぶ や く よ う に 唱え る 言葉 は 斜体 で 表し ます 。 
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そし て 、 今 度 は は っ きり と 声 を 出し て クル アー ン の 開 端 章 を 唱え ます が 、 第 
1 節目 だ け は 口 の な か で 読み ます 。 

( 注 : マフ ル と アス ル の サラ ー ト (3 1 ペー ジ 「 サ ラー ト の 呼び 名 」 参照) 
で は 、 ク ルアー ン は すべ て 口 の 中 だ け で 唱え ます ) 


ど ズ ミッ ラー と ッ ラ ジフ マ ー ニ ッ テ ラテ と 一 スム テカ テリ ai 
テル バム ドゥ リッ ラー ヒ ラッ ピル アー ラミ ー ン cw と ) 4 Aa 
アッ ラフ マー ニッ ラ ヒ ー ム e デ ガッ ュー テバ 
ペー リ 生 ヤヤ ウミ ッ デ ィ デ テン | wi eg の し 


イイ ヤー カナ アブ ドゥ ワイ イヤ ー カ ナス タイ ー ン な 9) 5 3 
イヒ ディ ナッ スィ ラー タル ム ス タ キ ー ム だ も JA 


スィ ラー タッ ラディ ー ナ アン アム タ アラ イヒ ム see て AS oh 5 し っ 


ガイ リル マグ ドゥ ー ビ アラ イヒ ム ee 2 
ワラ ッ ダ ーッ リー ン cJCali ゞ 5 
アー ミー ン co! 
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( 開 端 章 〔 ア ル ・ フ ァ ー テ ィ ハ 〕) の 意味 ) 

| 慈 半 あ まね く 慈愛 深き アッ ラー の 御名 に お いて 。 

. 万 有 の 主 、 ア ッ ラ ー に こそ 凡 て の 称 護 あ れ 、 

. 慈悲 あま ね く 慈愛 深き 御方 、 

. 最後 の 審 き の 日 の 主宰 者 に 。 

. 私 た ち は あ な た に の み 上 崇め 仕え ん 、 あ な た に の み 御 助け を 請 い 願う 。 

. 私 た ち を 正しい 道 に 導き た まえ 、 

あな た が 御 恵 み を 下さ れ た 人 々 の 道 に 、 あな た の 怒り を 受け し 者 、 ま た 踏み 
迷 え る 人 々 の 道 で は な く 


さ \ 


っ ⑨ の 忠 (CO も 2 ビ 


それ か ら ま た 口 の 中 で こう 唱え ます 。 


ン @ 


ど ス ミッ ラー と ラフ マー ニー と 一 スム の スン | | 


それ か ら 、 は っ きり と 声 を 出し て 、 自 分 に と っ て 易しい クル アー ン の 一 章 、 や 
し く は 数 節 を 唱え ます 。 

( 注 : フル と アス ル の サラ ー ト (「 サ ラー ト の 呼び 名 」 参 照 ) で は 、 ク ルアー 
ン は 口 の 中 だ け で 唱え ます ) 


クル アー ン を 唱え 終わ っ た ら 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル つ 半 人 Q)」 と 唱え な が 
ら た だ ち に 腰 を 曲げ て 、 前 方 に か か っ て 礼 を し ます 。 こ の と き 、 背 筋 は まっ す 
ぐに 伸ばし 、 頭 か ら 背 中 、 腰 まで が ちょ うど テー ブル の よう に 平ら に な る よう 
に し ます 。 足 も まっ すぐ 伸ばし 、 両 手 の 指 を 開い て 膝 を つか み ま す 。 視線 は 両 
足 の 親指 の 間 あ た り に 定め ます 。 こ の 姿勢 を ルク ー と 言い ます 。 

その 姿勢 の まま 口 の 中 で こう つぶ や きま す 。 
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スプ ハー ナ ラッ ど 了 アル アス アー ス x3 ai (の らい つ 


に 】 
どど 


(意味 : 尊厳 な る 主 に た た え あ れ ) 





それ か ら 、 身 体 を 起こ し な が ら 、 は っ きり と 声 を 出し て こう いい ます 。 


サミ アッ ラー フ リマ ン ハミ ダ Aa 0 | っ 
(意味 : アッ ラー は た た える 者 を 聞い て お られ る ) 
手 を 垂らし て 直立 し た まま 、 続 いて 声 を 出し て こう 言い ます 。 

"ラッ パナ ー ワラ カル ハム ドッ JA た | GU。 ら ) 


(意味 : 私 た ちの 主 よ ! あな た に こそ た た え あ れ ) 


それ か ら 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル O 敵 人 と 声 を 出し な が ら 、 サ ジ ダ す 
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る 姿勢 に 移っ て いき ます 。 サ ジ ダ は まず 膝 を つき 、 両 手 を 置い て か ら 、 鼻 、 額 
の 順序 で ゆっ くり と つけ ます 。 こ の 時 、 視 線 は 自分 の 鼻 に 、 両 手 の 指 は そろ え 
て まっ すぐ 伸ばし 、 手 の 平 は 耳 の すぐ わき に 置き ます 。 ひ じ は 地面 か ら 上 げ 、 
お な か の 下 に 仔 や ぎ ( の 赤ちゃん ) が 立っ て 歩け る くら い の す き 間 を あけ ます 。 
足 は つま 先 を 立て 、 か か と を あげ ます 。 この 姿勢 を サジ ダ と いい ます 。 そし て 、 
その 姿勢 の まま 口 の な か で こう 唱え ます 。 


スプ ハー ナ ラッ どん アア ラー X3 ーー ge の oe ら 


(意味 : 至高 の 主 に た た え あ れ ) 





それ か ら 、 声 を 出し て 「 ア ッ ラ テー フ . アク バル 」 と 唱え な が ら 、 体 を 起こ し 
て 座り ます 。 そ の と き 、 両 手 は 自然 に もち も の 上 に 舎 き 、 育 筋 は まっ すぐ に 伸 ば 
し 、 視 線 は 膝 の あたり に 定め ます 。 

ひと 呼吸 お いて 再び 声 を 出し て 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 唱え な が ら も う 一 
度 サ ジ ダ し 、 口 の 中 で 「 ス プ ハ ー ナ ラッ ど 了 アル アア ラー」 と 3 回 唱え ます 。 
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そし て 今度 は 、 声 を 出し て 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 唱え な が ら 立 ち 上 が 
り ま す 。 これ で 1 ラ カ ー ト 目 が 終わ り で す 。 | 


さて 、 キ ヤー ム の 姿勢 に も どり まし た 。 こ こ か ら は 2 ラ カ ー ト 目 で す 。 先 ほ 
どの よう に へ その 上 あたり で 両手 を 組ん で 、 背 を まっ すぐ 伸ばし 、 視 線 を 下げ 
ます 。 そ し て 今度 は 、 最初 の 言葉 は と ば し て 、『 開 端 章 』 の 読 語 か ら サ ジ ダ ま で 
を 1 ラ カ ー ト 目 と 同じ よ うに 繰り 返し ます 。 | 


キヤ ー ム 『 開 端 章 』 と クル アー ン の 別 の 章 を 読む 

- ル クー し な が ら アッ ラー フ アク バル 

ルク ー で ズ スプ ハー ブナ ラッ ど 了 と グズ アー ス x 3 回 
起き 上 が りな が ら 直 ミア ッ ラ フラー クン リマ ン ハミ 

起き 上 が っ て ラッ バナ ー ワラ カル ハム ドゥ 

サジ ダ し な が ら アッ ラー フ アク バル 

サジ ダ で ズブ ハー ナ 。 ラッ ど 了 を デグーx 3 回 
座り な が ら アッ ラー フ アク バル ーー 

ひと 呼吸 また サジ ダ に 移り な が ら アッ ラー フ アク バル 
サジ ダ で スプ ハー ナ ラッ ど 了 アン ル アア ヌーx 3 回 


さて 、2 ラ カ ー ト 目 の サ ジ ダ か ら 、 今度 は 「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 唱え 
な が ら 立 ち 上 が ら ず に 、 そ の まま 座り ます 。 


それ か ら 次 の よう な 言葉 を 口 の 中 で 唱え ます 。 


アッ と ー ア ー ム み クッ ラー と の こら 3| 
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ジッ ダテ クー ムッ クッ タプ イブ バ パーム グ み 

デ ッ ダ ター ス ^ テラ アカ アア ニハ ン ナ ど ー ニ ユ 

ジジ ラフ マト ゥ メッ クー と ク バ タラ ター ム ゥ ング 

デア デ ッ ダ ラーム デア ラプ ナー アデ ター 

プ バ パー デア ッ ク ター と ど と ッ ダ ー グ と どー ンジ 

アデ シュ ハ ゲッ クゥ デン ラー ンジ アク クジ ラー ク 
ジア シュ ハッ グン ナ スハ ンマ ダン 


アブ だ が ゥ ッ ン ジテ ズ ー ン ルン 


らい 355 つた 205 
WW に 
ダリル ルース 
ci ae に 
ルン 


2 ぁ ン e る 


Ai409 91 Ai 
1 ああ ン 1 24251 


4 ああ ン ン の 


ヶ や うう 9 と 


(意味 : あら ゆる あい さ つ と 、 祈 り と 、 良 いも の は 、 ア ッ ラ テー、 あ な た の た め 
に あり ます 。 預 言 者 よ 、 あ な た に 平安 と 、 ア ッ ラ ー の 慈悲 、 ア ッ ラ ー の 恵み が 
あり ます よう に 。 私 た ちと アッ ラー に 起 実 な すべ て の し も べた ち に 平安 あれ 。 
衝 は アッ ラー の 他 に 崇拝 に 値する も の が な い 事 を 証言 し ます 。 そ し て 私 は ム ハ 
ンマ ド が アッ ラー の し も べ で あり 、 使 徒 で ある 事 を 証言 し ます ) 


上 の 言葉 の 中 で 、「 ア シュ ハ が ゥ アン テー プア テー ン ソ と 唱え る 時 に 、 右手 
の 人 差し 指 を まっ すぐ 前 に つき 出し 、 ア ッ ラ ー が 唯一 で ある こと を 表し 、 次 の 
「 ア ン ラ ッ ラ テー フグ | と 唱え る 時 に は 、 そ の 指 を その まま 下げ ます 。 
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さて 、 こ れ で サラ ー ト の 単位 で ある 2 ラ カ ー ト が 終わ り ま し た 。 1 ラ カ ー ト 
は ルク ー 1 回 と サジ ダ 2 回 で す 。 サ ラー ト は 通常 、 最 低 2 ラ カ ー ト や っ て 終わ 
り ま す 。 

_ そこ で 、2 ラ カー ト で 終了 する 場合 は 、 こ の まま 下 へ 、3 ラ カー ト も し く は 
4 ラ カ ー ト 続け る 場合 は 、54 ペー ジ へ 進ん で 下さ い 。 


終え る まえ に 、 座 っ た まま 次 の 言葉 を 口 の な か で 唱え 、 預 言 者 の 祝福 を 祈り 
ます 。 


アッ ラー クン マ ダッ ク グ デラ ター スハ ンマ ディ ン こ ン dz セン < 
ク デ ラー アー グ スハ ンマ ディ ァ ン と JI あう 
ツマ ーー グッ ラブ グ ク グラー イブ ラー と デー マ ay と し と 
アテ ー ジーグ グラー と スム と び i 5 う 
アン ブナ ハミ ーッ ゥ ン マジ ー だ よー ンー で 


(意味 : アッ ラー よ 。 ム ハン マ ド と その 子孫 を 祝福 し て くだ さい 。 あ な た が イ 
プラ ー ヒ ー ム と その 子孫 を 祝福 し た よう に 。 真 に 、 あ な た は 賞賛 すべ き お 方 、 
最も 高貴 な お 方 で す ) 


アッ ラー フン マー パー タク テラー スハ ンマ ディ ァ ン AA22 95 
ジア テー テーク スハ ンマ ディ ァ ン よび あう 
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タマ ー パー タク タ アタ ー アプ ラー と ー マ Ai Me こう 5 C マ 


クア テー デー ク アプ ター と ーー スム ee JI う 
プン ナタ ハミ ーッ ゥ ン マジ ー ド だ Az で 届 


(意味 : ア ッ ラ ー よ 。 ム ハン マ ド と その 子孫 に あな た の 恵み を お 与え くだ さい 。 
あな た が イプ ラー ヒー ム と その 子孫 に 恵み を 与え られ た よう に 。 真 に あな た は 
賞 基 す べき お 方 、 最 も 高貴 な お 方 で す ) 


それ か ら こ う 祈 り ま す 。 
ラッ バナ ー ァ コク グン 5! いら) 
ファ ッ だ み ニ イー ハ ダ ナ | テテ GU は 
ク フ ァ ルケ デー と ラディ ハ ダ ナ ニー 8 デ 3 3 
クギ ナー グ デ ゲー バン ナー ン と 9 Cu 9) 


(意味 : 私 た ちの 主 よ 。 現 世 で も 良い も の を お 与え に な り 。 来 世 で も 良い も の 
を お 与え くだ さい 。 そ し て 炎 の 名 か ら 私 た ち を お 守り くだ さい ) 


そし て 、 最 後に 右 を むい て 声 を 出し 、 


アッ サラ ー ム アラ イク ム ワラ フ マ ト ッ ゥ ッ ラ テー 42 CE CN 
(意味 : あな た た ち に 平 安 と アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) 
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と 言い 、 さ ら に 、 左 を むい て 


アッ サラ ー ム アラ イク ム ワラ フ マ ト ゥ ッ ラ ー AI ん と うう eScz に | 


と 言い ます 。 こ れ で 、 サ ラー よ は 終わ り で す 。 





_ サラ ー ト の 終わ っ た あと 、 そ こ で 座っ た まま 、 ア ッ ラ ー を くり 返し 讃え る ズ 
ィ ク ル を する こと が 勧め られ て いま す 。 こ れ は 義務 で は あり ませ ん が 、 や れ ば 
それ だ け 報 奨 が あり ます 。 声 は 高く て も 低く て も か まい ませ ん 。 


スプ ハー ナッ テー LO と 33 回 と な えま す 。 
(意味 : アッ ラー は 完全 だ ) 
それ か ら 、 ア ル ハ スム だ ダッ ラー 旬 員 た | と 3 3 回 と な えま す 。 


(意味 : アッ ラー に 讃え あれ ) 
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る SE NE 
さい ご に 、 デ ッ ラ テー フク アク >Y レ と 5140 と 34 回 と な えま す 。 


(意味 : アッ ラー は 偉大 な り ) 

手 の 指 を 使っ て 数 える の が 、 預 言 者 へ ハハ ンマ ド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) 
の 習慣 で し た 。 

それ か ら 、 ア ッ ラ ー へ 自分 の 個人 的 な 願い を 自分 の 言葉 で し ます 。 ア ッ ラ ー 
は あら ゆる 人 の 言葉 を 、 そ れ が 何 語 で あっ て も 、 ど こ に いて も 聞い て お られ ま 
すか ら 、 悪 いこ と で な いか ぎり 、 現 世 の こと も 来世 の こと も 、 自 分 な り に 望む 
こと を 顧 え ば よい の で す 。 こ の 祈り の こと を ドゥ アー と いい ます 。 


3 ラ カ ー ト と 4 ラ カ ー ト 

これ は 51 ペー ジ か ら の 続き で す 。2 ラ カ ー ト が 終わ っ て 、 その 先 を 続け る と 
き は ここ に 進み ます 。 言 葉 と 動作 は 1 ・2 ラ カー ト の 時 と ほとん ど 同 じ で す 。 
2 ラ カ ー ト 目 の 終 わり に 「 ク アシ ュ ハ が ゥ デン ナ スハ ンマ ダン アブ だ 
ゥ ン クラ スー ルン 」 と 中 え お わっ て か ら 、 すぐ に 「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 
言っ て 立ち 上 が り ます 。 


3 ラ カ ー ト 目 

手 を 組ん だ キヤ ー ム の 姿勢 に も ちどり ます 。 そ れ か ら 、 今 度 は 口 の 中 で クル ア 
ー ン の 『 開 端 章 』 を 唱え ます 。 

重要 ! 3 ・4 ラ カー ト で は 、『 開 端 章 』 の 後に 別 の 章 は 唱え ませ ん 。 


そし て 1 、 2 ラ カ ー ト 目 と 同じ よう に ルク ー と サジ ダ を し ます 。 


ルク ー し な が ら アッ ラー フ アク バル 
ルク ー で スプ ハー ブナ ラッ ピア と アズ アー スム X 3 回 
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起き 上 が りな が ら サミ アッ ラー フ リマ ン ハム ハミ 


起き 上 が っ て ラッ バナ ー ワラ カル ハム ドッ 

サジ ダ し な が ら アッ ラー フ アク バル 

サジ ダ で ズブ ハー ナ 。 ラッ ど と アア テーx 3 回 
座り な が ら アッ ラー フ アク バル 

ひと 呼吸 また サジ ダ に 移り な が ら ツク タープ マク パル 
サジ ダ で スプ ハー ナ ラッ ど 了 と デア ターx 3 回 


再び 声 を 出し て アッ ラー フ ア ク バル と 唱え ます が 、3 ラ カー ト で 終わ る 場合 
は その まま 座り ます 。 そし て 4 9 ペー ジ に も どり 、「 ア テッ タ と ー ア ー ム み クン 
テー と …」 と 「 デ アッ ラー フン シマ …」 を 読み 、 サ ラー ト を 終了 し ます 。 

も し 、4 ラ カー ト に 進む 場合 は 、 そ の まま 立ち 上 が り ま す 。 


4 ラ カ ー ト 目 

そし て 、 ま た 同じ よう に 『 開 端 章 』 か ら サ ジ ダ ま で 繰り 返し ます 。 
キヤ ー ム 『 開 端 章 』 を 読む 

ルク ー じ な が ら アッ ラー フ アク バル 

ルク ー で スプ ハー ブナ 。 ラッ ど 了 と アズ ス アー ス x 3 回 
起き 上 が りな が ら サミ デア ッ ラージ リマ ン の が ミグ 

起き 上 が っ て ラッ バナー ワラ カル ハム ドッ ゥ 

サジ ダ し な が ら アッ ラー フ アク バル 

サジ ダ で スプ ハー ナ ラッ ど 了 ルル アア ラーx 3 回 
座り な が ら アッ ラー フ アク バル 

ひと 呼吸 また サジ ダ に 移り な が ら アッ ラー フ アク バル 
サジ ダ で ズ スプ ハー ブナ テッ ど 了 ヶ アデ ヌーx 3 回 


55 


最後 に 、 再び 「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 唱え て 座る 姿勢 に な かり ます 。 そ し て 
4 9 ペー ジ へ も どり 、「 ア ッ タ と ーー アー ム み グッ ター と …」 と 「 デ ッ テ ラー ン ン 
マ …」 を 読み 、 サ ラー ト を 終え ます 。 


G スン ナ と ナ フ ル の サラ ー ト 

いま まで 説明 し た の は 義務 の サラ ー ト で 、 義 務 の こと を アラ ビア 語 で ファ ル 
ド と 言い ます 。 サ ラー ト は 一 日 五 回 の ファ ルド を 行なえ ば 一応 十 分 で す 。 け れ 
ども 、 イ スラ ー ム の 考え 方 と し て は 、 で きる だ け 少 な く や っ て 楽 を し よう と い 
う の で は な く 、 良 いこ と な ら ば 積極 的 に や ろう と いう 考え 方 な の で 、 も し 難し 
く な けれ ば 、 義 務 で な い サ ラー ト も や っ た 方 が よい で す 。 

預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) の 行ない の こと を スン ナ と 言 
いま す 。 そ こ で スン ナ の サラ ー ト と は 、 預言 者 ( 彼 の 上 に 税 柱 と 平安 あれ ) が 
義務 の ほか に や っ て お られ た サラ ー ト の こと を 指し ます 。 

また 、 ま っ た く 自 発 的 に 行なう サラ ー ト の こと を ナ フ ル の サラ ー ト と いい ま 
す 。 ナ フル と は 、 ア ラビ ア 語 で 任意 の こと で す 。 こ れ は いつ で も 好き な だ け や * 
る こと が で きま す 。( 注 : た だ し 、 日 の 出 と 日 没 の 際 に 太陽 が 地平 線 に か か っ て 
いる 聞 と 、 太 陽 の 南 中 時 は サラ ー ト を し て は いけ な い 時 間 に な っ て いま す 。) 

ナ フ ル の サラ ー ト は 基本 的 に 2 ラ カ ー ト ずつ で す 。 そ こ で 例え ば ナ フ ル の サ 
ラー ト を 4 ラ カ ー ト と いえ ば 、2 ラ カー ト ご と に 終了 し て 行ない ます 。 

人 々 が 寝静まっ た 深夜 、 一 人 起き あがっ て 行なう サラ ー ト に は 非常 に 大 き な 
報奨 が ある と 言わ れ て いま す 。 そ の よう な ナ フ ル の サラ ー ト の こと を タ ハ ッ ジ 
ュ ド と いい ます 。 


・ ス ン ナ と ナ フ ル の サラ ー ト の や り 方 
スン ナ も ナ フ ル も や り 方 は ファ ルド の サラ ー ト と ほとん ど 同じ で す 。 た だ だ 、 
少し だ け 違 うと ころ が あり ます 。 


最初 は ニー ヤ (意思 表示 ) で す 。「 ス ン ナ (ある い は ナ フ ル ) の サラ ー ト を し 
ます 」 と 意図 し ます 。 そ し て 、 ス ン ナ も ナ フ ル も 全て の 言 を 口 の 中 だ け で 唱 
えま す 。 そ れ か ら 、 い くつ か の 場合 を 除い て 、 ス ン ナ も ナ フ ル も 自分 ひと り で 
行ない ます 。 そ れ に 対し 、 フ ァ ル ド の サラ ー ト は 原則 と し て (も ちろ ん で き な 
けれ ば か まい ませ ん が ) マス ジ ド で ほか の 人 た ちと 一 緒 に や る も の で す 。 た だ 
し 、 女 性 は マス ジ ド へ 行く 義務 は あり ませ ん 。 


HH ウィ トル の サラ ー ト 

一 日 の し めく くり に 行なう 3 ラ カ ー ト の サラ ー ト を 「 ウ ィ ト ル 」 の サラ ー ト 
と 言い ます 。 こ れ は 、 義 務 ほ ど 重 要 で は あり ませ ん が 、 ス ン ナ より や 重要 な も 
の で す 。 

ウィ トル の サラ ー ト は スン ナ や ナ フ ル の サラ ー ト の よう に 、 言葉 は すべ て ロ 
の 中 で つぶ や く よ う に 唱え ます 。 

また 、 スンナ や ナ フ ル の サラ ー ト の よう に 、 そ れ ぞ れ の ラ カ ー ト で 『 開 端 章 】 
を 唱え た 後に も う ひ と つ 別 の クル アー ン の 章 を 唱え ます 。 


ウィ トル の サラ ー ト の や り 方 は 次 の 通り で す 。 

ウィ トル の サラ ー ト を する と いう 意思 表示 を し ます 。 
普通 に スン ナ や ナ フ ル の サラ ー ト の よう に サラ ー ト を 進め ます 。 
3 ラ カ ー ト 目 ま で 来 て 、 ク ルアー ン の 『 開 端 間 』 と も う ひ と つ 別 の 章 を 読み 終 
わっ た 時 、 ル クー に 入る 前 に 両手 を 耳 の 高 さ まで 上 げ て 「 ア ッ ラ ー フ アク バ 
ル 」 と 言い ます 。 
それ か ら 元 の よう に 前 で 手 を 組ん で か ら ド ゥ アー クヌート と 呼ば れる 次 の 祈り 
を 唱え ます 。 


グ ク クー ン ン デ マン デー ナス ク ブ ニシ ん 7 UI 4 人 | 
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アナス タフ ディ ァ ー み ナス タグ ファ ル ア 
ウメ ッ ミ ヌ ど み ニク ナ クタ クッ カル アラ アカ 
アヌ スニ ー アラ アカ ル ハ アラ クッ ラ 
ナシ ェ ュ クル クラ ー ナ クン フル み 

ク ナ フ テグ ナム ゥ ルク マン アフ ジュ ン ルル 
アッ テー フク ンマ ププ アー ナ デ ブ ドゥ 
クラ ヌメ ダッ クー ク プ スジ ョ バク 

アア ライア 之 ナス アー クジ ナン フク ファ バク 
プン シ ジ ュ ー ク ラマ クタ み ジブ ナシ ネー 
ゲー バア 

アン ナ アダ ー バ み ニア ル ジ ッ ダ 


と シレ シグ クッ プ テ ー グ スル ハグ 


の 9) 
3 3 6D 

の よる り 
2 で > う 
ee 


3 み ( cdz ol 


つの ル MS 


(意味 : アッラー よ 。 私 た ち は 本 当 に あな た の 助け と あな た の 導き と あな た の 
許し を 求め 、 あ な た を 信じ 、 あ な た に 頼り ます 。 あ な た を 賞 讃 し 、 あ な た に 感 
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謝 し 、 あ な た に 背 き ませ ん 。 そ し て あな た に 不服 従 な 者 と 離れ 、 つ き 合 い を 絶 
ち ま す 。 ア ッ ラ ー よ 。 私 た ち は あ な た の み を 骨 め 、 あ な た に 対し て の み サ ラー 
ト を 捧げ ます 。 そ し て あな た に サジ ダ し 、 あ な た の も と に 参り ます 。 そ し て あ 
な た の 慈悲 を 願い 、 あ な た の 名 を 穫 れ ます 。 ま こと に 、 あ な た の 宮 は 不信 者 の 
すぐ そば に せま っ て いま す ) | 


この 祈り が 終わ っ て か ら 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 唱え て ルク ー に 入り 、 あ 
と は 他 の サラ ー ト と 同じ よう に 終え ます 。 


預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) は 、 ほ と ん ど 毎 晩 タ ハッ ジュ 
ド と いう 深夜 の サラ ー ト を 行なっ て いま し た 。 そ し て その し めく くり に ウィ ト 
ル の サラ ー ト を し まし た 。 そ こ で 、 自 分 が 深夜 礼拝 に 起き る 自信 の ある 人 は ウ 
ィ ト ル の サラ ー ト を し な いで と っ て お きま す 。 し か し その 自信 の な い 人 は 、 イ 
ジ シャー の 後に 済ま せ て し まっ た 方 が いい で し ょ 2。 


1 女性 が サラ ー ト を 免除 され る と き 
女性 は 次 の 場合 に は サラ ー ト を し ませ ん 。 
1 、 生 理 の 時 : た だ し 、 体 質 的 に 出血 が いつ まで も 止ま ら な い 女 性 の 場合 は 病 
気 に よ る 出血 と みな し 、 生 理 期 間 が 過ぎ た ら ま だ 出血 が あっ て も グ ス ル を ・ 
し 、 通 常 どおり サラ ー ト を 始め ます 。 
2 、 出 産後 の 出血 が 続い て いる 期間 : これ も 4 0 日間 を 限度 と し 、 期 日 が 過ぎ 
れ ば グ ス ル を し 、 ふ だ ん の 生活 を 始め ます 。 
これ ら の 免除 され た サラ ー ト は 、 や ら な か っ た サラ ー ト な ど と 異な り 、 後 で 
や り 直 す 必 要 は あり ませ ん 。 
育児 や 家事 で 忙し いな ど は サラ ー ト 免除 の 理由 に な り ま せん 。 ア ッ ラ ー が 私 
た ち に 忍耐 を 与え 、 物 事 を 易しく し て くだ さい ます よう に 。 
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モス クム 行く 


A ジュ ム ア (金曜 日) の サラ ー ト 

金曜 日 は ムスリム た ちの 祝日 で す 。 そ の 日 、 ム スリ ム は グ ス ル を し 、 一 番 よ 
い 服 を 着 て 町 の 大 き な マ スジ ド に 集まり 、 ジ ュ ム ア の サラ ー ト を し ます 。 導師 
の 説教 が 行なわ れ 、 そ の 後 、 皆 で 一 緒 に サラ ー ト し ます 。 ジ ュ ム ア は ズ フ ル と 
同じ 時 間 に 行なわ れ 、 ズ フル の 代わ り に な り ま す 。 

ジュ ム ア は 最低 4 人 いな いと で きま せん 。 そ こ で ジュ ム ア に 参加 で き な か っ 
た 人 は 、 各 自 で ダフル の サラ ー ト を お こない ます 。 

下 の 表 は ジュ ム ア の ラ カ ー ト の 回 数 で す 。 


ジュ ム ア (金曜 礼拝) の ラ カ ー ト 数 


B ジャ マ ア (集団 の サラ ー ト 

・ イ マー ム と その 後ろ 

サラ ー ト は 基本 的 に 集団 で お こ な う も の で す 。 近 くに マス ジ ド が あれ ば マス 
ジ ド で 、 な く て も な る べく 二 人 以 上 で 集団 を 作っ て や っ た 方 が 、 よ り 多 く の 報 
奨 が あり ます 。 集 団 礼拝 は 個人 の 礼拝 の 2 7 倍 優れ て いる と 言わ れ て いま す 。 
集団 の サラ ー ト に は 、 先 頭 に 立っ て サラ ー ト を 率い る 役目 の 人 が いま す 。 こ 
の 人 の こと を イマ ー ム と いい ます 。 イ マー ム は その 集団 の な か で 一 番 ク ルアー 
ン を 知っ て いる 人 、 宗 教 の 知識 が ある 人 、 そ れ か ら 年 長者 な ど が な り ま す 。 









・ 並 び 方 
二 人 で サラ ー ト する と き は イマ ー ム の 右側 に も う ひ と り が 並び ます 。 3 人 以 
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上 の 場合 、 サ ジ ダ す る だ け の 距離 を と っ て イマ ー ム の 後に 横 一 列 に 並び ます 。 
列 は まっ すぐ に 、 お 互い の 肩 と 肩 が ぉ れ あ う ぐ ら いく っ つい て 並び ます 。 

夫婦 で 一 緒 に サラ ー ト する 場合 、 夫 が イマ ー ム に な り 、 妻 は その 後ろ に 立ち 
ます 。 


・ イ マー ム と それ 以外 の 人 と の 違い 

集団 礼拝 で 、 声 を 出す の は イマ ー ム だ け で す 。 イ マー ム の 声 に 合わ せ て 、 後 
ろ の 人 々 は サラ ー ト の 動作 を し ます 。 イ マー ム よ り 先 に 動い て は いけ ませ ん 。 
そこ で イマ ー ム の 唱え る 言葉 と 、 後 ろ の 人 の 唱え る 言葉 を 分 け て 書い て み ま し 
7 


イィ マー ム | 後ろ の 人 々 


一 人 が イカ ー マ を 唱え た ら 集まっ て き て 並ぶ 

みん な が 並ん で いる の を 確か め る 

/ ア マー ム と し て 、 交 に なこ の ダラ ー |  / ア マー ス の 恋 ろ で 克 に な に の ダ 
ん を 婦 ん ラ タ ー ム ささ び 光 / と いう | ラー ム を な ん ラ み カー 人 ささ ゲ び 幸 チ / 
意志 を 心 の 中 で 唱え ます 。 | と いう 意志 を 心 の 中 で 唱え ます 。 
立っ つた まま 

アッ ラー フ ア ク バル 

(と 声 を 出す ) アッ テー フ ア ク バン 


スプ ハー ナタ ッ ラー シン マク ど ハ ス デ ィ ア 
クタ バー ジア スス ア タタ アー ラー ジィ ッッ 
ラー アラ キハ ダ プア ル み 
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アウ ー ズ ダビ ど ッ ラー と ミナ ッ シ バ プター ニ ッ ラ ジー ス ^ 


クル アー ン の 『 開 端 章 』 を 


声 に 出し て 読む 
ど ズ ミッ テー と グン マー ニク と 一 
アル ハム ドッ リッ ラー ヒ | た だ 開く 


ラッ ピル アー ラミ ー ン 
ンー 中 略 ンー 
ガイ リル マグ ドッ ゥ ッ ー ビ アラ イヒ ム 


ジワ ラッ ダグ ーー シリ ー ン 


ァ アー ミー ンジ 
クル アー ン の 別 の 章 を 読む | 
た だ 聞く . 
ノル レク ー ペ へ 
アッ ラー フ ア ク バル [ 
| アッラーフ ア クン ツン 


スプ ハー ナラ テッ どん ア ズ ア ー ス 
スプ ハー ナラ テッ ど 予 アズ イース 
スプ ハー ナラ テッ ど と アズ アー ス 


起き 上 が る 


サミ アッ ラー フリ マン ハミ ダ 
「 ラン バナー ワラ カル ハス だ み 
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サジ ダ へ 
アッ ラー フ ア ク バル 


| アン テー フ ア ク ン シ レ と 


スプ ハー ナラ テン デ ア ル ア アテ ー 
スプ ハー ナラ テッ ど 了 アル アア ラー 
スプ ハー ナラ ッ どん ア テラー 
起き 上 が っ て 座る [ 
アッ ラー フ ア ク バル | 
1 テッ テー フ ア ク グン シン 
ー 回 目 の サ ジ ダ へ | 
アッ ラー フ ア ク バル 


| アッ ラー クア クン マレ と 


ネプ ハー ナラ ッ ど ヤル アア ラー 

スプ ハー ナラ テッ どん ア アラ テー 

スプ ハー ナラ ッ ど アア ラー 

立つ (ある い は 座る ) | 

アッ ラー フ ア ク バル [ 
| アン ラー フ ア ク タン ッ レン 

以降 、 同 様 に 行なう | 

ーー 中 略 て 


最後 に [ 
アッ と ーー アーム み ゥ クッ ラー と クッ ダラ クー ムク クッ タプ アバ ー ム み 
アッ ダラ ー ム アラ ア み アア ユラ ハン ナー ユニ クラ フン ム み メッ テー と 
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バラ ター トム ゥ ンジ 

アッ ケラ テー ム ス ア ラ ア ナー アラ ー イ バ パー ディッ ラー と サーク と ー ン デ 
シュ ハ だ が アン ラー プラ ター ハ イッ タッ ラー フ 

ジア シュ ハバ / アンナ スハ ンマ ダン アプ が ジラ スー ン ルン 
デッラ ー フ ンマ ダック アタ ラー ス ホ ン マデ ィ ン ジア テー デー ク グ っ 
ハン マデ ィ ン カタ マ ー テン ライ ター アラー アプ ラー と ー マ ング スー の 
ー ク アブ ラー と ー ム プン ブ プア ハミ ー が ゥ ン マジ ー バ クッ ク 
デッラ テー クン マ バーク ク デラ ター ぁ ハ ンマ ディ ン ング ラー デー ダグ スム 
ハン ン デ ァ ン カマ ー パーラ クタ アラ ター イプ ラー と ー マ クアラ ター アデ 
ー ク ププ ラー と ー ム る プン ナタ ハミ ー が ゥ ン マジ ー バ が メ 


テン バナー アー ティ ナー ファッ が ンー ハ ダ ナ ジフ ィ ル 
アー と ラディ ハ ダ ナ クキ ナー アザ ー バ ン ナ ー ン シル 


右 を むき 
アッ サラ ー ム アラ イク ム 


本 アッ ダラ ー ム デラ アグ クス ^ 
グマ ドッ シー 


ラフ マト ッ ク ー 


左 を むき 
アッ サラ ー ム アラ イク ム 


ワラ フ マ ト ッ フ ー = 2 
アッ ダラ テラー ム ス デ クラブ クム 


ジジ ジ ンマ ルッ クー 


ー の 表 で お 分 か り の よう に 、 イ マー ム が 『 開 端 章 』 を 唱え て 「 ワ ラッ ダー シ 
リー ン 」 と 言う と 、 そ れ に 応え る よう に し て 後ろ の 人 々 は 「 ア ー ミ ー ン 」 とい 
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いま す 。 

それ か ら 、 ル クー か ら 起 き 上 が る 時 に イマ ー ム が 「 サ ミア ッ ラ ー フ リマ ン 
ハミ ダ 」 と 言う の に 対し 、 起 き 上 が っ た 人 々 は 「 ラ ッ パ ナー クラ アル ハス だ 
ウゥ 」 と 、 こ れ も ゃ も 呼びかけ に 応え る よう に し て 唱え ます 。 

し か し 、 後 ろ の 人 々 は 最初 か ら 最 後 ま で 無言 で 、 こ れ ら の 言葉 は すべ て 口 の 
中 で つぶ や く よ う に し て 唱え る の で す 。 

この よう に 声 を 出し て サラ ー ト する の は 、 基 本 的 に イマ ー ム が 後 の 人 々 の 動 
作 に 号令 を か ける 必要 の ある と き で す 。 で すか ら 後 に 並ぶ 人 や イマ ー ム に は な 
ら な い 女 性 は 声 を 出さ ず に サラ ー ト し ます 。 し か し 男性 が 単独 で 義務 の サラ ー 
ト を 行なう 場合 は 、 自 分 が イマ ー ム に な っ た と みな し て イマ ー ム の 唱え る べき 
言葉 と 後に 並ぶ 人 の 言葉 を 全て 唱え ます 。 
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こん な と きど うす る 


A 水 が な い 場 合 - タ ヤン ム ム ー 

生活 の 中 で は 、 ウ ドゥ ー や グ ス ル の た め の 水 が どう し て も 手 に 入ら な いこ と 
が あり ます 。 そ うい っ た 場合 、 清 潔 な 砂 や 自然 の 石 な ど を 用 いて 清め を 行なう 
こと が で きま す 。 そ うい う 清 め の や り 方 を タカタ ヤン ム ム と いい ます 。 

タ ヤ ン ム ム を する に は ある 種 の 条件 が あり ます 。 そ れ は 他 に 方 法 が な く 、 や 
む を 得 な いと いう こと で す 。 例 えば 、 


1 


、 身 近 な 所 に 水 が 得 られ な い 。 何 キロ も 離れ た 所 に 水 が あ っ て 、 容 易 に 持っ 


て 来 ら れ な い 。 


、 水 は 近 くに ある の だ が 、 そ こ に な ん ら か の 危険 (例え ば 、 水 道 の 前 に 危険 


な 野犬 が いる な ど ) が あっ て 、 そ こ に どう し て も 近付く こと が で き な い 。 
皮膚 病 な ど で 、 医 者 に 水 の 使用 を 禁 し られ て いる 。 

山岳 地帯 な ど で 、 水 は 持っ て いる の だ が 、 そ れ は 飲料 水 と し て 重要 な の で 
使う わけ に は いか な い 。 


、 風邪 を ひい て 熱 が で て いる が 、 冷 た い 水 し か 手 に 入ら な い 。 も し 冷た い 水 


を 使え ば 、 確 実に 病気 が 悪化 する 。 


、 病気 で 身動き の で き な い よう な 状態 で ある 。 
、 水 は 売 っ て いる も の の 、 こ ちら の 弱み に つけ こむ よう な 法 外 な 値段 で ある 。 
、 長 距 離 の 列車 に 乗っ て お り 、 降 り る こと も で き な け れ ば 、 水 を 手 に 入れ る 


事 も で き な い 。 サ ラー ト の 時 刻 は 刻々 と 終わ り に 近付い て いる 。 


これ ら の 場合 に は 、 タ ヤン ム ム を し て も よい と され て いま す 。 け れ ど も 、 た 
だ 単に 水 の あ る 所 まで 行く の が 面倒 臭い と か 、 冷 た い の が いや だ と か は 理由 に 
な り ま せん 。 も し 水 が な く て タ ヤ ン ム ム を し た 後 で も 、 サ ラー ト の 直前 に 水 が 
手 に 入っ た よう な 場合 、 そ の 瞬間 に タ ヤ ン ム ム は 無効 に な り ま すか ら 、 ワ ドッ ゥ 
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ー を や り 直 さ な け れ ば な り ま せん 。 し か し タ ヤ ン ム ム で 行なっ た サラ ー ト が 終 
わっ た 後に 水 が 手 に 入っ て も 、 そ の サラ ー ト を や り 直 す 必 要 は あり ませ ん 。 
タダ ヤン ム ム を する た め に は 、 清 潔 な 土 や 砂 、 石 灰 、 磨 いて いな い 石 の 置物 、 
レン ガ 、 粘土 、 陶器 、 ある い は 自然 の 石 、 清浄 な 砂 、 漆喰 の 壁 な ど を 用 いま す 。 
使え る の は 土 の 性 質 を 備え る 天然 自然 の も の で 、 熱 に よっ て 灰 に な ら な いも の 
で す 。 例 えば 鉄 や 銅 、 布 や 灰 、 ガ ラス や プラ スチ ッ ク 、 木 や 紙 な ど は 燃やす と 
藤 けた り 灰 に な っ た り し て し まう の で 、 こ れ ら で タ ヤ ン ム ム を 行なう こと は で 
きま せん 。 し か し 、 こ れ ら の も の の 上 に 充分 な 砂 ば こり が 乗っ て いた 場合 、 そ 
の 砂 ぼ こり を 使っ て タ ヤ ン ム ム を 行なう こと が で きま す 。 

タ ヤ ン ム ム を する に は 、 ま ず ニ ー ヤ (意思 表示 ) が 必要 で す 。 サ ラー ト の た 
めか クル アー ン 読 唱 の た めか 、 何 の 清め の 代わ り に タ ヤ ン ム ム を する の か を は 
っ きり させ ます 。 タ ヤン ム ム は ウド ゥ ッ ー の 代わ り に も グ ス ル の 代わ り に も な り 
ます か ら 、 そ れ に 応じ た ニー ヤ が 必要 な の で す 。 ま た その 有効 期限 は ウド ゥ ー 
と 同じ で 、 ウ ドゥー を 壇 す 原因 と な る よう な こと が 起き な い 限 り 、 1 回 の タ ヤ 
ン ム ム で 何 回 で も サラ ー ト で きま す 。 た だ し 、 ク ルアー ン に 触れ る た め に 行 な 
っ た タ ヤ ン ム ム で 、 サ ラー ト を 行なう こと は で きま せん 。 


・ タ ヤン ム ム の や り 方 

1 、 まず 意思 表示 を し ます 。 例 えば 心 の 中 で 、「 フ ァ ジ ュ ル の サラ ー ト を する 
た め に 、 グ スル の 代わ り に タ ヤ ン ム ム を し ます 」 と 意図 し ます 。 

2、 両手 の 平 で 石 か 砂 に 触れ ます 。 そ し て 余分 な 砂 を 払い ます 。 

3、 両手 の ひら を 自分 の 顔 に 向け 、 顔 の ウド ゥ ー の 時 に 洗う の と 同じ 部 分 に ま 
ん べべ ん な く 砂 ぼ こ り が つく よう に 1 回 、 顔 を な で ます 。 

4、 そし て も う 一 度 両 手 で 石 ま た は 砂 に 触れ 、 そ し て 余分 な 砂 ぼ こり を 払い 、 
今度 は 左手 で 、 右 手 を ひじ まで な で ます 。 

5 、 次 に 右手 で 、 左 手 を ひじ まで な で ます 。 最 後に 、 両 手 の 指 を 交差 させ 、 指 
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と 指 の 間 に も 砂 ぼ こり が つく よう に し て 終わ り で す 。 あご ひげ が ある 人 は 、 
あご ひげ に も 指 を 通し ます 。 


タ ヤ ン ム ム で は 頭 や 足 は 清め る 必要 は あり ませ ん 。 ウ ドゥ ー で 清め る 顔 と 腕 
の 部 分 に まん べ ん な く 砂 ぼ こ り が つけ ば 、 そ れ で じゅ うぶ ん で す 。 ま た 石 を 用 
いた 場合 、 砂 ば こり が じゅ うぶ ん な いこ と が あり ます が 、 そ れ も ま っ た く か ま 
いま せん 。 

タ ヤ ン ム ム は 、 タ ヤン ム ム を 行なわ な けれ ば な ら な か っ た 条件 が 続く 限り 有 
効 で す 。 ウ ドゥ ー が 壊れ る の と 同じ 条件 で 、 タ ヤン ム ム も 壇 れ ます 。 


B サラ ー ト を まち が えた と き 
サラ ー ト の 中 に は 、 そ れ な くし て は サラ ー ト が 成り 立た な い 重 要 な こと が あ 
り ます 。 そ れ ら は 次 の と お り で す 。 | 
、 ニ ー ヤ (意図 ) 
、 最 初 に 両手 を 耳 の 高 さ まで か か げ 「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 唱え る こと 
立っ た 姿勢 で 数 秒 と ど ま る こと 
クル アー ン の 開 端 章 を 読む こと ( 注 : まだ 覚え て いな い 人 は 構い ませ ん ) 
ルク 
、 二 回 の サジ ダ 
最後 に し ば らく 座っ た 姿勢 で いる こと 
、 湊 ラ デム 
これ ら を 順序 正しく 行なう こと 
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レス 


の 


(OO - の - の ⑦ 中 6 も ピピ 


これ ら の どれ か を 忘れ る と 、 サ ラー ト は 無効 で や り 直 し で す 。 これら 以外 の 
こと を 忘れ た り 、 順 序 を 間違え た り 、 抜 か し た り 、 遅 れ た り 、 多 く や り すぎ た 
り し て し まっ た 場合 、 や りな お し を せ ず に 訂正 する こと が で きま す 。 
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実際 に サラ ー ト 中 、 ラ カー ト の 回 数 を 忘れ て し まっ た 場合 を 追い な が ら 、 こ 
の 訂正 の や り 方 を 見 て み ま し ょ う 。 


・ ラ カー ト の 回 数 を 忘れ た 
預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) の お 言葉 に こう いっ た 意味 の 
も の が あり ます 。「 ア ザー ン の 声 が 開 こ える と 、 悪魔 は 自分 の 耳 に 指 を つっ こん 
で 後ろ を むく と 放 尼 を し 、 ア ザー ン が 聞こ えな い 所 まで 一 目 散 に 逃げ て ゆく 。 
と ころ が サラ ー ト が 始ま る と 戻っ て き て サラ ー ト を し て いる 人 々 の 心 に 「 あ れ 
を 思い 出せ 。 こ れ を 思い 出せ 」 と ささ や き 、 そ れ で サラ ー ト し て いる 人 は 自分 
の サラ ー ト の 回 数 を 忘れ て し まう 」 

本 当 に 悪魔 は 人 間 に と っ て し つこ い 敵 で す 。 そ れ で は 、 サ ラー ト の 途中 で ラ 
カー ト の 回 数 を 忘れ て し まっ た 場合 、 ど うす れ ば よい の で し ょ う 。 

さて 、 例 えば 私 は ズ フ ル の 4 ラ カ ー ト の サラ ー ト を し て いま し た 。 2 ラ カ ー 
ト 目 あたり まで は 確か に 覚え て いた の で す が 、 は っ と 気がつく と 今 自分 が 3 ラ 
カー ト 目 か 4 ラ カ ー ト 目 か わか ら な く な っ て いま し た 。 

この 時 、 和 目 分 が 確実 に や っ た 少な い 方 の 3 ラ カ ー ト だ ろう と 仮定 し 、 そ の ま 
ま サ ラー ト を 続け ます 。 

4 ラ カ ー ト 目 (も し か し た ら 5 ラ カー ト 目 か も し れ な い が ) を や り ま す 。 ラ 
カー ト の 回 数 が 少な 過ぎ る 場合 、 そ の サラ ー ト は 無効 に な り ま す 。 で すか ら 、 
分 か ら な く な っ た と き は 、 常 に 多め に や る こと で す 。 


座っ て 、「 デ アッ タ ー と アー ムッ グッ テー と 」 を 唱え ます 。 

ec の シン の N だ み グン シー ブ プラー ハ の イッ ク アッ クー ン アシ ュ ハ ムク 
アン ナー ろ ハ ンマ ダン アブ が ゥ ング クラ スー ルフ 」 を 唱え 終わ っ た と ころ で 
右 を い て 「 ア ッ サ ラー ム ア ラ イク ム ワラ フ マ ト ッ ラ ー」 と 言い ます 。 
その まま 正面 を むい て 「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 唱え 、 サ ジ ダ し ます 。 
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「 ス プ ハ ー ナ ラッ ど 了 アル アア ラー」 と 3 回 唱え ます 。 
そし て 「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 唱え て 座り ます 。 
一 呼吸 お き 、 ふ た た ぴ び 「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 唱え て サジ ダ し ます 。 

「 ス プ ハ ー ナ ラッ どん アア ラー」 と 3 回 唱え ます 。 
最後 に 、「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 唱え て 座り ます 。 
も う 一 度 、「 ア ッ ンター と アー ムウ クッ ラー と 」 を 唱え ます 。 

その まま 最後 まで 、 普 通 の サラ ー ト の よう に 言葉 を 唱え 、 最 後 は 左右 の サラ 
ー ム で 終わ り ま す 。 


この よう に 、 間 違い を 訂正 する た め に は 、 最 後に 「 ア ッ サ ラー ム ア ラ イク ム 
ワラ フ マ ト ッ ラ ー」 を 一 つと サジ ダ を 二 つ 余 分 に 付け 足せ ば よい の で す 。 

他 の 細か い 間 違い も みん な 同じ や り 方 で 訂正 で きま す 。 ど ん な サラ ー ト に も 
同じ や り 方 で 使え ます 。 ま た 、 同 じ サ ラー ト の 中 で 2 回 以上 間違え て も 1 回 の 
訂正 で 済み ます 。 

この 訂正 の た め の サ ジ ダ を サジ ダ ・ サ ハウ と いい ます 。* 


C サラ ー ト の 時 刻 を 過ぎ て し まっ た と き 

サラ ー ト を や ら な いう ち に その サラ ー ト の 時 刻 が 過ぎ て し まっ た 場合 、 な る 
べく 早く その サラ ー ト を や ら な く て は いけ ませ ん 。 こ の よう に 遅れ て 行なう こ 
と を 、 カ ダー と いい ます 。 

例え ば 寝坊 し て ファ ジュ ル の サラ ー ト に 遅れ て し まっ た 場合 、 い そい で ウド 
ゥ ー を し 、 遅 れ た 分 の サラ ー ト を や り ま す 。 


* イマ ー ム の 後に つい て いる 時 は 、 後 に いる 人 は 間違え て も 訂正 の 必要 は あり 
ませ ん 。 集団 礼 拝 に お いて は 、 イ マー ム が 正しい サラ ー ト の 貢 任 を 負っ て 後 の 
人 々 の 盾 と な る か ら で す 。 も し イマ ー ム が 間違い を 犯し 、 そ れ に 対す る 困 正 の 
サジ ダ を 行なえ ば 、 後 の 人 は それ を 真似 すれ ば よい の で す 。 
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その と き の 意 志 は 「 ア ッ ラ ー を た た えて 、 今朝 の (ある い は 何 月 何 日 の ) フ 
ァ ジ ュ ル の サラ ー ト を 、 カ ダー で 行ない ます 」 の よう に し ます 。 
基本 的 に は 、 ス ン ナ お よび ナ フ ル の サラ ー ト に は カ ダ ー は あり ませ ん 。 


_D 集団 礼拝 に 遅れ て し まっ た と き 

集団 礼拝 に や っ て 来 た と き 、 も し すでに サラ ー ト が 始ま っ て いた 場合 、 次 の 

よう に し ます 。 

1 、 列 に 空き が あれ ば 列 に 並び ぜ 、 な けれ ば その 後ろ に 並び ます 。 

2 、 お ち つ いて 「 サ ラー ト の 意志 表示 」 を 心 の 中 で し ます 。 

3 、 両 手 を あげ て 「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 唱え 、 手 を 組み ます 。 

4 、 そ の まま 皆 の 動作 に 参加 し ます 。 み な が ルク ー を し て いれ ば ルク ー、 サ ジ 
ダ し て いれ ば サジ ダ 、 座 っ て いれ ば 座り ます 。 | 

5 、 そ の まま 最後 まで 一 緒 に 行ない 、 イ マー ム が 「 ア ッ サ ラー ム ア ラ イク ム ワ 
ラフ マト ッ ラ ー」 と 唱え た 時 点 で 、 も し ラ カ ー ト の 回 数 が 足り て いれ ば そ 
の まま 皆 と 一 緒 に 終わ り ま す 。 

どの ラ カ ー ト に 間に合っ た か は 、 皆 の 動作 に 参加 し た と き 、 ル クー に 間 
に 合っ た か どう か で 判断 し ます 。 も し ルク ー に 間に合っ て いれ ば 、 そ の 回 
の ラ カ ー ト は 有効 で す 。 し か し レル クー に 間に合わ な けれ ば 、 そ の ラ カ ー ト 
は 数 えま せん 。 

6 、 イ マー ム が 「 ア ッ サ ラー ム ア ラ イク ム ワラ フ マ ト ッ ラ ー」 と 唱え た 時 点 
で 、 も し ラ カ ー ト の 回 数 が 足り て いな か っ た 場合 、 ほ か の 人 た ち が 右 を 向 
いて いる と きも 自分 一 人 は 正面 を 向い た まま で いま す 。 

そし て イマ ー ム が も う 一 度 「 ア ッ サ ラー ム ア ラ イク ム ワラ フ マ ト ッ ラ 
ー」 と 言っ て 左 を 向い た と き に 一 人 で 立ち 上 が り 、 足 りな か っ た 分 の ラ カ 
ー ト を 行ない ます 。 そ の 時 、「 ス プ ハ ー ナ カッ ラー フン マ ……」 お よび 「 ア 
ウー ズ ビ ッ ラ ー ヒ ……」「 ビ スミ ッ ラ ー ヒ ……」『 開 端 章 』『 も う ひ と つ 別 の 
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章 』 を 読ん を で 、 サ ラー ト の 足り な か っ た 要素 を 全て 補い ます 。 
7 、 最 後に も う 一 度 座っ て 終了 の 言葉 を 唱え 、 終 了 し ます 。 


E 旅行 中 の サラ ー ト 
旅行 を する と 、 普 段 自 分 が 住ん で いて よく 知っ て いる 場所 か ら 離 れる こと で 
いろ いろ と 不便 が あり 、 サ ラー ト も 大 変 な も の で す 。 イス ラー ム で は 「 旅 行者 
に 限っ て サラ ー ト を 短縮 で きま す 。 ま た 、 ズ フル と アス ル を 同じ 時 間 に 、 マ グ 
リプ と イシ ャ ー を 同じ 時 間 に 続け て 行なう こと も で きま す 。 


・「 旅 行者 」 の 条件 

旅行 し て いる 人 全て が イス ラー ム で いう と ころ の 旅行 者 で は あり ませ ん 。 イ 
スラ ー ム に お ける 「 旅 行者 」 と は 、 次 の 条件 に あて は まる 人 で す 。 

自分 の 普段 住ん で いる 場所 か ら お お よそ 8 0 キロ メー トル 以上 離れ た 場所 へ 
行き 、 そ こ に 1 5 日 未満 (つま り 1 4 日 以下 ) 消 在 し よう と いう 意思 を 持っ て 
いる 人 。 

. つ まり 、 た と え 日 帰り の 旅 で も 8 0 キロ 以上 の 距離 を 移動 すれ ば 、 そ の 人 は 
「 旅 行者 」 と し て みな され ます 。 

また 、8 0 キロ 以上 の 所 に ある ホテ ル や 旅館 に た どり つき 、 そ こ で 十分 くつ 
ろ い だ と し て も 、 そ こ で の 漠 在 予定 が 1 5 日 未満 で も われ ば 、 そ の 人 は まだ 「 旅 
行者 」 で す 。 し か し 、 目 的 地 が 8 0 キロ 未満 で も わっ た り 、 到 着地 で の 滞在 予定 
が 1 5 日 以上 で あっ た 場合 は 普段 通り の サラ ー ト を し ます 。 | 
また 、 注 意 し て 欲し い の で す が 、「 旅 行者 」 に な る か 否 か は その 人 の 「 予 定 」 
に より ます 。 つ まり 8 0 キロ 以上 1 5 日 未満 の 旅行 の 予定 の ある 人 は 、 自 分 の 
家 を 出 た 時 か ら 「 旅 行者 」 で す 。 例 え 自 分 の 家 か ら 1 0 キロ し か 離れ て いな く 
て も 、 あ る い は 帰り に 自分 の 家 の 近 くま で 来 て いて も 、 自 分 の 家 に た どり つく 
まで は 「 旅 行者 」 で す 。 
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また た と えば ある 人 が 8 0 キロ 以上 1 5 日 未満 の 予定 で ある 場所 に 泊まっ て 
いた と し ます 。 そ の 間 ず っ と 短縮 と 結合 の サナ ラー ト を し て いま し た が 、 急 に 消 
在 予定 を 延長 し 、 1 5 日 以上 滞在 すろ こと に し まし た 。 その 瞬間 か ら そ の 人 は 
「 旅 行者 」 で は な く な り 、 そ の 次 の 回 か ら の サラ ー ト は 平常 通り に や ら な けれ 
ば な り ま せん 。 た だ し 、 そ れ ま で 行なっ た 短縮 ・ 結 合 礼拝 は や り 直す 必要 は あ 
り ま せん 。 また 、 旅行 先 で 集団 礼拝 に 参加 し 、 地元 の イマ ー ム の 後に つく 場合 、 
イマ ー ム に 従っ て 平常 通り の 回 数 を 行ない ます 。 


F 短縮 礼拝 と 結合 礼拝 の や り 方 
それ ぞ れ の サラ ー ト に お ける 短縮 の 仕方 は 次 の 通り で す . 
ファ ジェ ュ ル : 2 ラ カ ー ト ~ その まま 


ズ フ ル : 4 ラ カ ー ト ー 2 ラ カ ー ト 
アス ル : 4 ラ カ ー ト 一 2 ラ カ ー ト 
マグ リプ  : 3 ラ カ ー ト 一 その まま 
イシ ジ シャー : 4 ラ カ ー ト つ 2 ラ カ ー ト 


ウィ トル  : 3 ラ カ ー ト - その まま 

ジュ ム ア  : 旅行 者 に と っ て ジュ ム ア は 義務 で は な い の で 、 参 加 し な く て も 
構い ませ ん 。 代 わり に 2 ラ カ ー ト の ズ フ ル を し ます 。 

スン ナ : 旅行 中 は スン ナ は 重要 度 が 下がり 、 ほ と ん ど 任 意 の サラ ー ト と 
同じ 程度 に な り ま す 。 で すか ら 、 や っ て も や ら な く て も 構い ませ 
ん 。 し か し も し 行なう と すれ ば 短縮 は し ませ ん 。 


短縮 礼拝 は ラ カ ー ト の 回 数 が 滅 っ て 短く な る 他 は 、 そ れ ぞ れ の サラ ー ト の や 
り 方 と 同じ で す 。 

結合 礼拝 は ズ フ ル の 時 間 、 も し く は アス ル の 時 間 に ズ フル と アス ル を 続け て 
行ない 、 マ グリ プ の 時 間 、 も し く は イシ ャ ー の 時 間 に マ グリ プ と イシ ャ ー を 続 
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け て 行ない ます 。 フ ァ ジ ュ ル は 他 の サラ ー ト と 結合 し ませ ん 。 

自動 車 、 列 車 、 飛 行 機 、 船 な どの 中 で も 、 ふ ら つ いて 転ぶ 心配 が な けれ ば 立 
っ て サラ ー ト すべ き で す 。 そ う で な けれ ば 座っ た まま サラ ー ト で きま す 。 乗 り 
物 に 乗っ て いる 時 も 、 で きる 限り マッ カ の 方 角 を 向き ます 。 


G けが を し た 時 の サラ ー ト 

イス ラー ム の 教え は あら ゆる 時 代 、 あ ら ゆ る 状況 に 対応 し て いま す 。 例 え け 
が を し た り 病 気 を し た り し て いて も 、 サ ラー ト を する 方 法 は あり ます 。 ま た 無 
理 は あり ませ ん か ら 、 け が や 病気 が 重く て 意識 が も うろ うと し て いる よう な 場 
合 は 免除 に な り ま す 。 そ れ で も 、 病 気 や けが の 時 の サラ ー ト の や り 方 が ある と 
いう こと は 、 サ ラー ト が どれ だ け 重 要 か と いう こと を 物語 っ て いる の で す 。 


・ け が を し た 時 の ウド ッ ー 

出血 を する と ウド ッ ゥ ッ ー は 壊れ て し まい ます か ら 、 け が を し た 時 は ウド ゥ ー の 
前 に 手当 て が 必要 で す 。 例 えば も し 指 を 切っ た り し て 指 に 包帯 や 絆 創 詩 を 巻い 
て いる 場合 、 濡 らち し た 手 で 一 度 包帯 の 上 か ら な で る こと で 洗う 代わ り に な り ま 
す 。 ま た 、 骨 折 し て 足 に ギプス を 巻い て いる よう な 場合 も 同じ で す 。 この 時 、 
絆 創 府 や ギプス の 全体 を な で る 事 が ポイ ント で す 。 

ベッ ド か ら ま っ た く 動 け な い よう な 場合 、 ウ ドゥ ー の 代わ り に タ ヤ ン ム ム を 
し ます 。(6 6 ペー ジ 「 タ ヤン ム ム 」 参 照 ) 


了 か ら だ が 不 自由 な と き の サ ラー ト 

けが や 病気 な ど で 通 常 の サラ ー ト の 動作 が で き な い 場合 に は 、 ど ん な 姿勢 で 
も サラ ー ト は で きま す 。 例 えば 、 膝 の 関節 が 悪く て 正座 お できない 場合 、 椅 子 
に 腰かけ て サラ ー ト で きま す 。 こ の と き 、 ル クー や サジ ダ の 代わ り に 、 そ れ を 
示す 動作 を すれ ば 良い の で す 。 その 時 、 ル クー と サジ ダ の 違い が 分 か る よう に 、 
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前 へ の 傾き 方 で 区 別 し ま す 。 サ ジ ダ を 示す の に は 、 ル クー より 深く 傾き ます 。 
丹 足 を ギプス で 固定 し て いる 場合 、 そ の 足 は 前 へ 投げ 出し て 床 に すわ り 、 そ 
の まま サラ ー ト で きま す 。 足 に 障害 の ある 人 も 同じ で す 。 

ベッ ド に 寝たきり の 場合 、 も し で きれ ば ベッ ド を 動か し て 足 を マッカ の 方 向 
に 向け て も らい ます 。 そ うし て 上 体 か 頭 を 少し だ け 起 こし て も らい 、 そ こ に 枕 
な ど を あて が いま す 。 そ うし て その 姿勢 で サラ ー ト し ます 。 ル クー や サジ ダ は 
頭 の わずか な 傾き か げん で 区 別 し ま す 。 ベ ッ ド を 動か せな い 場 合 、 上 顔 を 右左 
に 傾け て マッ カ の 方 角 を 向き 、 サ ラー ト し ます 。 痛 みな ど に より 顔 を マッ カ の 
方 角 に 向け る 事 が で き な い 人 は 、 ど ちら を 向い た まま サラ ー ト を し て も 構い ま 
せん 。 こ の よう に 、 ど ん な 場合 で も 無理 な く サ ラー ト が で きる の で す .。 
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も れい すけ すす ト H は 4 は け は けけ けけ HH は けけ けけ は 人 せ は けけ すす ササ 11 サ 1 ササ 1 すす すす けけ すす 1 すす 3 て で 
ロト オイ イイ ササ すす 1 すす ササ サト ササ ササ すす すす すす すす ササ サエ イイ イイ 11 バイ イサ ササ イイ サイ トイ エバ イエイ バイ エサ すす すす すくすく て 人 わけ は スス トイ 2 は 204LLA4A44400000000000000000 


よさ よし し よ よ スス えよ よ て きよ よさ て と て くさ て れい て すす す れい すす もん て も いか すす て て すもも サ て サト も て すす すす すす て と すし も ササ イ すす イサ すす イイ 1 
は けれ す サト けけ ササ す ササ ササ ササ 11 ササ す て イト ササ 9 て ササ イイ キサ オイ て ササ サイ イエ イイ イサ イ イイ イイ イイ イト トミ エイ て エエ エエ イイ スナ ナメ スナ ナイ イイ イイ スバ ス バス エズ ナス 4 よび 人 44LLCLLLAKLLAAAAALAAtAAatbeiieeeeei 


A ザ カ ー ト の 意味 と 重要 性 

ザ カ ー ト は 、 イ スラ ー ム の 基礎 と な る 第 三 の 柱 で す 。 これ は 財産 に 余裕 の あ 
る ムスリム (イス ラー ム 信 者 ) に 対し 、 至 高 な る アッ ラー が 命じ し られ た 義務 の 
ー つ で あり 、 そ の 人 の 財産 か ら 一 定 比率 の 金銭 や 現物 を 支払 うこ と を 意味 する 
も の で す 。 ザ カー ト は 毎年 の 終わ り に 、 そ れ ぞ れ の 人 の 収入 資源 と 貯蓄 の 双方 
に 課せ られ ます 。 ク ルアー ン に も 、 ザ カー ト に つい て サラ ー ト の 務め と 同じ 章 
や 節 に し ば し ば 述べ られ て いま す 。 

『 本 当 に 信仰 し て 善行 に 励み 、 礼 拝 の 務め を 守り 、 定 め の 坪 捨 を な す 者 は 、 主 
の 報奨 を 与え られ 、 恐 れ も な く 月 い も な い 。』 雌牛 章 (第 2 章 ) 277 節 


『 こ れ は 英知 の 啓典 の 微 節 ( 呈 ) で あり 、 若 行 に 勤しむ 者 へ の 導き で あり 、 ま 
た 直 悲 で ある 。 礼拝 の 務め を 守り 、 定 め の 喜 捨 を な し 、 ま た 、 来 世 を 現 く 信じ 
る 者 た ち へ の (導き で あり 慈悲 ) で ある 。 

これ ら の 者 は 主 の 御 導 き の 許 に あり 、 か れ ら こそ は 成功 する 者 で ある 。】 ルク マ 
ー ン 章 (第 31 章 ) 2 て 5 節 


この よう に 、 サ ラー ト (礼拝 ) は 言葉 と 動作 に よる 至高 な る アッ ラー に 対す 
る 崇拝 の 行為 で も や り 、 ザ カー ト は 財産 に よる 崇拝 の 行為 な の で す 。 ア ッ ラ フー へ 
の 皮 拝 の 気持 ち が な く て は 、 こ の 二 つ の 行為 は 精神 的 な 意味 を 持ち ませ ん 。 

ある と き 預 言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) の と ころ に 、 一 人 の 
男 が や っ て 来 て 尋ね まし た 。「 私 を 天国 に 入れ る 行ない を 教え て くだ さい 、」 要 
言 者 ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) は こう お 答え に な り ま し た 。「 あ な た は 葵 病 な 
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る アッ ラー を 上 岩 拝 し 、 か れ に どの よう な 同位 者 も 立て て は いけ な い 。 サ ラー ト 
を きち ん と 行ない 、 ザ カー ト を 支払 い 、 親 戚 と 良い 関係 を 保ち な さい 。」 

イス ラー ム は 信仰 と それ に 密接 に 結び つい た 行ない か ら な り ま す 。 ク ルアー 
ン の 中 に は 「 サ ラー ト を 確立 し 、 ザ カー ト を 支払 」 と いう くだ り が 数 多く 出 
て きま す が 、 こ の よう に 精神 的 行為 で や る サラ ー ト と 実際 の 行動 (に の 場合 は 
福祉 ) と が 密接 に 結び つい て いる の が イス ラー ム の 特徴 で す 。 信 仰 が 単なる 個 
人 の 精神 的 満足 の た め の 信心 で 終わ ら ず 、 社 会 に 向かっ て 行動 する 方 に 向い て 
いる の で す 。 博愛 や 慈悲 の 精神 に よる 福祉 は 様々 な が 所 に あり ます が 、 イ スラ ー 
ム に お ける ザ カ ー ト は 上 崇 拝 行為 の 一 種 で す 。 サ ラー ト や サウ ム が 体 を 使っ て 行 
な う 祭 拝 行為 で や る よう に 、 ザ カー ト は 人 金銭 を 使っ て 行なう 祭 拝 行為 な の で す 。 
ムスリム は ザ カ ー ト に よっ て 自分 の 財産 を 清め 、 至 高 な る アッ ラー の 恵み に 感 
謝 し 、 来 世 へ の 投資 と する た め に 施す の で す 。 

実際 に は 、 イ スラ ー ム 国家 が ある 場合 、 ザ カー ト の 支払 能力 の ある 人 々 か ら 
ザ カ ー ト を 徴収 する の は 国家 の 義務 で す 。 し か し 、 非 イス ラー ム 国 家 で は 、 至 
高 な る アッ ラー と 社会 に 対す る この ザ カ ー ト の 務め は 、 ム スリ ム 各 人 の 自発 性 
に 任 さ れ て いま す 。 し た が っ て ムスリム 兄弟 た ち が 互 い に そ の 務め に 注意 を 促 
し 合っ て いま す 。 


B ザ カ ー ト の 精神 

_ 富 は 至高 な る アッ ラー の 恵み で す 。 至高 な る アッ ラー は 宇宙 の 創造 主 で あり 、 
保持 者 で あり 、 人 間 が 持っ て いる あら ゆる も の の 本 当 の 所 有 者 で す 。 ク ルアー 
ン で こう 語っ て いま す 。 

『 誰 が 天 と 地 を 創造 し た の か 。 ま た 誰が あな た が た の た め に 、 天 か ら 雨 を 降ら 
せる の か 。 そ れ で われ は 、 美 し い 果 樹 園 を お い 茂 ら せる 。 そ この 樹木 を 成長 さ 
せる こと は 、 あ な た が た に は 出来 な い 。…・』 里 章 (第 27 章 ) 60 節 


77 


至高 な る アッ ラー こそ あら ゆる も の の 本 当 の 所 有 者 で あり 、 私 た ち 人 間 は 富 
を 託さ れ た に すぎ な い の で すか ら 、 財 産 は アッ ラー の 御 意 志 に 沿っ た 方 法 で 使 
うべ き で す 。 財 産 を 築く こと は 、 そ れ 自 体 が 目的 で は な く 手 段 で すか ら 、 正 し 
く 使 うこ と を 考え な けれ ば な り ま せん 。 ま た 至高 な る アッ ラー へ の 純粋 な 信仰 
の ほか に 、 ア ッ ラ ー か ら 見 て 最も 大 切な こと は 、 親 切 と 素 善 、 忍 耐 と 他人 へ の 
思い や り で ある と 述べ られ て いま す 。 

『 順 境 に お いて も また 逆境 に あっ て も 、( 主 の 贈物 を 施し に ) 使う 者 、 怒り を 押 
えて 人 びと を 寛容 する 者 、 本 当 に アッ ラー は 、 其 い 行ない を な す 者 を 愛 で ら れ 
る 。』 イ ムラ ー ン 家 章 (第 3 章 ) 134 節 


この よう に 至高 な る アッ ラー は 、 創 造物 に 対す る 謙譲 の 心 、 正 し い 欲 求 を 充 
た す た め の 中 席 の 道 、 類 悩 の 制御 お よび 寛容 と 博愛 の 精神 を 私 た ち 人 間 に 命 じ 
て お られ 、 同 時 に 、 仙 慢 、 享 楽 の 追求 、 物 質 へ の 欲望 の 追及 を 控え る よう に 求 
め て お られ ます 。 で すか ら 、 サ ラー ト (礼拝 ) は 心 の お おごり を 清め 、 サウ ム ( 斉 
戒 ) は 肉体 的 欲望 を 制御 し 、 ザ カー ト は 財産 へ の どん 欲 を 克服 する た めで も あ 
る の で す 。 

これ ら の 行ない すべ て の 背後 に ある 本 質 は 、 至 高 な る アッ ラー へ の 帰依 、 至 
高 な る アッ ラー の すべ て の 恵み に 対す る 感謝 、 至 高 な る アッ ラー の 寛容 と 慈 愛 
へ の 希望 で す 。 

特に 、 財 産 に 余裕 の ある ムスリム が この ザ カ ー ト の 務め を 果たす こと は 素 晴 
らし いこ と で す 。 そ れ は 、 至 高 な る アッ ラー か ら の 恵み に 対す る 感謝 の 気持 ち 
と 、 他 人 を 助け る こと の で きる 喜び で す 。 ザ カー ト を 払う こと は 和 至高 な る アッ 
ラー へ の 務め で すか ら 、 人 は ザ カ ー ト を 与え た 相手 に 何 か し て や っ た よう に 考 
えて は な り ま せん 。 む レ し ろ 自 分 の ザ カ ー ト を 受け 取る 相手 が いる こと に 感謝 し 
な く て は な り ま せん 。 代 し い 者 が ザ カ ー ト を 受け 取る の は 正当 な 権利 で あり 、 
それ を 与え る こと は 裕福 な 者 の 義務 だ か ら で す 。 イ スラ ー ム の 他 の 信仰 行為 と 
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同様 に 、 ザ カー ト を 与え た り 受 け 取 っ た りす る こと は 、 双 方 の 意図 が 純粋 で 誠 
実 で な く て は な ら な い の で す 。 


C ザ カ ー ト の 効果 

ザ カ ー ト の 道徳 的 ・ 物 質 的 な 効果 は 明らか で す 。 ザ カー ト を 施す こと は 、 そ 
の 人 の 財政 に 対す る どん 欲 な 気持 ち を 洗い 清め 、 貧 し い 人 に 対す る 慈悲 の 心 を 
育て ます 。 そ し て ザ カ ー ト を 受け る こと は 、 そ の 人 の 心から 金持ち に 対す る 義 
望 と 反感 の 情 を 和らげ 、 彼 の 心 の 中 に 親愛 の 情 を 生み ます 。 至高 な る アッ ラー 
は クル アー ン の 中 で こ う 言 われ て いま す 。 

『 天 と 地 の 凡 て の 鍵 は 、 か れ に 属す る 。 か れ は 、 御 心 に 適う 者 に 恵み を 広げ 、 
また ひき 締め られ る 。 本 当 に か れ は 凡 て の こと を 知り 尽 さ れる 。』 相談 章 (第 
42 章 ) 12 節 


『 か れこ そ は あな た が た を 地上 の (か れ の ) 代理 者 と な され 、 ま た ある 者 を 外 
より も 位階 を 高め られ る 御方 で ある 。 そ れ は 与え た も の に よっ て 、 あ な た が た 
を 試み られ る た めで ある 。・・・』 家畜 章 (第 6 章 ) 165 節 


この よう に ムスリム は 、 金持ち で あれ 、 貸 し い 者 で あれ 、 み な 現世 で どう 生 
きる か を 至高 な る アッ ラー に 試さ れ て いま す 。 財 力 の ある 者 は 寛大 で 慈善 の 気 
持ち を 持ち 、 至 高 な る アッ ラー か ら 授 けら れ た も の を ムスリム 兄弟 に 分 け 与え 
る 義務 が あり 、 貧 し い 者 は 忍耐 し 、 他 人 を ん だ り 如 し た りす る 心 を 抑え る 
よう 努力 する 義務 が あり ます 。 来 世 で の 人 の 運命 を 決定 する も の は 現世 で の 富 
や 地位 で は な く 、 そ の 人 の 至高 な る アッ ラー へ の 帰依 の 心 、 美 し い 品 性 お よび 
至高 な る アッ ラー か ら 授 けら れ た も の を いか に 使う か に か か っ て いま す 。 


イス ラー ム の 経済 原則 は 、 ク ルアー ン に 記さ れ て いる と お り 、 富 を 正しく 、 
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そし て バラ ンス よく 分 配 す る こと に あり ます 。 
『・‥・ そ れ は あな た が た の 中 の 、 た だ 富裕 な 者 の 間 に も っ ぱら わた ら せ な いた め 
で ある 。・…』J 集合 章 (第 59 章 ) 7 節 


この よう に イス ラー ム で は 、 富 の 死蔵 と 無制限 な 蓄積 を 禁じ てい ます が 、 富 
の 強制 的 な 平等 分 配 も 認め て は いま せん 。 む し ろ イ スラ ー ム は 中 唐 を 勧め て い 
ます 。 イ スラ ー ム の 教え に 従え ば 、 生 活 の 手段 や 収入 は 合法 的 で 正しい や り 方 
で 行わ れ 、 そ れ に よっ て 得 た 利益 は 社会 に 正しく 分 配 す る よう に な る の で す 。 

イス ラー ム に お ける 富 の 社会 へ の 還元 と 分 配 は 、 ザ カー ト と サダ カ で す 。 ザ 
カー ト は 義務 で あり 、 サ ダ カ は 自発 的 な も の で す 。 ザ カー ト が 正しく 行わ れる 
な ら ば 、 社 会 の 差別 と 貸 困 を 抑制 する 大 いな る 力 と な り 、 他 人 に 対し て 互い に 
愛 と 尊 艇 の 心 を 持ち 、 他 人 の 幸福 に 関心 を も つ 人 びと の 社会 を 作り 上 げ て ゆく 
で し ょ 2。 

ザ カ ー ト を 人 に 与え る こと は 、 優 越 感 と は 全く 関係 が あり ませ ん 。 それは サ 
ラー ト (礼拝 ) と 同じ く 信仰 に 基づい た 義務 で あり 、 ザ カー ト を 支払 うこ と に 
よっ て 、 そ の 人 は ムスリム と し て の 行ない を 果たし た こと に つい て 至高 な る ア 
ッ ラ フー に 感謝 し 、 自 分 の 罪 の 赦し を 願っ て 至高 な る アッ ラー に 祈 ら な けれ ば な 
ら な い の で す 。 


D ザ カ ー ト の 支払 い が 義 務 と な る 人 
ザ カ ー ト の 支払 い が 義務 な の は 、 成 人 の 男女 ムスリム で 、 ニ サー プ に 相当 す 
る 金額 の 財産 を イス ラー ム 麻 で 一 年 間 所 有 し て いた 人 で す 。 


・ ニ サー プ 
ニ サ ー プ と いう の は 、 ザ カー ト が 義務 に な る 最低 余剰 財産 の ライ ン の こと で 、 
これ 未満 の 財産 し か 持っ て いな い 人 に は ザ カ ー ト は 義務 で は あり ませ ん 。 つ ま 


80 


り 収 入 が いく ら 多 く て や も 、 必 要 経 費 や 生活 費 が 高く て お 金 が 残ら な い 場合 、 ザ 


カー ト は 義務 に は な ら な い の で す 。 


・ ニ サー プ の 計算 方 法 

ニ サ ー プ の 計算 方 法 は 、 金 8 7 、4.8 グラ ム の 時 価 か 、 銀 6 1 2、36 グ ラ 
ム の 時 価 ど ちら か 低い 方 を と り ま す 。 イ スラ ー ム 暦 は 太陰 暦 な の で 、 一 年 は 通 
常 私 た ち が 用 いる 西暦 より 短い の で 注意 が 必要 で す 。 ザ カー ト を 払う 人 は 自分 
で 任意 に 決算 日 を 決め 、 そ こ か ら 一 年 さか の ぼっ て 計算 し ます が 、 多 く の 人 は 
ラマ ダー ン 月 を 決算 日 に し て いま す 。 


包 ザ カ ー ト の 支払 い が 義 務 で な い 人 
ザ カ ー ト は イス ラー ム の 多く の 決ま り と 同様 、 能 力 の な い 人 に は 義務 で は あ 
り ま せん 。 そ こ で 次 の 人 は ザ カ ー ト を 支払 う 必要 は あり ませ ん 。 
ー 財 産 が ニ サ ー プ に 満た な い 人 
ー 正 気 を 失っ て いる 人 
ー 未 成年 


F ザ カ ー ト の 計算 
・ 何 に ザ カ ー ト が か か る か 
ムスリム の 財産 の うち 、 ザ カー ト の 義務 が 発生 する の は 以下 の よう な 財産 で 
す 。 以 下 の 財 産 を ニ サ ー ブ 以 上 1 年 間 所 有 し て いた 人 は 、 そ の 財産 に 対し ザ カ 
ー ト を 支払 わな けれ ば な り ま せん 。 
ー 現 金 
ー 金 お よび 金 製品 
ー 銀 お よび 銀製 品 
_ 一 在庫 商品 
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ー 家 畜 | 
ー 農 作物 (収穫 毎 ) 


・ ザ カー ト の 義務 が な いも の 

ー 家 庭 用 品 あ る い は 個人 の 物品 (例え ば 家 、 衣 服 、 食 器 、 家 具 、 自 動車 、 パ ソ 
コン 、 電 話 機 、 本 な ど ) 

ー 商 売 目 的 以外 の 物品 (例え ば 商用 車 、 事 務 機 器 、 借 り て いる 事務 所 ) 


ザ カ ー ト の 計算 は 別表 の よう に され て いま す が 、 そ れ ぞ れ の 計算 に つい て は 
ムスリム の 学者 、 あ る い は 当 セ ンタ ー へ ご 相談 くだ さい 。 


ii 


収穫 毎 1568 g 以 | 人 為 的 水利 の 場合 : 5% 
雨水 の 利用 の 場合 : 10% 


2 陸 和 よ び 金 鋼 | 金 88 g また は 銀 
価格 の 2. 5% 
ーー RM 


Ether 
mmwer lmwownv 
30 頭 に つき 1 才 の も の 1 頭 
和牛 、 水 牛 30 頭 
40 頭 に つき 2 才 の も の 1 頭 
初め の 40 頭 に 対し て 1 頭 
120 頭 に 対し て 2 頭 


300 頭 に 対し て 3 頭 
後 100 頭 毎 に 1 頭 









NE 
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24 頭 ま で 、 羊 か 山羊 1 頭 

25…35、1 才 も の 雌 ラ クダ 1 頭 
36 て 45、2 才 も の 雌 ラ クダ 1 頭 
46-60、3 才 も の 雌 ラ クダ 1 頭 
61 へ 75、4 才 も の 雌 ラ クダ 1 頭 


76^90、2 才 も の 雌 ラ クダ 2 頭 

91 て 120、3 才 も の 雌 ラ クダ 2 頭 

121 頭 以上 、40 頭 毎 に 2 才 も の 雌 ラク 
ダ 1 頭 ま た は 50 頭 毎 に 3 才 も の 此 ラ 
クダ 1 頭 





G ザ カ ー ト を 受け る 資格 の ある 人 

ザ カ ー ト を 受け る 資格 の ある 人 に つい て 、 ク ルアー ン で は 次 の よう に 述べ ら 
れ て いま す 。 

『 施 し 〔 サ ダ カ ]〕 は 、 貧 者 、 困 守 者 、 こ れ (施し の 事務 ) を 管理 する 者 、 お よ 
び 心 が (真理 に ) 傾い て きた 者 の た め 、 ま た 身代金 や 負 償 の 教 済 の た め 、 ま た 
アッ ラー の 道 の た め (に 率先 し て 奉 力 する 者 )、 ま た 旅人 の た め の も の で ある 。 
これ は アッ ラー の 決定 で ある 。 アッ ラー は 全 知 に し て 英明 で あら れる 。』 悔 悟 章 
(第 9 章 ) 60 節 


で すか ら 、 ザ カー ト を 受け る 資格 が ある の は 次 の よう な 人 々 で す 。 
ー 貸 困 者 : 自分 と 家族 を 支え る だ け の 充分 な 財産 を 持た な い 者 
ー 紋 災 者 : 災害 の た め に 財産 を 失っ て し まっ た 者 
ー ザ カー ト を 集め て 管理 する 者 : この 仕事 に た ず さ わ る 人 の 賃金 は ザ カ ー ト 基 
金 か ら 支 払わ れ ま す 。 ある 学者 の 見 解 で は 、 イ スラ ー ム 国家 の 国税 庁 や 公共 
団体 の 職員 は 、 こ れ に 含ま れ ま す 。 
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ー イ スラ ー ム へ の 改宗 者 : イス ラー ム に 改宗 し た た め に 財産 を 失っ た 者 は 、 当 
然 教 済 さ ん 、 き ちん と し た 生活 に 立ち 直る よう に 助け られ る べき で す 。 

ー 自 由 を 東 縛 さ れ て いる 者 : ムスリム の 人 質 や 戦争 捕虜 を 釈放 する 身代金 の 支 
払い が 含ま れ ま す 。 

ー 債 務 者 : 合法 的 な 必要 経費 が か さん で で きた 債務 の 返済 が 出来 ず に 困っ て い 
る 者 。 し か し 、 大 げ さ な 結婚 式 や 、 そ の 他 自 分 の 見 栄 や 浪費 に よっ て で きた 
債務 の 返済 に は 当て は まり ませ ん 。 

ー 旅 行者 : イス ラー ム の 布教 、 学 問 の 修得 、 商 売 な どの 正当 な 理由 で 自分 の 住 
まい を 離れ た 地 で 困っ て いる 者 は 、 こ の 部 類 に 入り ます 。 ザ カー ト は 、 こ の 
種 の 救済 活動 を 行っ て いる 福祉 団体 に 対し て も 支払 われ ます 。 

ー 至 高 な る アッ ラー の 道 に 奉仕 する 者 : これ は も っ ぱら イス ラー ム の 布教 活動 
_ を 行なう 人 や 、 イ スラ ー ム の 知識 を 探求 する 学者 や 学生 、 そ れ か ら 社 会 の た 
め に 有益 な 組織 を 作り 改善 する 人 、 例 えば 病院 、 孤 児 院 、 教 育 研究 所 、 図 書 
- 館 、 モ スク 、 イ スラ ー ム の 奉仕 団体 、 あ る い は 知識 の 普及 団体 な どの 団体 や 
職員 を 指し ます 。 


HH ザ カ ー ト を 受け る 資格 の な い 人 

次 の 人 々 ある い は 用 途 に は ザ カ ー ト を 支払 うこ と は で きま せん 。 
ー 非 ムスリム 

ー 預 言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) の 直系 の 子 係 
ー ザ カー ト 支 払い 者 の 祖父 母 、 両 親 、 配 偶 者 、 子 供 、 係 

ー ザ カー トト 徴収 人 以外 の 給料 と し て の 支払 い 

ー 裕 福 な 親 の いる 子供 

ーー 故人 の 借金 の 返済 の た め 

ー 葬 儀 費用 の た め . 

ー モ スク の 購入 や 建築 の た め 
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1 ザ カ ー ト に 関す る 各種 の 規定 

ザ カ ー ト 提供 者 の 扶養 家 族 は ザ カ ー ト を 受け る こと が で きま せん 。 ザ カー ト 
受給 者 に 必要 以上 を 与え て は な ら な いし 、 ザ カー ト を 受け る 権利 の ある 者 も 必 
要 以 上 を 受け 取っ て は な り ま せん 。 政 府 へ 支払 っ た 税金 は ザ が カー ト に は 含ま れ 
ませ ん が 、 政 府 が ザ カ ー ト と し て 徴収 し て いる 場合 は か まい ませ ん 。 

ザ カ ー ト の 提供 者 は この 務め を 実行 する こと に よっ て 、 お ご り 高 ぶっ た り 売 
名 し た り し て は いけ ませ ん が 、 も し 自分 が ザ カ ー ト を 支払 っ た こと が 他人 を 励 
まし 、 善 行 へ の 競争 心 を あお る よう な 健康 的 な か も の で あれ ば 、 名 前 を 公表 する 
こと も 許さ れ ま す 。 

受給 者 に 自分 の も ら っ た も の が ザ カ ー ト で ある こと を 告げ る 必要 は あり ませ 
ん 。 ザ カー ト を 受け る 資格 の ある 人 が 遠慮 し て ザ が カー ト は 受け た く な いと 言う 
場合 に は 、 そ の 出所 を 特に 言わ な いで 与え て も か まい ませ ん 。 し か し 提供 者 は 
それ を ザ カ ー ト と 意識 し て 支払 いま す 。 

ザ カ ー ト は 前 に 述べ た よう な 個人 や 団体 に 直接 に 渡さ れ ま す 。 提 供 者 は 、 そ 
の 相手 が 本 当 に ザ カ ー ト を 受け 取る 資格 が ある か どう か を 、 出 来る だ け 明 確 に 
判断 し な く て は な り ま せん 。 イ スラ ー ム 政府 が ある 場合 に は 、 ザ カー ト は 公 的 
機関 を 通し て 税金 と 同じ よう に 集め られ 、 そ の 分 配 は 政府 の 特別 部 門 の 仕事 で 
す 。 し か し 非 イ スラ ー ム 国 で の ザ カ ー ト の 支払 い は 、 そ れ ぞ れ の ムスリム が 目 
分 の 責任 で 支払 う 義 務 が あり ます 。 

日 本 で ザ カ ー ト を 支払 う 場合 、 個 人 が 自分 で 貧し い 人 な ど を 探し た り 、 他 の 
ムスリム か ら の 紹介 し て も ら っ た り 、 あ る い は 自分 の 信頼 する イス ラー ム 団 体 
が ザ カ ー ト の 分 配 を 行っ て いる 場合 、 そ の 団体 に 任せ る と いう 方 法 が あり ます 。 


J どの よう に ザ カ ー ト を 支払 うか 
ザ カ ー ト を 支払 うと き に は 、 ニ ー ヤ (意志 ) が 必要 で す 。 も し ニー ヤ な し に 
ザ カ ー ト に 相当 する お 金 を 払っ た り 施 し た 後 で 、 あ れ は ザ カ ー ト だ っ た こと に 
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し よう と 考え た 場合 、 そ の ザ カ ー ト は 無効 で す 。 も し ザ カ ー ト を 支払 っ た 後 で 
ザ カ ー ト を 払う べき で は な い 相 手 に 施し て し まっ た と 気がつい た 場合 、 そ の ザ 
カー ト は 有効 で す 。 ザ カー ト を 支払 うと き は 施さ れ た 相手 に それ が ザ カ ー ト で 
ある こと を 告げ る 必要 は あり ませ ん 。 


K サダ カ 
ザ カ ー ト は 経済 的 に 余裕 の ある ムスリム 男女 に 課 む られ た 一 つの 義務 で す が 、 
サダ カ は その 他 の あら ゆる 慈善 行為 を さ し ます 。 私 た ち 人 間 が 持っ て いる も の 
は 全て 至高 な る アッ ラー の 恵み で あり 、 そ の 中 か ら 金 銭 や 自分 の 能力 を 提供 し 
て 他人 を 助け る こと は 人 間 の 務め で す 。 至高 な る アッ ラー は クル アー ン で こ 2 
述べ て いま す 。 
『 あ な た が た は 愛す る も の を (施し に ) 使わ な い 限り 、 信 仰 を 全う し 得 な いで 
あろ う 。 あ な た が た が (施し に ) 使う どん な も の で も 、 ア ッ ラ ー は 必ず 御存知 
で ある 。』 イ ムラ ー ン 家斉 (第 3 章 ) 92 節 


さら に 何 を 慈善 の 為 に 使う か に つい て 、 至 高 な る アッ ラー は 次 の よう に 語っ 
て いま す 。 

『‥…・‥ ま た か れ ら は 何 を 施す べき か を あな た に 問う で あろ う 。 その 時 は 「 何 で も 
余分 の も の を 」 と 言っ て や る が いい 。・…』 雌牛 章 (第 2 章 ) 219 節 


そし て 施し 方 に つい て は 、 そ れ を 受け 取る 人 の 人 格 が 傷つか な いよ うに 気 を 
配り 、 匿 名 で 施し た り 、 自 分 の 行為 を 見 せ び が ら か し た り 高 慢 に な っ た り し な い 
よう に 注意 する べき で す 。 至高 な る アッ ラー は こう 語っ て いま す 。 

『 信 仰 す る 者 よ 、 あ な た 方 は 人 々 に 見 せ び ら か す た め 、 持 物 を 施す よう に 、 負 
担 傷 胡 を 感じ させ て 、 自 分 の 施し を 無益 に し て は な ら な い 。・…・』 雌牛 章 (第 2 
章 ) 264 節 
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『 規 切な 言葉 と 寛容 と は 、 俺 辱 を 伴う 施し も の に 優る 。 ア ッ ラ ー は 富有 に し て 
起 奄 深く あら れる 。』 典 重症 (第 2 車 ) 263 人 | 

施し を する 相手 は 、 ま ず 自 分 の 家族 、 扶 養 者 か ら は じ め て 、 親 族 、 孤 児 、 貧 
し い 人 、 困 っ て いる 人 、 未 亡 人 、 債 務 者 、 旅 行者 、 至 高 な る アッ ラー の 道 の 布 
教 者 、 そ し て 最後 に 、 救 助 を 必要 と する 一 般 人 に 対す る よう に 拡大 し て ゆく も 
の で す 。 至高 な る アッ ラー は こう 語っ て いま す 。 


『 か れ ら は 、 如 何 に 施す べき か 、 あ な た に 問う で あろ う 。 言 っ て や る が いい 。 
「 あ な た が た が 施し て よい の は 両親 の た め 、 近 親 、 孤 児 、 貧 者 と 旅路 に ある 者 
の た めで ある 。 本当 に アッ ラー は あな た が た の 警 行 を 、 何 で も 深く 知っ て お ら 
れる 。』 雌牛 章 (第 2 章 ) 215 節 


『( あ な た が た の 良い 施し は ) アッ ラー の 道 の た め に 、 心 を いた め な が ら も 、 大 
地 を 開 歩 出来 な い 困 除 者 の た め (の も の で ある )。 か れ ら は 控え 目 で ある か ら 、 
知ら な い 者 は 金 持 で ある と 考え る 。 あ な た が た は その 様子 か ら 察 し な けれ ば な 
ら な い 。 か れ ら は し つこ く 人 びと に 請 わ な い の で ある 。 あ な た が た が よい も の 
を 施せ ば 、 ア ッ ラ ー は 必ず それ を 熟知 され て お られ る 。』 雌牛 章 (第 2 章 ) 273 
節 


最後 に 、 よ り 広 い 見 地 か らし て 、 慈 善 の 意義 は 援助 を 必要 と し て いる 者 に 対 
し て 与え る 金 や 物 だ け に 限 ち な いこ と が 強調 され て いま す 。 そ れ は 他人 を 助け 
る た め に する 行為 や 言葉 の すべ て を 含ん で いま す 。 例 えば 時 間 、 労 力 、 利 害 関 
係 、 同 情 心 、 援 助 の 気持 ち 、 親 切な 言葉 な ども 含ま れ ま す 。 他 人 が 必要 と し て 
いる こと に 良く 気 を 配り 、 病 人 を 見 舞い 、 葬 位 に 参列 し 、 近 親 者 に 死な れ た 者 
を 慰め る こと 、 ま た 、 笑 顔 で 人 に 接する こと 、 こ れ ら すべ て が 慈善 の 行為 な の 
で す 。 
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この 慈善 行為 を 通し て 、 私 た ち が 真 の イス ラー ム 友 愛 精 神 を 成し遂げ る こと 
が で きる よう 、 至 高 な る アッ ラー の お 導き が あり ます よう に 。 


は 1 人 て サイ ササ ササ イサ ササ ササ ササ 1 すす 1 ササ 1 すす 1 て 9 す 人 せ トト 1 よせ すす せれ けけ すす すけ は ドド FPP 
IA スス は は 人 A て が 人 に けけ び 人 て て で て 1 すけ すす サ 1 人 て 111111 て 1 てけ 1 ササ せ 1 ササ て ササ すす 1 人 すす 1 は て すす 1 人 すす は よせ すれ 人 ト は すけ すけ すれ すけ PH 
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A ラマ ダー ン 月 と クル アー ン 

ラマ ダー ン 月 は イス ラー ム に お いて 非常 に 重要 な 月 で す 。 ラ マダ ー ン 月 に ム 
ハン マ ド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) が マッ カ 近 く の ヒ ラー の 洞穴 に こも っ て 
いた 時 、 ク ルアー ン の 最初 の 啓示 が 下さ れ ま し た 。 

『 読 め 、「 創 造 な され る 御方 、 あ な た の 主 の 御名 に お いて 。 一 凝 血 か ら 、 人 間 を 
創 られ た 。」 読 め 、「 あ な た の 主 は 、 最 高 の 式 貢 で あら れ 、 筆 に よっ て (書く こ 
と を ) 教え られ た 御方 。 人 間 に 未 知 な る こと を 教え られ た 御方 で ある 。」』 淫 自 
章 (第 96 章 ) 1 - 5 節 


アッ フー は クル アー ン の 中 で こう 言わ れ て いま す 。 

『 ラ マダ ー ン の 月 こそ は 人 類 の 導き と し て 、 ま た 導き と ( 正 邪 の ) 識別 の 明 証 
と し て クル アー ン が 下さ れ た 月 で ある 。 そ れ で お 前 た ちの うち この 月 家 に いる 
者 は 、 こ の 月 中 サウ ム し な けれ ば な ら な い 。』 雌牛 章 (第 2 章 ) 185 節 


アッ フー の 御 言葉 で あり 、 イ スラ ー ム の 最も 重要 な 啓典 で ある クル アー ン は 、 
ラフ マ ダ ー ン 月 に 下さ れ ま し た 。 この 月 は イス ラー ム の 聖 月 に あたり ます 。 ラマ 
ダー ン 月 に は クル アー ン を いつ も より も よく 読み 、 現 世 の 仕事 や 遊び より 祈り 
や 精神 的 な 修養 に より 時 間 を 費やす こと が 求め られ ます 。 

フ マ ダ ー ン 月 は 、 イ スラ ー ム 暦 の 第 9 番目 の 月 に あたり ます 。 イ スラ ー ム 暦 
は 月 の 運行 に も と づく 暦 で す の で 、 私 た ち が 通 常 使 っ て いる 太陽 の 運行 を も と 
に し た 暦 と は 違い ます 。 一 年 で お よそ 1 1 日 短く 、 し た が っ て ラマ ダー ン 月 も 
毎年 約 1 1 日 間 早く 繰り 上 が っ て いき ます 。 年 を 重ね る と ラマ ダー ン 月 も 冬 、 
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秋 、 夏 、 奉 と 全て の 季節 に 順番 に めぐ っ て きま す 。 こ れ は どう いう こと か と 言 
えば 、 世 界 中 の どん な 地域 に 住ん で いる ムスリム も 、 公 平 に 全て の 季節 で サウ 
ム を し な く て は な ら な いと いう こと で す 。 実際 サウ ム は 冬 に は 気候 も 寒く 、 日 
も 短い の で や りや すい の で す が 、 夏 は 著 く 日 も 長い の で 他 の 季節 より も 大 変 で 
す 。 も し サウ ム が ある 特定 の 季節 に 限ら ちら れ て いれ ば 、 あ る 国 の ムスリム は いつ 
も 楽 な サウ ム を 行ない 、 他 の 地域 の ムスリム は 、 ず っ と 苦し い サ ウム を 行なう 
こと に な り ま す 。 ラ マダ ー ン 月 が 毎年 ずれ て ゆく こと で 、 世 界 中 の ムスリム は 
全て の 季節 の サウ ム を 体験 する こと に な り ま す 。 


B ラマ ダー ン 月 と サウ ム 

ラマ ダー ン 月 の サウ ム は イス ラー ム の 五 柱 、 つ まり イス ラー ム で 最も 重要 な 
5 つの 義務 の 一 つ で す 。 あ ら ゅ ゆる 成年 の ムスリム は 、 男 性 も 女性 も や 、 ラ マダ ー 
ン 月 の 1 ヶ月 間 に は 毎日 暁 か ら 日 没 ま で の 間 サ ウム を し な けれ ば な り ま せん 。 
これ は 単なる ダイ エッ ト や 肉体 的 な 苦痛 の た めで は な く 、 精 神 的 な 行 で あり 、 
アッ ラー に 対す る 上 崇拝 と 服従 を 表す 祈り の 一 つの 形 な の で す 。 

アッ ラー は 私 た ち 人 間 を 創造 され 、 私 た ち に 生命 や 身体 を は じ め 毎 日 の 生活 
に 必要 な さま ざま な も の を 与え て 下さ いま し た 。 私 た ち が 健康 で 生活 で きる の 
も 、 毎 日 の 食事 が 食べ られ る の も 、 ア ッ ラ ー が それ を 与え て くれ て いる か ら で 
す 。 例 えば 人 間 は 努力 し ます が 、 ほ ん の 少し 雨 が 降ら な か っ た り 、 冷 夏 だ っ た 
りす る だ け で 、 負 儲 に な り ま す 。 い くら 科学 技術 が 進歩 し て も 、 ア ッ ラ ー が は ほ 
ど よ い 天 気 に し て くれ な けれ ば 人 間 に は どう に も で きま せん 。 ア ッ ラ ー は 私 た 
ちの 創造 主 で あり 、 人 間 を 養っ て いる 偉大 な 存在 で す 。 し か し 人 間 は 日 常に 償 
れ 、 そ の 恵み を あたり まえ の こと と 思い が ち で す 。 サ ウム を 行なう こと に よっ 
て 、 私 た ち は 普 段 忘 しれ て いる アッ ラー の 恵み を 改め て 認識 し 、 よ り 一 層 、 感 謝 
と 服従 の 気持 ち を 新た に する こと が で きる の で す 。 

また 、 私 た ち は ア ッ ラ ー の し も べ で あり 、 ア ッ ラ ー は 私 た ちの 主 で す 。 です 
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か ら 、 アッ ラー が 私 た ち に 一 定 の 期間 、 食 欲 や 他 の 欲望 を 控え る よう に 命じ ら 
、 れ た な ら 、 私 た ち は 従わ な けれ ば な り ま せん 。 ア ッ ラ ー は クル アー ン で こう 語 
っ つて お られ ます 。 

『 信 仰 する 者 よ 。 お 前 た ち 以 前 の 者 に 定め られ た よう に 、 お 前 た ち に サウ ム が 
定め られ た 。 お そら く 、 お 前 た ち は 主 を 長 れ る だ ろう 。』 雌牛 章 (第 2 章 ) 183 
節 


サウ ム に は 多く の 利益 が あり ます 。 預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 
あれ ) は 次 の よう に お っ し ゃ っ て いま す 。 

「 誰 で も ラマ ダー ン 月 に 誠実 な 信仰 と アッ ラー か ら の 報奨 を 期待 し て サウ ム 
する 者 は 、 以 前 の 罪 を 全て 許さ れる 」 


また サウ ム の 効用 の 一 つと し て 、 自 分 の 自制 心 ・ 克 己 心 を 強く する 作用 が あ 
り ま す 。 私 た ち は 毎 日 の 生活 の 中 で た くさ ん の 欲望 を 満た し 、 自 分 の 健康 に 害 
が ある こと を 習慣 にし て いる こと も あり ます 。 私 た ち が 欲 望 に 常に 忠実 で あり 
続け る と 、 私 た ち は 自 分 の 欲望 の 奴隷 に な っ て し まい ます 。 サ ウム を 行なう こ 
と に よっ て 、 私 た ち は 欲 望 に 支配 され る の で は な く 私 た ち が 欲 望 を 支配 し 、 自 
分 の 生活 を 抑制 する 精神 的 な 強 さ を 得る こと が で きる の で す 。 

また サウ ム を する こと に よっ て 、 和 私 た ち は 食 べ 物 の な い 人 急 し い 人 々 の 不幸 を 
わずか で も 体験 する こと が で き 、 そ れ に よっ て 貧し い 人 々 に 対す る 同情 心 や 親 
近 感 が わき ます 。 ま た サウ ム と いう 行事 を 通じ し て 、 私 た ち は 自分 が 世界 中 の ム 
スリ ツ ム と 一 体 に な っ た と 感じ 、 同 胞 意識 を 確認 する の で す 。 医学 的 に も 、 サ ウ 
ム は 血液 中 の 脂肪 分 を と り 、 腸 内 の 細菌 や 乳酸 の 有害 な 働き を お さえ る な ど 、 
健康 に も よい こと が 解り 始め て いま す 。 

し か し 、 こ れ ら は どれ も 二 次 的 な こと で す 。 私 た ち は ア ッ ラ ー か ら サ ウム を 
盆 じ られ まし た 。 そ こ で アッ ラー の 忠実 な し も べ と し て アッ ラー の お 喜び を 求 
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め 、 精 神 的 に アッ ラー へ 近づく た め に サウ ム を 行なう の で す 。 


C ルー ヤ ・ ア ル ヒ ラー ル ( 新 月 の 観測 ) 

ラマ ダー ン 月 の 始ま り と 終わ り は 新 月 の 観測 に よっ て 決ま り ま す 。 こ れ を ル 
ー ヤ ・ ア ル ヒ ラー ル と 言い ます 。 現 代 は 計算 に よっ て お お よそ の ラマ ダー ン 月 
の 始ま り は 分 か り ま す が 、 実 際 の 始ま り は 肉眼 で 観測 し て 決定 し ます 。 

イス ラー ム の 暦 は 月 を も と に し て いる の で 、 一 日 は 日 没 か ら 始 まり ます 。 ム 
スリ ム の 多い 地域 で は 、 シ ャ アバ ー ン 月 (イス ラー ム 暦 8 月 ) 2 9 日 の 日 没後 
に 子供 も 考 人 も 建物 の 屋上 や 山の上 に 登っ て 一 心 に 目 を こら し て 新 月 を 見 つけ 
よう と し ます 。 も し それ で シャ アバ ー ン 月 の 2 9 日 に 新 月 を 見 つけ れ ば 、 ラ マ 
ダー ン が 始ま り 、 そ の 夜 か ら タ ラウ ィ ー フ の サラ ー ト が 行わ れ 、 翌 朝 か ら サ ウ 
ム が 行わ れ ま す 。 新 月 は と て も 細く 、 ま た 地平 線 の 上 に 合っ て いる 時 間 は 日 没 
直後 の 短い 時 間 な の で 、 天気 が 悪かっ た り 空 気 が 洪 ん で いな けれ ば 月 を 見 つけ 
る の は 難し いで す 。 も し 誰 も 月 を 見 つけ る こと が で き な か っ た 場合 、 シ ャ アバ 
ー ン の 3 0 日 を 終え て か ら ラ マダ ー ン 月 が 始ま り ま す 。 で すか ら 、 隣 り 合う 別 
の 国 で 、 ラ マダ ー ン 月 の 始ま り と 終わ り が ずれ る こと も あり 、 そ れ は それ で 全 
く か まわ な い の で す 。 日 本 の よう に イス ラー ム の 国 で も な く 、 天 候 の た め に 新 
月 を 見 つけ る の が 難し い 国 で は 、 新 月 が 確認 で き な か っ た 場合 、 一 番 近い イス 
ラー ム の 国 で ある マレ ー シ ア の 日 程 に 合わ せる こと に な っ て いま す 。 


D サウ ム の や や り 方 
・ ニ ー ヤ (意志 ) 


サウ ム を 始め る に あたっ て は 、 ま ず サ ウム を する ニー ヤ (意志 ) が 必要 で す 。 
口 で 言う 必要 は な く 、 本 人 が サウ ム す る こと を 分 か っ て いれ ば 十分 で す 。 
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・ サ フー ル 

サウ ム の 時 間 は ファ ジェ ュ ル (日 の 出 よ り 前 の 地平 線 に 思 光 が さ し た と き ) か 
ら マ グリ プ (日 没 ) まで で す 。 こ の ファ ジュ ル と は ファ ジュ ル の サラ ー ト が 始 
まる 時 刻 と 同じ で す 。 空 の 白 み 始め る 前 に 起き て 、 サ ウム に 備え て 軽く 食事 を 
と り ま す 。 この 食事 の こと を サフ ー ル と 言い ます 。 これ は 預言 者 へ ムハンマド ( 彼 
の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) の スン ナ (実践 ) で す 。 こ れ に よっ て 一 日 の 体力 を 損 
な わな い 程度 に サウ ム を する こと が で きま す 。 し か し この 時 の 食事 で お 腹 を い 
っ ぱい に する の は 好ま し く あ り ま せん 。 この 時 の 食事 に は 、 あ まり 塩味 の きい 
た も の や 、 強 い 味付け の も の を 避け 、 タ ン パ ク 質 を 多く 含ん だ 食べ 物 が 良い と 
され ます 。 

サフ ー ル を 食べ る 時 刻 は 遅い 方 が 良い の で す が 、 フ ァ ジ ュ ル まで に は 飲食 を 
終え 、 歯 を 磨く な ど し て サウ ム に 備え る べき で す 。 

サフ ー ル を 終え た ら 、 この 日 一 日 の サウ ム を 行なう と いう ニー ヤ を 持ち ます 。 
た と えば 、「 ア ッ ラ ー よ 。 あな た の 命令 に 従い 、 今 日 一 日 の サウ ム を 行ない ます 」 
と 意図 し ます 。 食 事 を し て か ら フ ァ ジ ュ ル の サラ ー ト が 始ま る まで の し ば らく 
の 間 は 、 ク ルアー ン の 読 語 や 祈り に 費やし ます 。 そ し て ファ ジュ ル の サラ ー ト 
の 時 刻 に 入っ た ら 、 日 の 昇る 前 まで に サラ ー ト を ささ げ ま す 。 


世 サウ ム 中 や っ て は いけ な いこ と ・ 望 まし く な いこ と 

サウ ム を 始め た ら 、 昼 の 間 は 一 切 の 飲食 や 喫煙 、 性 行為 を し て は いけ ませ ん 。 
一 幼 の と は 、 例 え 一 粒 の 米 や ウド ゥ ー の と き に 口 を すす い だ 水 の 一 滴 も の ど を 
通っ て は いけ な いと 言う こと で す 。 さ ら に 口 に 入れ た も の を 大 み 込ん だ り 、 鼻 
や 口 か ら 、 あ る い は 注射 器 や 座 泉 に よっ て 体内 に 薬 や 栄養 剤 を 入れ る こと も サ 
ウム を 破る こと に な り ま す 。 | 

し か し うっ か り と サウ ム 中 で ある こと を 忘れ て いて 、 無 意識 に 飲食 し た り 、 
何 か を 口 に 入れ た り し た 場合 、 気 が 付い た 時 点 で すぐ に や め 、 そ の まま サウ ム 
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を 続け れ ば 良い で す 。 香 水 、 こ う 薬 、 化 粧 クリ ー ム 、 外 用 薬 の 使用 、 歯 を 磨い 
て 口 を 軽く すす ぐ こ と 、 無 意識 に 唯 を 飲み 込む こと 、 身 体 を 洗う こと な ど は 、 
サウ ム を 破る こと に な り ま せん 。 | 

ょ た 、 サ ウム を 直接 破る こと に は な り ま せん が 、 け ん か や 議論 、 他 人 の 悪 ロ 
や 拓 談 な ど は サウ ム の 精神 的 な 効果 を 落と す の で 慎む よう に し ます 。 イ スラ ー 
ム の サウ ム は 単に 食べ な いと 言う こと で は な い の で す 。 食 事 を し な いこ と に よ 
る 底 い た 時 間 を 、 こ ん な 悪い 方 向 に 向け な いよ うに 気 を 付け た いも の で す 。 


F サウ ム 中 する べき こと ・ 許 され る こと 

ラマ ダー ン 月 は サウ ム と いう 行 を 通じ て 、 自 分 を 精神 的 に 磨く 月 で すか ら 、 
普段 より も よい 生活 習慣 を 心がけ る べき で す 。 預 言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝 
福 と 平安 われ) は 次 の よう に お っ し ゃ っ て いま す 。 

[ラマ ダー ン 月 、 祝 福 の 月 が 近づい て きた 。 そ の 月 の 間 に は 、 ア ッ ラ ー は あ 
な た た ちの 方 を 向 か れ 、 か れ の 特別 の 慈悲 を 下さ れる 。 ま た あな た た ちの 適 ら 
を 許さ れ 、 祈 り を 受け 入れ られ る 。 あ な た ち が 良 い 行ない を お 互い に 競い 合う 
の を ご 覧 に な り 、 天 使 た ちの 前 で も な た た ちの こと を 自慢 され る 。 だ か ら ア ッ 
ラー に 対し 、 自 分 の 良い 所 を 見 せな さい 。 真 に 最も 哀れ で 不運 な 者 は 、 こ の 月 
に アッ ラー の 慈悲 に あず か れ な か っ た 者 で ある 」 


そこ で この 月 に は 、 普 段 よ り ず っ と 多く の 時 間 を 崇 神 行為 に 費やす べき で す 。 
まず 、 ラ マダ ー ン 月 と クル アー ン に は 密接 な 関係 が な あり ます 。 ク ルアー ン の 最 
初 の 磨 示 は この 月 に 下さ れ ま し た 。 そ こ で ラマ ダー ン 月 に 一 度 、 ク レル アー ン の 
始め か ら 終わ り ま で 読破 する こと が 強く 薦め られ て いま す 。 

炎 に 、 義 務 の サラ ー ト は 当然 の こと 、 ス ン ナ の サラ ー ト や ナ フ ル (任意 ) の 
サラ ー ト も た くさ ん 行なう べき で す 。 ズ ィ ク ル (アッ ラー の 御名 の 唱 念 ) や ド 
ゥ アー (祈願 ) も いつ も より 多く 行なう よう 心がけ ます 。 
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また サウ ム の 目的 の 一 つ は 、 人 負え や 貧困 と は どん な も の か を 体験 し て 貧し い 
人 に 対す る 親近 感 を 育て る こと に あり ます 。 で すか ら 、 施 し を する こと は サウ 
へ の 目的 に 強く つなが っ て いて 、 ム スリ ム は 余裕 の ある 範囲 で 、 で きる だ け 多 
ヽ く の 尋 し を する こと が 薦め られ ます 。 た と え 金 銭 で な く て も 、 サ ウム を 解く と 
き の 食事 に 人 を 招い て 一 緒 に 食べ る こと も その 一 環 で す 。 

また 、 多 く の 人 が ザ カ ー ト の 決算 日 を ラマ ダー ン 月 に し て いま す 。 一 年 の 貯 
蓄 の 2、 5 パー セン ト を 貧し い ム スリ ム に 施し ます 。 

サウ ム 中 で も 仕事 を し た り 買 い 物 を し た り 、 禁 じ し ら ちら れ て いる こと 以外 は 普通 
の 生活 を し て も か まい ませ ん 。 た だ 、 ラ マダ ー ン と いう この 聖なる 月 を 良い 機 
会 に 、 仕 事 な どの 日 常に 全て を か ける の で は な く 、 人 間 が 生き て いる 目的 や ア 
ッ ラ フー の 偉大 さ な ど に 思い を 巡ら せ 、 自 分 の 人 生 を ひと まず 立ち 止ま っ て ゆっ 
くり と 考え て みる こと が 大 切 で す 。 ラ マダ ー ン 月 と いう の は 、 ま さ に そう いう 
精神 的 な 意味 の ある 月 な の で すか ら 。 


G イフ ター ル 

日 が 沈む と 、 そ の 日 の サウ ム は 終了 で す 。 日 没後 すぐ に な つめ や し の 実 か ミ 
ルク か 水 な ど を っ て サウ ム を 解き ます 。 こ の 食事 を イフ ター ル と 言い ます 。 
イフ ター ル を 始め る まえ に 、 次 の よう に 唱え る の が 預言 者 ( 彼 の 上 に 祝福 と 平 
安 あれ ) の 実践 で す 。 

「 ア ッ ラ ー フ ンマ ラ カ ス ム ト ワ ビ カ アー マン ト ワ ア ライ カ クタ ワッカ 
ルト ワ ア ラー リズ キ カ アフ タル ト ビス ミッ ラー ヒ ラフ マー ニ ラ ヒ ー 
ム 」 

(意味 : アッ ラー よ 。 あ な た の た め に 私 は サウ ム し まし た 。 あ な た を 私 は 信 
じ 、 あ な た に 私 は 頼り ます 。 そ し て 今 私 は この サウ ム を 、 あ な た か ら 来 る 食べ 
物 に よっ て 破り ます 。 慈 悲 あ まね く 慈悲 深き アッ ラー の み 名 に お いて ) 

その 後 、 マ グリ プ (日 没後 ) の サラ ー ト を 行ない ます 。 マ グリ ブ の サラ ー ト 
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を 終え て か ら 、 各 人 の 好き な よう に 十分 な 食事 を と り ます 。 夜 の 間 は 普通 と 同 
じ 生活 が で きま す 。 け れ ど も その 時 に 、 星 間食 べ な か っ た 分 を 埋め 合わ せよ う 
と し て 一 度 に 食べ 過ぎ な いよ うに 注意 し た いも の で す 。 


HH サウ ム を 破っ て も よい 場合 ・ 免 除 さ れる 場合 

次 の 人 々 は サウ ム を し な く て も よい こと に な っ て いま す 。 

ー サ ウム を する と 病状 が 悪化 する 病人 

ー イ スラ ー ム 法 で 規定 され た 「 旅 行者 」: つま り 80 キロ 以上 の 距離 を 移動 し て 
現地 で の 滞在 が 15 日 未満 の 意志 で 自分 の 町 を 出 た 人 。 し か し 旅行 中 で も 特に 
苦痛 な く サ ウム で きる よう で あれ ば 、 サ ウム し ます 。 

ー 好 婦 、 お よび 乳 飲み 子 を 育て て いる 女性 が 、 サ ウム に よっ て 胎児 や 母体 に 悪 
影響 が ある 場合 


以上 の 人 々 は サウ ム を 遅らせ る こと が で きま す が 、 サ ウム の で き な い 条件 が 
終わ り 次 第 、 後 日 で き な か っ た 分 の 日 数 、 サ ウム を や ら な く て は な り ま せん 。 


ー 老人 で 虚弱 な た め に サウ ム に た えら れ な い 人 : この 人 々 は サウ ム の 義務 を 免 
只 さ れ ま す 。 し か し も し 金銭 的 に 余裕 が あれ ば 、 自 分 が サウ ム で き な か っ た 
才 一 日 に つき 、 二 食分 の 食事 か 、 そ れ に 相当 する 金銭 を 貸し い 人 に 施さ な 
けれ ば な り ま せん 。 

ー 時 礎 期 に 達し な い 子供 : し か し 子供 の うち か ら サ ウム に 対す る 心構え を 持た 
せる た め に 、 炒 日 間 、 あ る い は 一 日 の うち の 数 時 間 だ け で も サウ ム を 体験 さ 
せる と いい で す 。 


病気 や 旅行 、 月 経 な どの 正当 な 理由 が な い の に 、 勝手 に サウ ム を や ぶる の は 、 
アッ ラー に 対す る 違反 で す 。 
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1 サウ ム を し て は いけ な い 場 合 

次 の 人 は サウ ム を し て は いけ ませ ん 。 

ー 月 経 期間 中 の 女性 : 彼女 は ラマ ダー ン 月 の 後に や ら な か っ た 日 数 分 、 遅 れ て 
サウ ム を 行ない ます 。 ' 

ー 出 産後 の 出血 が ある 間 : 彼女 は 出血 が 止ま っ て か ら や ら な か っ た 分 の サウ ム 
を 行ない ます 。 


J カカ ダー の サウ ム 

正当 な 理由 が あろ うと も 、 ラ マダ ー ン 月 の 定め られ た サウ ム を し な か っ た 場 
合 や サウ ム を 破っ て し まっ た 場合 、 後 日 同じ 日 数 の サウ ム で 埋め 合わ せ を し な 
けれ ば な り ま せん 。 こ れ を カ ダ ー の サウ ム と いい ます 。 カ ダー の サウ ム は 、 ラ 
マダ ー ン 月 の 後 、 な る べく 早く 行ない ます 。 


KK カッ ファ ー ラ の サウ ム 
食べ た り 飲ん だ り 性 交 す る な ど し て わざ と サウ ム を 破っ た 場合 、 そ の 償い の 
た め 、 後 に 自分 で 連続 60 の サウ ム を し な く て は な り ま せん 。 これ を カッ ファ 
ー ラ の サウ ム と いい ます 。 も し 体力 的 に それ が で き な け れ ば 、 破 っ た 1 日 に つ 
き 60 人 の 人 に 1 日 2 食 の 食事 を ふる まう か 、 同 等 額 の お 金 を 施さ な けれ ば な り 
ませ ん 。 


し フィ ド ヤ 

サウ ム が 全く で き な い 非常 な 高齢 者 や 、 死 ぬ ま で 治る 見 込み の な い 病 人 な ど 
は サウ ム の 義務 を 免除 され ます が 、 そ の 代わ り 補 償 金 を 払わ な けれ ば な り ま せ 
ん 。 こ れ を フィ ド ヤ と いい ます 。 フ ィ ド ヤ は 逃し た サウ ム 1 日 に つき 、 偽 し い 
人 に 1 日 2 食分 の 食事 を も て な すか 、 相 当 額 の お 金 を 施し ます 。 
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M タラ ウィ ー フ の サラ ー ト 

ラマ ダー ン 月 の 間 に は 、 生生 の ラド の ば Re 人 ま の 
上 に 祝福 と 平安 あれ ) の 慣習 で あっ た タラ ウィ ー フ と 呼ば れる サラ ー ト が あり 
ます 。 こ の サラ ー ト は 各自 また は 集団 で 8 ラ カ ー (礼拝 の 単位 )、 1 0 ラ カ ー、 
また は 2 0 ラ カ ー 行 な いま す 。 

実際 に マス ジ ド (礼拝 堂 ) で 行なう 場合 は 、 イ シャ ー ( 夜 ) の サラ ー ト の 後 、 
スン ナ の サラ ー ト を 終え て か ら 集 団 で 行ない ます 。 2 ラ カ ー ご と に 終了 し 、4 

ー ご と に 少し 休憩 し ます 。 タ ラウ ィ ー フ の サラ ー ト の 後に 続け て 、 普 段 は 

各個 人 で 行なう ウィ トル の サラ ー ト も 集団 で 行ない ます 。 も し イマ ー ム (サラ 
ー ト の 先導 者 ) が クル アー ン 暗 記者 で あれ ば 、 毎晩 タク カシ アー ン を この サラ ー ト 
中 に 読み 、 ラ マダ ー ン 月 の タラ ウィ ー フ で 全 ク ルアー ン を 読み 切り ます 。 


N ライ ラ ト ッ ゥ ・ ル ・ カ ドッ ゥ ル (カカ の 夜 ) 

_ ライ ラ ト ッ ・ ル ・ カ ドゥ ル は イス ラー ム で 非常 に 重要 な 夜 で す 。 ア ッ ラ ー は 
- クル アー ン で 次 の よう に 語っ て お られ ます 。 | 
『 真 に われ は この (啓示 を ) ライ ラ ト ゥ ・ ル ・ カ ドゥ ル ( 力 の 夜 ) に 下 し た 。 
力 の 夜 が 何で ある か を お 前 に 理解 させ する も の は な に か 。 カカ の 夜 は 千 月 に 優る 。 
(その 宮 ) 天使 た ちと 秋 婁 は ま の 許し の も と に あら ゆる 所 に 舞い 降り る 。 暁 
で それ は 平安 で ある 。』 み いつ 章 (第 97 章 ) 1- 5 節 


アッ ラー の 啓示 クル アー ン は 、 ラ イラ トゥ ・ ル ・ カ ドッ ゥ ル に 天上 か ら 第 一 天 
に 下さ れ ま し た 。 ま た この 夜 に は 天使 た ち が 群 を な し て 地上 に 下り 、 祈 っ て い 
る 人 々 の 許し を 求め ます 。 こ の 一 夜 は 精神 的 価値 に お いて 千 月 に 優る と 言わ れ 
て いま す 。 こ の 夜 が 何 昌 な の か は は っ きり と 分 か っ て いま せん 。 し か し ラマ ダ 
ー ン 月 の 最後 の 1 0 日 に 探さ な けれ ば な り ま せん 。 ラ マダ ー ン 月 2 1 日 、2 3 
日 、25 日 、27 日 、29 日 (の 前 夜 プ ヒジ ュ ラ 暦 は 日 没 か ら 始 まる た め ) は 
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可能 性 が 高く 、 特 に 2 7 日 (の 前 夜 ) の 可能 性 が 最も 高い と 言わ れ て いま す 。 
そこ で ムスリム は この 夜 を 求め て 毎晩 祈り に 時 を 費やす の で す 。 


・ ラ イラ トゥ ・ ル ・ カ ドゥ ル の ドッ ゥ アー 

イス ラー ム に お ける 夜 と は 、 マ グリ プ (日 没 ) か ら フ ァ ジ ュ ル ( 暁 ) まで を 
意味 し ます 。 そ の 中 で も 最も 祈り が 開き 届け られ 、 精 神 的 に 重要 な 時 間 は 夜 の 
最後 の 三 分 の 一 で す 。 こ の 時 間 に 起き て タ ハ ッ ジ ュ ド (深夜 礼拝 ) を する こと 
に は 大 きか な 価値 が あり ます 。 あ る 時 和 預 言 者 のり 奏 ア ー イ シャ が 預言 者 ( 後 の 上 に 
祝福 と 平安 あれ ) に た ず ね まし た 。「 も し 私 が ライ ラ ト ゥ ・ ル ・ カ ドッ ゥ ル を 見 つ 
けた ら 、 な ん と 言っ て 祈 れ ば 良い で し ょ うか 」 預 言 者 ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 
れ ) は こう お 答え に な り ま し た 。 ] 間 
「 ア ッ ラ ー プ ンマ イン ナカ アフ ー ウ ン トッ ゥ ヒッ プル アフ ワ ファ ー ア 
フアン ニ (アッ ラー よ 、 あ な た は 最も 許さ れる お 方 で す 。 で すか ら 私 を お 許し 
下さ い )」 


O イイ ティ カー フ 

イイ ティ カー フ と は 、 お 人造 も り の 意志 と と も に マス ジ ド (礼拝 堂 ) の 中 に 錠 
も る こと で す 。 預 言 者 へ ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 われ ) は いつ も ラマ ダ 
ー ン 月 の 最後 の 1 0 日 間 に は イイ ティ カー フ を され まし た 。 イ イ テ ィ カー フ と 
は 、 現 世 の 一 切 の 雑事 を 置い て アッ ラー に 対す る 祈り や クル アー ン の 良 唱 な ど 
に 費やす こと で 、 そ れ に よっ て 通常 の 祈り 以上 の 精神 的 な 恩恵 を 得 ま す 。 イ イ 
ティ カー フ の 状態 に ある 人 は 、 眠 っ て いて も 祈っ て いる の と 同じ 状態 に ある と 
見 な され ます 。 


・ イ イ テ ィ カー フ の や り 方 
- イイ ティ カー フ を する の に 最良 の 場所 は 、 マ ッ カ の カアバ が ある マス ジ ド 
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ゥ ・ ル ・ ハ ラー ふ ム で す が 、 ど の マス ジ ド で 行なっ て も 構い ませ ん 。 ラ マダ ー ン 
月 2 0 日 の 日 没 前 、 お 科 も り の 準備 と を そし て マス ジ ド に 入り 、 イ イ テ ィ カー フ を 
する ニー ヤ (意志 表明 ) を し ます 。 ひ と た ぴ イ イ テ ィ カー フ が 始ま っ た ら 、 正 
当 な 理由 な し に 中 断 し た 場合 、 そ の 分 を 後 で や り 直 し し な けれ ば な り ま せん 。 
イイ ティ カー フ は お 籠 も り で す の で 、 通 常 の 生活 を する こと は 許さ れ ま せん 。 
基本 的 に マス ジ ド の 外 に 出る こと が で きま せん 。 飲 食 や 睡眠 、 更 衣 な どす べ て 
マス ジ ド の 中 で 行ない ます 。 
イイ ティ カー フ 中 に 外出 し て も 許さ れる 理由 は 、 次 の よう な も の で す 。 
ー 便 所 に 行く こと : マス ジ ド に 便所 が あれ ば 、 そ の 便所 を 使用 し な けれ ば いけ 
ませ ん 。 | 
ーー 風呂 に 入る こと : マス ジ ド に シャ ワー 室 が 備え て あれ ば 、 そ れ を 使用 し な け 
れ ば な り ま せん 。 上 
ー 食 事 を 用 意 し て く れる 人 が 誰 も いな い 場合 、 家 に 食べ 物 を と り に 行く こと : 
_ し か し 食事 は マス ジ ド の 中 で し な けれ ば な り ま せん 。 
ー 自 分 の いる マス ジ ド で 金曜 礼拝 が な い 場合 、 金 曜 礼拝 に 加 す る た め に 他 の 


マス ジ ド へ 行く こと 


これ ら 以 外 の 理由 、 例 えば 家族 に 会 い に 家 に 帰る と か 、 葬 式 や 見 舞い に 行く 
な ど は イイ ティ カー フ を 破る こと に な っ て し まい ます 。 イ イ テ ィ カー フ の 最 中 
は 、 1 日 5 回 の マス ジ ド の サラ ー ト に 参列 し 、 サ ウム し 、 空 いた 時 間 は クル ア 
ー ン を 読ん だ り 任意 の サラ ー ト に 費やし ます 。 特に ラマ ダー ン 月 の 最後 の 10 日 
_ 間 に は ライ ラ ト ゥ ・ ル ・ カ ドル の チャ ンス が ある の で 、 深 夜 礼拝 は 欠か さ ず 行 
な う よ う に し ます 。 こ の よう に し て 初心 の 通り お 籠 も り を する の で す 。 シャ ツウ 
ワー ル 月 の 新 月 が 確認 され た な ら ば 、 イ イ テ ィ カー フ を 終え る こと が で きま す 。 
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・ 女 性 の イイ ティ カー フ 

女性 の 場合 は 自分 の 家 の 一 角 を イイ ティ カー フ 専 用 の 場所 に 定め 、 そ の 中 に 
籠 も り ま す 。 男 性 が マス ジ ド に 傍 も る 場合 と 同様 、 イ イ テ ィ カー フ の 最 中 は 定 
め ら れ た 理由 な し に そこ か ら 出 る こと は 許さ れ ま せん 。 で すか ら 食 事 も 家族 の 
誰か に 作っ て も ら う こと に な り ま す 。 


P サダ カト ッ ゥ ・ ル ・ フ ィ ト ッ ル ( ザ カ ー ト ゥ ・ ル ・ フ ィ ト ッ ル ) 

・ 誰 が 支払 うか 

サダ カト ッ ゥ ・ ル ・ フ ィ ト ゥ ル と は 、 ラ マダ ー ン 月 の 間 に す る 施し で 、 ザ カー 
ト と 同じ く イ スラ ー ム で 定め られ た 一 定額 の 貯蓄 (これ を ニ サ ー ブ と いい ます ) 
を 所 有 し て いる 人 全員 の 義務 で す 。 一 般 的 に 、 家 長 で ある 夫 が 妻 や 子供 た ち 全 
員 の 分 を 払い ます 。 サ ダ カ ト ゥ ・ ル ・ フ ィ ト ゥ ル に よっ て アッ ラー は ラマ ダー 
ン 中 に 犯し た 私 た ちの 過ち を お 許し に な り ま す 。 そ し て それ は 貧し い ム スリ ム 
同胞 が みな と 一 緒 に イー ド を 祝う 助け に な り ま す 。 


・ い くら を どの よう に 、 誰 に 支払 うか 

サダ カト ウゥ ・ ル ・ フ ィ ト ゥ ル は ラマ ダー ン 月 の 間 、 少 な く と も イー ド の サラ 
ー ト の 前 まで に 払い ます 。 額 は 1. 633 キロ グラ ム の 小 奏 か 米 、 あ る い は 相当 額 
の お 金 で す 。 現代 の 日 本 で は 、 約 1500 円 に な り ま す 。 自 分 で 貧し い ム スリ ム を 
捜し て 与え る か 、 信 頼 で きる イス ラー ム 団 体 に 任せ ます 。 


Q ライ ラ ト ゥ ・ ル ・ ジ ャ ー イ ザ 

ラマ ダー ン 月 は 、 そ の 始ま り と 同じ よう に 新 月 を 見 つけ る こと に よっ て 終わ 
り ま す 。 ラマ ダー ン 月 2 9 日 に 新 月 が 見 つか れ ば その 胸 は タラ ウィ ー フ も な く 、 
翌日 は 祝日 で すか ら 、 全 て の ムスリム は サウ ム の 行 が 終わ っ た こと に 対す る 達 
成 感 と 満足 感 で 休み ます 。 や し 新 月 が 見 つか ら な けれ ば タラ ウィ ー フ の サラ ー 
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ト を 行ない 、 翌 日 の サウ ム に 備え ます 。 い ずれ に せよ 、 イ スラ ー ム 暦 の 他 の 月 
と 同様 に ラマ ダー ン 月 は 2 9 日 か 3 0 日 で あり 、 そ れ 以 上 に は な り ま せん 。 し 
か し 祝日 の 前 夜 も ライ ラ ト ッ ・ ル ・ ジ ャ ー イ ザ と 呼ば れ 、 価 値 ある 夜 で すか ら 、 
意欲 の ある ムスリム は 祈り に 時 を 費やし ます 。 


R イー ドゥ ・ ル ・ フ ィ ト ッ ル 

マゲ ー ン 月 の 明け た 妥 晶 は イス ラー ム の 税 晶 です. アッ ラー の 教え の サウ 
ム を 成し遂げ た こと に 対し て アッ ラー に 感謝 し 祝う 日 で す 。 この 祝日 の こと を 
イー ドッ ・ ル ・ フ ィ ト ッ ル と 言い ます 。 この 日 、 午 前 中 に ムスリム は 晴れ 着 を 
着 て 広場 か 大 モス ク に 集まり 、 イ ー ド の サラ ー ト を ささ げ ま す 。 そ の 後 自分 の 
や 人 た ち を 太 問 し た り 、 全 事 を し た り し て 幸せ の ひと と き を 骨 "し ます 。 


・ イ ー ド の サラ ー ト 

イー ド の サラ ー ト は 朝 早 くに 行なわ れ ま す 。 ムスリム は 晴れ 着 を 着 て 広場 に 
集まり 、 集 団 で イー ド の サラ ー ト を 行ない ます 。 イ ー ド の サラ ー ト は 2 ラ カ ー 
で 、 普 通 の サラ ー ト の や り 方 に 加え て 6 回 の タク ピー ル (「 ア ッ ラ ー フ アク バル 」 
と 唱え る こと ) を 唱え ます 。 イ ー ド の サラ ー ト が 終わ っ た 後 は イマ ー ム の 説教 
が あり 、 その 後 ム ハス リム た ち は 休 日 を 過 こ "し ます 。 


S シャ ウ ワ ー ル 月 の 任意 の サウ ム 

ラマ ダー ン 月 の 翌月 を シャ ウ ワ ー ル 月 と 言い ます が 、 こ の 月 に 6 日 間 の 任意 
の サウ ム を する こと は 、 あ た か も 一 年 を 通じ て サウ ム す る よう な 報奨 が ある と 
言わ れ て いま す 。 イ ー ド の 日 に サウ ム を する こと は 許さ れ ま せん の で 、 そ の 翌 
日 か ら 、 シ ャ ウ ワ ー ル 月 中 で あれ ば 自由 に 6 日 間 の サウ ム を する こと が で きま 
す 。 
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〇 ラマ ダー ン 月 の 始ま り と 終わ り 、 お よび ザ カ ー ト の 支払 いな ど に 関し て は 、 
イス ラミ ッ ク セ ンタ ー・ ジ ャ パン の ホー ムペ ー ジ を ご 覧 に な る か 、 お 電話 で 直 
- 接 お 問い 合わ せ 下 さい 。 
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うく て て まま ま すえ て て すす すす て て て て さよ よ て て て ん て すす すす れれ て て て すす て て すす て て す サ すす ササキ すす すす イト す ササ サイ イイ イイ サイ サイ イイ イイ 1 の の の の の の ら の の の の の の ゆら らら らら の らら の の の 
らら の らら 0 


は けれ すけ けけ けけ は は は け け は は は は は は は 人 は 仁和 は 人 は 人 せ は 人 け せ せ て 1 人 1+ せ すけ すす 1 人 1 すす て 
すう すけ けけ すす は は 1 は 人 は 人 せ す け 上 すけ ササ トト 1 ササ 1 人 1 すけ て 1 人 すす 1 て て に て すす 人 て すけ びび は た は AAAAAAAAAIGGII000 


A ハッ ジ の 意義 

ハッ ジ (大 巡礼 ) は イス ラー ム の 五 柱 と 呼ば れる 最も 重要 な 五 つの 義務 の ひ 
と つ で す 。 健康 で 十分 な 資金 の ある ムスリム は 、 少 な く と も 一 生 に 一 度 ハッ ジ 
を 行なわ な けれ ば な り ま せん 。 ハ ッ ジ は 、 ム スリ ム に と っ て 信仰 と 実践 の 集 大 
成 と いう べき も の で す 。 預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ) は 、 布 
教 2 3 年 目 に 最後 の ハッ ジ を 行ない まし た 。 そ し て 、 そ の 時 に 以下 の クル アー 
ン の 人 節 が 啓示 され まし た 。 

…・ 今 日 われ は あな た が た の た め に 、 あな た が た の 宗教 を 完成 し 、 ま た あな た 
が た に 対す る われ の 思 恵 を 全う し 、 あ な た が た の た め の 教え と し て 、 イ スラ ー 
ム を 選ん だ の で ある 。…~』 食卓 章 (5 章 ) 3 節 


また 、 この 時 の ハッ ジ に 同行 し た 約 10 万 人 の 教 友 た ち (彼ら に アッ ラー の お 
喜び あれ ) の 前 で 、 ム ハン マ ド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) は イス ラー ム の 教 
え の 要 約 と も 言う べき 『 別 れ の 説教 J を 行ない 、 イ スラ ー ム の 精神 を 再 確認 し 、 
自分 の 死期 が 近い こと を ほのめかし 、 教 友 た ち に 自分 の 後 を 継い で 布教 を 続け 
て いく よう に 命じ て いま す 。 私 た ち は ム スリ ム と し て 、 ア ッ ラ ー と 最後 の 預言 
者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) を 信仰 し 、1 日 5 回 の サラ ー ト ( 札 
拝 ) を し 、 ザ カー ト ( 喜 捨 ) を 払い 、 ラ マダ ー ン 月 に サウ ム (断食 ) を し 、 ハ 
ッ ジ を 行い 、 預 言 者 の 教え に 従っ て 生き て いく こと が 義務 な の で す 。 


B 審判 の 日 
イス ラー ム の 重要 な 信仰 の ー つ に 審判 の 日 が あり ます 。 あ ら ゆ る 人 間 は 現世 
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で の 生活 を 終え て いつ か 死に ます 。 ア ッ ラ ー が 人 間 を この 世界 に 送っ た の は 意 
味 の な いこ と で は な く 、 誰 が 信仰 する か 否 か を 試す た めで す 。 

『 ジ ン と 人 間 を 創っ た の は われ に 仕え させ る た め 。』 撤 き 散ら す も の 章 (51 章 ) 
56 飾 


人 間 に と っ て 短く 、 不 条 理 な こと も 多い この 現世 は 、 人 間 が 精神 的 に いか に 
成長 し 、 ア ッ ラ ー に 認め られ て 天国 に 入る か と いう 重要 な 試練 の 場 な の で す 。 
それ が 精算 され る の が 審判 の 日 で す 。 

ハッ ジ の 象徴 的 な 意味 の 一 つ は 審判 の 日 の 疑似 体験 で す 。 ハ ッ ジ の 最も 重要 
な 行事 は 、 特 定 の 日 に アラ ファ ー ト と いう 荒野 に 一 日 と ど ま る こと で す が 、 そ 
の 時 、 巡 礼 着 を まとい 、 現 世 の 一 切 の 地位 や 虚飾 を 捨て た 巡礼 者 た ち は 、 い つ 
- か は 自分 が 直面 し な けれ ば な ら な い 審 判 の 日 を 思い 出す の で す 。 

また イス ラー ム に は 、 全 人 類 の 共同 体 (ウン マ ) と いう 考え 方 が あり ます 。 
世界 中 の あら ゆる ムスリム は 信仰 に よっ て 結ば れ た 兄弟 で す 。 そ し て イス ラー 
ム で は 、 そ の 理念 を 単なる 理想 に と ど め な いよ うに いく つか の 実践 が あり ます . 
例え は 毎日 5 回 の サラ ー ト は 、 基 本 的 に は マス ジ ド (マス ジ ド ) で 集団 で 行 な 
う も の で す 。 そ し て 毎週 金曜 日 の ジュ ム ア の サラ ー ト は 、 大 マス ジ ド に より 広 
い 地 域 の 人 々 が 集まり ます 。 毎年 2 回 の イー ド の 大 祭 に は 、 マ スジ ド に は 収容 
し きれ な い 人 数 の 人 々 が 広場 に 集まり ます 。 こ の よう に 社会 性 を 重んじ る イス 
ラー ム が 、 全 人 類 ・ 全 民族 を 信仰 と いう 絆 に よっ て ひと つ に 集め る 行事 が ハッ 
ジ な の で す 。 


C ハッ ジ の 歴史 的 背景 

ハッ ジ の 精神 は すべ て の も の を 犠牲 に する 心 に あり ます 。 そ れ は 個人 的 な 楽 
し み 、 現 世 の 悦楽 、 金 儲け 、 家 族 や 友人 と の 団らん 、 き れい な 服 や アク セ サ リ 
ー な どの 虚飾 、 民 族 ・ 教 養 ・ 職 業 ・ 地 位 な ど に 対す る プラ イド な どの 全て を な 
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げ う っ て 、 ア ッ ラ ー に 帰依 する 心 な の で す 。 

ハッ ジ の 行事 の 中 に は 、 預 言 者 イプ ラー ヒー ム (アブ ラ ハ ム ) に 関わ る も の 
が いく つも あり ます 。 李 言 者 イプ ラー ヒー ム は 一 神 教 の 父 と も 言う べき 偉大 な 
柄 言 者 で す 。 彼 は アッ ラー の 命令 に より 、 自 分 の 妻 ハ ホー ジャ ル と まだ 赤ん坊 の 
息子 イス マー イー ル を 砂漠 の 真ん中 に 置き 去り に し な けれ ば な り ま せん で し た 。 
食料 も 水 も 尽き 、 ハ ー ジ ャ ル は 水 を 求め て まず サフ ァ ー の 丘 、 続 いて マル の 
丘 に 琴 っ て 水 場 を 探し まし た 。 こ の 行動 を 象徴 する 行ない (サイ ー) が ハッ ジ 
の 行事 の ー つ と な り 、 全 巡礼 者 は 彼女 の 行動 を 真似 し ます 。 こ の 時 赤ん坊 の イ 
スマ ー イ ー ル が 是 で 掘 っ た 地面 か ら 水 が 湧き 始め まし た 。 こ れ が ザム ザム の 井 
戸 の 起こ り で す 。 

また イス マー イー ル が 、 イ ブ プラー ヒー ム に と っ て 目 の 中 に 入れ て も 痛く な い 
ほど に 美しい 少年 に 成長 し た と き 、 ア ッ ラ ー は イブ ラー ヒー ム に 息子 を 犠牲 に 
捧げ る よう に 啓示 し まし た 。 これ は 預言 者 と し て の イプ ラー ヒー ム の 信 仰 を 限 
界 まで 試す チッ ラー か ら の 試練 で し た 。 彼 は イス マー イー ル に 相談 し まし た 。 
「 わ し は この よう な 世 示 を 受け た が どう 思う 」 イ スマ ー イ ー ル の 答え は 「 ア ッ 
ラー の ご 命令 の と お り に し て くだ さい 」 と いう も の で し た 。 そ こ で イプ ラー ヒ 
ー ム は ナイ フ を 携え 、 イ スマ ー イ ー ル を 砂漠 に 連れ て いき まし た 。 途 中 、 悪 魔 
が 人 間 の 次 を し て 現れ 、 叫 びました 。「 気 で も 違っ た の か 、 イ ブ プラー ヒー ム 。 お 
前 は 自分 の 息子 を 手 に か ける の か 。 そ れ が 人 の 道 か 。」「 帰 れ 、 悪 魔 ! 」 イ プラ 
ー ヒ ー ム は 石 を 投げ て 悪魔 を 追い 払い ま し た 。 悪 魔 は いっ た ん は 逃げ 、 再 び 首 
の 途中 で イプ ラー ヒー ム の 決心 を ひる が え そ うと イプ ラー ヒー ム に 呼び か け ま 
し た 。 し か し その た ぴ びに イプ ラー ヒー ム は 石 を 投げ 、 悪 魔 を 追い 払い まし た 。 
つい に イプ ラー ヒー ム が 息子 を 地面 に 横 た え 、 そ の 首 に ナイ フ の 刃 を か け よ う 
と し た その 時 、 ア ッ ラ ー は 預言 者 イプ ラー ヒー ム の 決心 が 不動 な の を 確認 し 、 
イス マー イー ル を 犠牲 に 捧げ させ る 代わ り に 天 か ら 羊 を 送り 、 預 言 者 イプ ラー 
ヒー ム と その 息子 を 祝福 し まし た 。 こ の 父母 と 息子 の アッ ラー に 対す る 信頼 と 
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| 冬 牧 の 精神 を 讃え 、 こ の 世 の 終 わる まで 信者 の 手 本 と する た め 、 ハ ッ ジ で は こ 
れ ら の 攻 事 に 基づく 行事 が いく つも ある の で す . 


D 聖地 マッ カ (メッ カ ) と カアバ 

カアバ は 、 元 来 預 言 者 イプ ラー ヒー ム と イス マー イー ル が アッ テー を 護 え 、 
か れ に 祈る た め の 建 物 を アッ ラー に 指定 され た 場所 に 建て た も の が その 原型 で 
す 。 その後 何 度 も 再建 され 、 現 在 の よう な 立派 な 建物 に な り ま し た が 、 位 置 は 


その まま で す 。 こ れ は イス ラー ム 以 前 か ら 唯一 神 を 信仰 する 場所 と し て あり ま 


し た が 、 預 言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) が 送ら れる 直前 に は 
ッ カ の 多神教 徒 に 支配 され 、 巡 礼 の 行事 は その まま に 、 偶 像 崇拝 の 場所 に な っ 
て いま し た 。 ムハンマド ( 邊 の 上 に 祝福 と 平 話 あれ ) に よっ て 偶像 が 駆逐 され 。 
それ 以来 カアバ は 一 神 教 の 中 心地 と し て 存続 し て いま す 。 

現在 の 建物 は 石 を 積み あげ て 作ら れ た 三 階 建て の ビル くら い の 大 き さ の 建物 
で 、 全 体 を 金 の 刺繍 を 施し た 黒い 布 で すっ ぽ ぱり と 覆っ て いま す 。 扉 が つい て い 
ます が 、 中 に は 何 も あ り ま せん 。 こ の 建物 は あく まで も 象徴 の 意味 で あっ て . 
中 に 本 尊 が ある と か 、 ム ハン マ ド の 遺品 に 関わ る も の が ある と いう こと で は あ 
2 ませ ん 。 アッラー は 時 空 を 超越 する 御方 で す が 、 人 間 に は 方 向 が あり ます の 
で 、 信 者 た ち が 揃 っ て サラ ー ト する 方 向 と し て 、 カ アバ は その 一 点 を 示し て い 
る の で す 。 


E ハッ ジ と ウム ラ 

芝 礼 の 行事 に は ハッ ジ (大 巡礼 ) と ウム ラ ( 小 巡 礼 ) が あり ます 。 ハ ッ ジ は 
健康 で 十分 な 資力 の ある ムスリム 全て が 一 生 に 少な く と も 一 度 は 行なわ な く て 
は ならない ムスリム の 義務 で す 。 そし て 、 ハ ッ ジ を 行なう 時 期 は に ジュ ラ 暦 ( イ 
スラ フー ム の 層 ) に よっ て 定め られ て いて 、 自 分 の 好き な 時 に 行く と いう わけ に 
は いき ませ ん 。 し か し ウム ラ は 一 年 中 いつ で も 好き な と き に 行なう こと が で き 
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ます 。 ま た 儀式 も ウム ラ が マッ カ 市 内 で 数 時 間 で 済 ゆ の に 対し 、 ハ ッ ジ の 場合 
は マッ カ 郊 外 の 数 ヶ所 を 訪れ 、 行 事 も 数 日 に 及び ます 。 ハ ッ ジ を 行なう た め に 
マッ カ を 訪れ た と き に 一 緒 に ウム ラ を 行なう こと も 出来 、 ハ ッ ジ と ウム ラ は そ 
の 組み 合わ せ 方 に よっ て ハッ ジ ・ タ マッ ト 、 ハ ッ ジ ・ キ ラー ン 、 ハ ッ ジ ・ イ フ 
ラー ド の 3 種類 あり ます 。 


・ ハ ッ ジ ・ タ マッ ト 

最初 に ウム ラ を 行ない 、 髪 の 毛 を 剃る か 切る か し て 一 了 旦 イフ ラー ム を 脱ぎ ま 
す 。 そ し て ハッ ジ の 当日 に 再び ハッ ジ の た め に イフ ラー ム を 着 ま す 。 ハ ッ ジ の 
最後 に 犠牲 の 動物 を 捧げ ます 。 


・ ハ ッ ジ ・ キ ラー ン 

最初 に ウム ラ を 行ない 、 そ の まま 髪 を 剃 ら ず イ フラ ー ム も 脱が な いま まで ハ 
ッ ジ の 当日 まで 待ち ます 。 ハ ッ ジ の 行事 が 終わ り 、 条 牲 の 動物 を 捧げ て か ら 愛 
を 剃る か 切り 、 イ フラ ー ム を 脱ぎ ます 。 


・ ハ ッ ジ ・ イ フラ ー ド 

最初 か ら ハ ッ ジ だ け を 目的 に イフ ラー ム を 着 て マッ カ に 入り ます 。 ウ ムラ フ は 
行なわ ず 、 ハ ッ ジ が 終わ る まで イフ ラー ム も 脱ぎ ませ ん 。 ハ ッ ジ の 行事 が 済ん 
で か ら イ フラ ー ム を 脱ぎ ます 。 犠牲 の 動物 は 捧げ る 必要 は あり ませ ん 。 


F ハッ ジ へ 出発 する と き 

ヘッジ あ る い は ウム ラ に 出発 する 人 は 、 事 前 に サウ ジア ラビ ア 大 使 館 に 問い 
わせ 、 必 要 書 類 を そろ えま す 。 航 空 券 や ビザ 、 予 防 注射 な どの 準備 を し て 英 
辺 を 整理 し ます 。 一 般 の 旅行 に 必要 な 荷物 の 他 に 、 巡 礼 着 、 ビ ー チ サン ダル 、 
ポー チ 、 日 傘 な ど を 用 意 し ます 。 
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・ ミ ー カ ー ト 

ハッ ジ や ウム ラ の た め に マッ カ に 行く 人 は 、 マ ッ カ を 含む 特定 の 地域 に 入る 
前 に イフ ラー ム (巡礼 着 ) を 着用 し て いな けれ ば な り ま せん 。 この 境界 の こと 

ミー カー ト と 言い ます 。 日 本 か ら 飛 行 機 で ジッ ダグ 空 港 へ 行く 場合 、 ジ ッ ダ に 
着く 前 に ミー カー ト 上 空 を 通 つ て し まい ます の で 、 そ の 前 に イフ ラー ム を 着 て 
いな けれ ば いけ ませ ん 。 飛行機 の 中 で 着る か 、 あ る い は 一 般 的 に は 例え ば 飛行 
機 が バン コク か ら ジ ッ ダ に 飛ぶ よう な 場合 、 バ ンコ ュ ク で イフ ラー ム 着 用 を 済ま 
せ て か ら 和 飛行機 に 乗り ます 。 


G イフ ラー ム 

男性 の 場合 イフ ラー ム (巡礼 着 ) は 縫い 目 の な い 二 枚 の 白い 布 で す 。 一 枚 を 
下半身 に 巻き 、 も う 一 杉 で 上 半身 を 覆い ます 。 眼鏡 や 時 計 、 貴 重 品 入れ な ど は 
許さ れ ま す が 、 下 着 な どの 縫い 目 の あ る 衣服 、 帽 子 な ど 頭 を 覆う も の 、 鞭 な ど 
足 の 甲 の 骨 を お お う 有 履物 は 着用 し て は いけ ませ ん 。 た だ し 日 除け の た め に 座 を 
さす こと は 許さ れ ま す 。 女 性 の 場合 は 特別 な 巡礼 着 を 着る 必要 は な く 、 イ スラ 
ー ム の 規則 に か な っ た 簡素 な 服装 で 顔 と 手首 か ら 先 を 除く 全身 を 杉 い ます 。 

イフ ラー ム と は 単なる 服装 で は な く 、 巡 礼 の た め に 特別 に 身 を 慎む 状態 に 入 
る こと を 意味 し ます 。 そ こ で 巡礼 着 を 身 に 着け る と き に は 、 ま ず 入 浴 し 、 身 体 
に 香水 な ど を つけ 、 巡 礼 着 を 着用 し て か ら 2 ラ カ ー の サラ ー ト を 捧げ 、 そ れ か 
ら イ フラ ー ム の 状態 に 入る と いう ニー ヤ (意志 表明 ) を し ます 。 


・ イ フラ ー ム の ニー ヤ (意志 表明 ) 

例え ば タマ ッ ト ッ の 場合 、 イ フラ ー ム の ニー ヤ は 次 の 通り で す 。 

「 ラ ッ バ イカ ウム ラタン ムタ マッ タ ア ン ビ ハ ー イラ ル ハ ッ ジ 」 

ひと た び ぴ イ フラ ー ム の 状態 に 入る と 、 ハ ッ ジ か ウム ラ の 行事 を 終え る まで 普 
段 着 を 着る こと は で きま せん 。 ま た 、 イ フラ ー ム の 状態 の と き に は 、 以 下 の 事 
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柄 が 禁 し られ ます 。 


1 


. 通常 ムスリム に 禁じ し られ て いる こと 全て 
2 . 
9 に 


けん か 、 口 論 、 他 人 を 傷つけ る こと 
夫婦 生活 ・ 妻 に 性 的 な 意味 で 触れ た り キ ス を し た りす る こと ・ そ れ を ほ 
の めか す よ うな 話 、 し ぐさ な ど 全 て 


、 草木 を 含む 一 切 の 殺傷 ・ 艇 も 殺さ ず 、 草 一 本 も 抜か な いこ と 
. 自分 の 爪 、 体 毛 ( 愛 の 毛 ・ ひ げ な ど 全 て ) を 牙 意 に 切っ た り 剃 っ た り 引 


き 抜 いた りす る こと (し か し 入浴 中 に 自然 に 抜け る 毛 は 構い ませ ん 。) 


. あら ゆる 香料 (香水 、 香 料 入り 石鹸 、 香料 入 り シ ャ ンプ ー) の 使用 (た 


だ し 香辛料 入り の 食物 は 構い ませ ん 。 洗濯 や 入浴 は 無 香料 石鹸 、 あ る い 
は 石けん を 使わ ず に 行ない ます 。) 


. 男性 が 縫い 目 の あ る 服 を 着 た り 、 頭 を 欄 うこ と 


HH タル ビ ヤ 
イフ ラー ム の ニー ヤ を する と 、 た だ ち に タル ビ ヤ と 呼ば れる 次 の 言葉 を 唱え 


ます 。 


「 ラ ッ バ イカ ッ ラ ー フ ンマ ラッ バイ ク ラッ バイ カ ラー シャ リー カラ カ 
ラッ バイク イン ナル ハム ダ ワン ニヤ マタ ラ カ ワ ルム ルク ラー シャ リー 
カラ ク 」 間 
意味 : (アッ ラー よ ! 私 は ここ に お り ま す 。 あ な た の 御前 に お り ま す 。 あ な た に 
は 同位 者 は お り ま せん 。 あ ら ゆ る 賃 准 は あな た の た め に あり 、 あ ら ゆ る 恵み は 
あな た か ら 来 ます 。 力 は あな た に の み 属 し ます 。 あな た に 同位 者 は あり ませ ん ) 

この タル ビ ヤ は ウム ラ の タワ ー フ を 始め る 直前 、 ま た ハッ ジ の 最初 の 石 投げ 
の 直前 まで 、 男 性 は 大 き な 声 で 、 女 性 は 小さ な 声 で 唱え 続け ます 。 
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TI ウム ラ 

マッ カ に 着い た ら ま ず 宿 を と り 荷 物 を 令 き ます 。 そ れ か ら カ アバ の ある マス 
ジ ド ッ ・ ル ・ ハ ラー ム に 行き ます 。 カ アバ (時 \ 建 物 ) の 向かっ て 正面 左手 に 
黄金 の 刻 が あり ます が 、 さ ら に その 左側 の 角 に 黒い 石 (ハジ ャ ル ・ ア スワ ド ) 
が あり ます 。 こ れ が タワ ー フ (カアバ の 周回 ) の 起点 で す 。 そ こ で タワ ー フ を 
行ない ます と いう ニー ヤ を アッ ラー に 対し て し ます 。 黒 石 の 正面 に は 位置 を 表 
す 線 が 色 の 異な る 石 で 引い て あり ます か ら 、 そ の 上 に 立ち 、 黒 石 に キス する か 、 
手 を 触れ る か 、 あ る い は 離れ た 所 か ら 手 を か ざし て か ら 「 ビ スミ ッ ラ ー ヒ ・ ア 
ッ ラ ー フ アク バル ・ ワ リッ ラー ヒル ハム ド 」 と 唱え ます 。 

それ か ら 反 時 計 回 り に 7 回 、 カ アバ の 周り を 回 り ま す 。 男 性 は 最初 の 3 周 は 
右 肩 に 掛け て いた イフ ラー ム の 布 を 右 脇 に 通し て 巻き 、 右 肩 を さら け 出 し た 状 
態 で 力強く 早足 で 回 り ま す 。3 周 が 終わ れ ば 服 を 元 に 戻し 、 歩 く ペ ー ス で 回 り 
ます 。 タ ワー フ の 間 は アッ ラー を 讃え 、 さ ま ざ ま な 言葉 で 祈り ます 。 どん な 特 
定 の 祈り も 決ま っ て いま せん 。 ク ルアー ン や ズ ィ ク ル 、 あ る い は 個人 の 祈り な 
ど 何 で も 構い ませ ん 。 一 周 ご と に 黒石 に 手 を か ざし 、 同 じ 言 葉 を 唱え ます 。7 
周 終え た ら 、 最 後に 起点 に 戻っ て 同じ よう に 手 を か ざし 、 同 じ 言 葉 を 唱え て タ 
ワー フ を 終了 し ます 。 

それ か ら で き れ ば カアバ の 扉 の 前 た ある マカ ー ム ・ イ プラ ー ヒ ー ム の そば で 、 
も し で き な け れ ば マス ジ ド 内 の どこ で で も 、2 ラ カ ー の ナ フ ル の サラ ー ト を 捧 
げ 、 ザ ム ザ ム の 水 を 飲ん で 一 休み し ます 。 

それ か ら サ ファ ー の 丘 に 登り ます 。 サ イー の 意志 を し 、 丘 の 上 で 祈っ て か ら 
今度 は マル ワ の 丘 へ 行き ます 。 途中 、 廊 下 の 緑色 ラン プ が 点 い て いる 区 間 で は 、 
男性 は 小走り に 走り ます 。 マ ル ワ の 丘 で 祈っ た 後 、 再 び サ ファ ー の 丘 に 行き 、 
この よう に し て 7 度 、 つ まり 合計 3 往復 半 サ ファ ー と マル ワ の 丘 を 行き 来 し て 
最後 は マル ワ の 丘 で 終了 し ます 。 こ の 行事 を サイ ー と いい ます 。 
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ウム ラ 自 体 は これ で 終了 で す 。 続 け て ハッ ジ ・ キ ラー ン を 行なう の で は な い 
場合 、 頭 を 剃る か 頭髪 の 一 部 を 切っ て イフ ラー ム を 脱ぎ ます 。 


J ハッ ジ 
ズル ・ ヒ ッ ジ ャ 月 8 日 

ハッ ジ の た め に マッ カ に 集まっ た ムスリム た ち は 朝 、 一 斉 に 数 キロ 離れ た ミ 
ナー へ 向かい ます 。 そ こ に は テン ト が 用 意 さ れ て あり 、 そ こ に 1 日 滞在 し ます 。 
ズ フ ル 、 ア スル 、 マ グリ プ 、 イ シャ ー、 フ ァ ジ ュ ル の 5 回 の サラ ー ト を 時 間 通 
り に 行ない ます 。 そ こ で ズ ィ ク ル や ドゥ アー、 祈 りや クル アー ン 読 唱 な ど に 時 
間 を 費やし 、 明 日 に 備え ます 。 


ズル ・ ヒ ッ ジ ャ 月 9 日 

翌朝 、 フ ァ ジ ュ ル の サラ ー ト を 済ま せ 、 日 の 出 の 後 、 再 び 巡 礼 者 の 群れ は ミ 
ナー より さら に 数 キロ 先 の アラ ファ ー ト へ と 向かい ます 。 これ は 百 万 人 以上 の 
巡礼 者 を 収容 で きる 巨大 な 荒野 で す 。 こ こ で 巡礼 者 た ち は 日 が 暮れ る まで アッ 
ラー に 祈り を 捧げ ます 。 こ の アラ ファ ー ト に 一 時 と ど ま る こと ( ウ ク ー フ ) は 
ハッ ジ の 最も 重要 な 行事 で あり 、 巡 礼 者 は 谷 の 傾 城内 に 必ず 足 を 踏み 入れ る よ 
うに 注意 し な けれ ば な り ま せん 。 ア ラフ ァ ー ト の 谷 の 境界 を 示す 塔 が いく つか 
立っ て いま す 。 巡礼 者 は アラ ファ ー ト で ズ フ ル と アス ル の サラ ー ト を 捧げ ます 。 


日 暮れ と と も に 、 ア ラフ ァ ー ト に 集まっ て いた 巡礼 者 た ち は マ グリ プ (日 没 
後 ) の サラ ー ト を 行なわ ず 、 そ の まま 一 斉 に ミナ ー の 方 面 へ 移動 し 始め ます 。 
そし て ミナ ー の 少し 手前 の ムズ ダリ ファ と いう 所 で 野宿 し ます 。 巡 礼 者 は そこ 
で マグ リプ と イシ ャ ー の サラ ー ト を 行ない ます 。 そ こ で いく つか 小石 を 集め ま 
9 
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ズル ・ ヒッ ジャ 月 10 日 

翌朝 、 ムズ ダリ ファ に て ファ ジュ ル の サラ ー ト が 終わ っ た 後 、 ミ ナー に 戻っ 
た 巡礼 者 た ち は 、 マ ッ カ と ミナ ー の 間 に あ る 三 つ の 石塔 (ジャ ムラ ) の 第 3 番 
目 (最大 で マッ カ 寄 り の ) に 小石 を 投げ る 儀式 を 行ない ます 。 小 石 は 右手 の 親 
指 と 人 差し 指 で つま め る 大 き さ で 、7 個 を 1 個 づ つ 投げ ます 。 投 げ る と き 「 ビ 
スミ ッ フ ラー ヒ ・ ア ッ ラ ー フ アク バル 」 と 唱え 、 預 言 者 イブ ラー ヒー ム ( 彼 の 上 
に 祝福 と 平安 あれ ) の 試練 を 思い 、 自 分 自身 の 欲望 や 悪魔 の 誘惑 と 戦う 決心 を 
し ます 。 

石 投げ を 終え 、 再 ぴ び ミ ナー に 戻っ て か ら 動 物 を 犠牲 に 捧げ ます 。 こ れ は 1 人 
に つき 羊 か 山羊 1 頭 、 あ る い は 7 人 で 和牛 か ラク ダ 1 頭 で す 。 

機 竹 が 終わ る と 剃髪 する か 髪の毛 の 一 部 を 切っ て よう や く イ フラ ー ム を 脱ぐ 
こと が で きま す 。 し か し この 後 、 マ ッ カ に 戻っ て も う 一 度 タ ワー フ ・ ル ・ イ フ 
ァ ー ダ を 済ま せる まで は 、 夫 婦 生 活 は 許さ れ ま せん 。 

上 記 の 行事 の 後 、 ズ ル ・ ヒ ッ ジ ャ 10 日 ある い は ズル ・ ヒ ッ ジ ャ 11 日 に タワ 
ー フ ・ ル ・ イ ファ ー ダ を 行なう こと も で きま す 。 ま た 、 ズ ル ・ ヒ ッ ジ ャ 10 日 は 
全 世 界 で イー ドゥ ・ ル ・ ア ドッ ハー の 大 祭 の 日 に あたり ます 。 

その 後 巡 礼 者 は 少な く と も ズル ・ ヒ ッ ジ ャ 11 日 ・12 日 まで は ミナ ー に と ど 
まり 、 そ の 間 毎 日 3 つの 石塔 に 向かっ て 小さ い 石 塔 か ら 順番 に 石 投げ の 儀式 を 
行ない ます 。10 日 の 石 投げ の 行事 で は 日 の 出 か ら 正午 まで の 間 に 最も 大 き な 石 
塔 に 向かっ て の み 石 を 投げ ま し た 。 . け れ ど も 11 日 、12 日 に は 、 正 午 か ら 日 没 
まで の 間 に 三 つの 石塔 すべ て に 石 を 投げ ます 。 た だ し 女性 は これ を 夜 に 行なう 
こと が 許さ れ て いま す 。 

ズル ・ ヒ ッ ジ ャ 13 日 まで ミナ ー に と ど ま る こと も で きま す 。 し か し 、 も し ズ 
ドッ ジャ 12 に ミナ ー を 去る つも りな ら は ば 、 必ず 日前 に ま ら な けれ ば い 
け ま せん 。 
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こう し て めで た く ハ ッ ジ の 全 行 事 を 終え た 巡礼 者 た ち は 、 自 分 の 好き な だ け 
マッカ に と どまり 、 マ スジ ドゥ ウ ・ ル ・ ハ ラー ム で サラ ー ト を し た り 、 マ ディ ー- 
ナ へ 行っ て 預言 者 の マス ジ ド を 訪れ た り で きま す が 、 マ ッ カ を 去る 前 に は 必ず 
最後 に 「 別 も れ の タワ ー フ (タワ ー フ ・ ル ・ ワ ダー)」 を し な けれ ば な り ま せん 。 
これ を も っ て ハッ ジ の 行事 は 完全 に 終了 し ます 。 


KK マデ ィ ー ナ の 訪問 
。 ハッ ジ の 義務 で は あり ませ ん が 、 ほ と ん どの 巡礼 者 は ハッ ジ の 前 か 後に マデ 
ィ ー ナ 市 を 訪れ ます 。 マデ ィ ー ナ は 預言 者 マス ジ ド 歴史 的 な 場所 が 多数 あり 、 
預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) が 埋 研 さ れ て いる 地 で す 。 ま た 
イス ラー ム が 地歩 を 固め 発展 し て いく きっ か け に な っ た 場所 で も あり ます 。 こ 
の 地 に ある 預言 者 マス ジ ド を 訪れ る こと は 強く 勧め られ て いま す 。 

マデ ィ ー ナ 市 へ は マッ カ か ら バ パス で 8 時 間 位 で す 。 途 中 多く ダル ー ド ( 預 言 
者 へ の 祝福 を 求め る 祈り ) を 唱え 続け ます 。 

マデ ィ ー ナ 市 へ 着い て 宿 に 荷物 を 置い た ら 、 な に は と も あれ 預言 者 マス ジ ド 
に 行き ます 。 一 般 の マス ジ ド に 必要 な あら ゆる 尊敬 の ルー ル が 預言 者 マス ジ ド 
に も 適用 され ます 。 マ スジ ド の 中 で 2 ラ カ ー の サラ ー ト を 捧げ た 後 、 キ プラ に 
向かっ て 左手 、 建 物 の 外 か ら 見 る と 丁度 緑色 の ドー ム の 真下 に ある 預言 者 ム ハ 
ンマ ド ( 邊 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) の 間 を 訪れ ます 。 墓 は 真 負 の グリ ル に よっ 
て 保護 され て いま す 。 そ の 正面 に 面 と 向かっ て か ら 、 平安 あれ の 挨 拶 を 送り ま 
す 。 そ の 時 過度 に 激 し て 泣き 出し た り 、 他 の 訪問 者 の 妨げ と な る くら い 延 々 と 
祈り を あげ る の は 良い マナ ー で は あり ませ ん 。 

預言 者 ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ) へ の あい さ つ の 後 、 彼 の 傍ら に 埋葬 され 
て いる アプ ブー・ バ クル と ウマ ル に ゃ 平安 あれ と あい さ つ を 送り ます 。 マ ディ ー 
ナ に は 預言 者 ムハンマド ( 彼 の 上 に 祝福 と 平安 あれ ) の 墓 以 に も 、 サ ハー バ 
の 多く が 眠る 間 地 ジャ ン ナ トル ・ バ キ 、 ウ フ ド の 戦場 跡 、 イ スラ ー ム 最初 の マ 
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スジ ド で ある クー バ パ ・ マ スジ ド な どの 名 所 が あり ます 。 こ れ ら を 訪れ る の も 良 
いで し ょ う 。 し か し マデ ィ ー ナ に いる 間 は で きる 限り 預言 者 マス ジ ド を 訪れ 、 
その 中 で 祈り 、 ア ッ ラ ー に 許し を 求め る よう に し ます 。 


さて 、 ハ ッ ジ の 行事 が 全て 終わ り 、 自 分 の 国 へ 帰る 時 が や っ て 来 ま し た 。 ハ 
ッ ジ を 行っ た 者 は 以前 の 罰 を 全て 許さ れ 、 生 まれ た ば か り の 赤ん坊 の よう に 罪 
の な い 状 態 に な り ま す 。 そ こ で 巡礼 者 は 自分 の 人 生 を 再 出発 し 、 生 涯 罪 か ら 遠 
ざか る 決意 で 帰途 に つき ます 。 
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